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プロローグ




　十五時のおやつの時間が終わると、みんなが私のところへ集まってきた。

「ねぇねぇアイラちゃん！　今日はなにしてあそぶ？」

「うーん。そうだなぁ……」

　そう言って、私は遊び部屋の窓から見える青空を眺めた。白い雲が、ゆっくりと空の中を泳いでいるように見える。なんだか気持ちよさそう。

「アイラちゃん、どうするのっ」

　黙ったままのんきに外の景色に気を取られていると、いちばん仲良しでふたつ年上のリンが、もう一度私に声をかけた。早くなにかをして遊びたいのだろう。ほかのみんなも、私の答えを今か今かと待ち構えているように見える。我慢できず、おもちゃを取り出して勝手に遊び始めている子たちもちらほらいた。

　扉の向こう側から、カミラ先生がおやつの入っていた食器を片付けている音が聞こえる。片付けが終われば、先生も私たちのところへやってくるだろう。その前に、なにして遊ぶかを決めなくっちゃ。

「今日は天気がいいから、庭でボール遊びをしよう！」

「さんせーい！」

　私の提案に、みんなが大きく手を挙げた。綺麗にそろった返事を聞いて、自然と笑みがこぼれた。

　――ここは私のお家。大きくて広い、自慢のお家だ。一般的には〝孤児院〟と呼ぶみたい。身元が分からない子や、私のように両親がいない子が引き取られる場所。私は物心がついた時からこの孤児院にいたので、私にとっては院長のカミラ先生が親みたいな存在だ。一緒に暮らす友達は兄妹のようにとっても仲良し。

　たまに外へ遊びに行くと、孤児院にいるというだけで『かわいそう』なんて言われたりする。だけど、私は自分をかわいそうと思わないし、このお家が好きだ。おいしいご飯も食べられるし、お古だけどおもちゃや洋服だってもらえる。なにより、たくさんの友達と毎日一緒にいられるからだ。年齢も性格も髪の色も全部バラバラだけれど、私はみんなと遊んでいる時間がいちばん大好きで、いつまでもここにいたい。

「そうと決まれば、さっそく外へ行こう！」

　私がおもちゃ箱からボールを取り出し、外へ出ようとすると――なんだか部屋の外が騒がしい。カミラ先生が、誰かと話している声が聞こえる。

　――どうしたんだろう？　なにかあったのかな？

　そう思っていると、部屋の扉がバーン！と勢いよく開かれた。驚いて扉のほうを見ると、大きなマントを羽織った長い黒髪の大きな男の人が立っている。その隣には、フードのついたくるぶしまであるコートを着た銀髪の男の人が。そしてふたりの向こう側に……青ざめた顔をしたカミラ先生の姿が見えた。

　子供ながらに、なんだかよくない雰囲気を感じ取った。それはみんなも同じだったようで、さっきまでの笑顔が一瞬にして消えている。

　怯える私たちを無視して、黒髪の男はずかずかと部屋の中へ入ってきた。

「あ、あれって……魔王様じゃあ……」

　私の隣にいたリンが、震える声で呟いた。

　まさかと思い、近づいてくる男をよく見てみると、心臓がドクンと大きく跳ねた。

　あの姿は、以前遠くから一度だけ見たことがある。漆黒の長い髪。血が通っているのかわからないほど透き通った白い肌。すっと通った鼻筋に、色素の薄い形の整った唇。今まで見た、どの男の人より美しい顔をしている。そして……前髪の隙間からちらりと覗く、魔王の象徴とも言われる赤い瞳。

　リンの言った通りそこにいるのは正真正銘、二年前、手下の魔族を引き連れこのリーベルツ王国にやってきた魔王、ジェネシスだった。

　魔族は、人間と敵対する存在と言われている。リーベルツは魔王の支配から逃れるため争い、近い未来、人間と魔族の戦争が起きるかもしれないと世間は大騒ぎになった。しかし、ジェネシスは攻撃どころか、なにも悪さをすることがなかった。

　ジェネシスに攻撃の意思がないことがわかり、人間と魔族の戦争は避けられた。リーベルツで暮らしたいというジェネシスの申し出を国王は受け入れ、双方で話し合い、争いごとを起こさないという約束で、現在は王国内で場所を分けながらお互い無駄な干渉をせずに生活している。

　だけど、突然襲ってくる可能性がゼロとは言い切れないので、ジェネシスは人間たちから今もなお恐れられている……というのが、カミラ先生から聞いていた話だ。

　――そんな魔王がどうして私たちのお家に？　いったい、なんの用があって？　まさか、襲撃に……？

　友達はみんな震えて縮こまっている。とてつもないオーラを放つジェネシスを前に、私も立っているのがやっとだった。

　ジェネシスは品定めをするように、部屋にいる子供たちを端からひとりずつじっと見つめた。あの三白眼気味の瞳と目が合ったら、石にでもされてしまいそうだ。

　そんな張り詰めた緊張感のなか、さまよう視線がついに自分へと向けられる。恐怖心からか、おもわず私は視線を逸らしてしまった。逸らしたものの、今の態度が気に食わないなんていちゃもんをつけられたらどうしようと不安を感じ、私は恐る恐るジェネシスのほうを見た。

　すると、長い前髪の隙間から覗く、ジェネシスの赤い瞳と目が合った。赤い瞳は魔王の象徴とも言われている。こんな近くで赤い瞳を見るのは初めてのことだった。

　――とっても綺麗。

　人間なら誰もが気味悪いと恐れるその瞳を見て、私は素直にそう思った。

　ジェネシスが私を見つめる時間は、ほかの子よりもずいぶんと長かった。そして、視線を一切外さないまま、ジェネシスは私のもとへ一歩、また一歩と近づいてくるではないか。目が合っても本物の石になることはなかったが、身体はまるで石のようにガチガチに固まって動かなかった。

「……こいつからいちばん魔力を感じるな」

　ついに目の前までやってきたジェネシスが、私を見て低い声でそう言った。

　――まりょく？　私がそれを、この中でいちばん持っているってこと？

　状況が理解できないまま、私はただ立ちはだかる絶対的存在の魔王を呆然と見上げることしかできない。

「人間、こいつを養子として引き取る」

　ジェネシスは、扉の向こうで心配そうにこちらを眺める先生にそう言った。

　養子――ここへ来てから何度も聞いた言葉なので意味は知っている。血の繋がりにかかわらず、親子になる関係を結んだ子供のこと。

　……ん？　誰が誰を養子として引き取るって？

「そ、そんな、アイラを渡すなんて――」

「ここは孤児院だろ。孤児院では里親を募集していると聞いた。俺がこいつを引き取ってなにが悪い」

「ですがっ……」

「俺が誰だかわかっているよな？　たかだか庶民が、俺の命令に逆らうというのか？」

　ギロリと冷たい言葉と視線を浴びせるジェネシスを前に、カミラ先生は押し黙ってしまった。……この国で、魔王の権力は国王と同レベルだとも聞いたことがある。先生は、魔王に逆らうことはできないんだ。

「別に取って食うような真似はしない。それに、こいつは今日から孤児でなく王族の子となる。祝福すべきことではないか」

　にやりと口の端を上げながら、ジェネシスは私を見つめた。……王族の子？　私、魔王の子供になるってこと!?

「連れていけ」

「かしこまりました」

　今まで黙っていた銀髪の男に、ジェネシスが首を振って合図すると、その男が私の身体を抱えた。

「……へっ？」

　私の気の抜けた驚きの声とともに、ここまでずっと腕に抱えていたボールが手からするりと落ちていく。小さな音を立て転がっていくボールの先には、今の今まで家族だった友達の泣き顔が見えた。

　あっという間に私は銀髪の男によって部屋から連れ出される。いいや、部屋どころか、この家から。

「アイラッ！」

　庭までカミラ先生が私を追いかけてきた。

「……先生！　私、どうなるの？」

　わけがわからない。私はここへ戻ってこられるの？

「……アイラ、ごめんね。幸せになるのよ」

　カミラ先生は泣きながらそう言うだけで、私の質問には答えてくれなかった。先生が私の問いかけにきちんと答えてくれなかったのは、これが初めてのことだった。

「行くぞ」

　ジェネシスの着ている黒いマントに全身を包まれると、視界が真っ暗になった。
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　次に目を開けると、そこは見知らぬ森の中だった。

　ジェネシスが孤児院へ来て、ここまでわずか数分の出来事。……私、これからどうなっちゃうんだろう。

「ここ、どこ……？」

　私の言葉は、ギャァギャァと普通より激しめのカラスの鳴き声にかき消された。

　さっきまで真っ青だった空が、なぜかこの辺りだけ薄暗いように感じるのは気のせいだろうか。風もどこか冷たく感じるし、そこらじゅうの茂みからガサガサと音が聞こえなんだか怖い。

「ジェネシス様は先に中に入られましたので、私たちも行きましょう。アイラお嬢様」

　きょろきょろしている私を静かに見守っていた銀髪の男が、私に声をかけた。

「お、おじょーさまって、私のこと？」

「ええ。お嬢様はジェネシス様の養子になられたのですから、敬称で呼ばせていただくのは当然です」

　そんな呼び方、されたことがない。〝様〟をつけて呼ばれるのは、お金持ちや偉い人だけだ。まさか私がそう呼ばれる日が来るなんて、夢にも思っていなかった。

「こちらが今日からアイラお嬢様が暮らす家です。さあ、中へどうぞ」

「……ここが、私のおうち？」

　目の前には、孤児院とは比べ物にならないほど大きな古いお城がそびえ立っている。

　この古城の話も、前に先生から聞いたことがある。森の奥地にある古城は魔王の住処で、周りには魔物がうじゃうじゃ生息していると。自ら好き好んでここへやってくる人間などひとりもいないとか。

　そんな場所が、今日から私のお家になるなんて。

　そう考えると、とんでもない恐怖が私を襲った。どこか夢でも見ているように考えていたこれまでの一連の出来事が、急に現実的に見えてきたのだ。

　――中へ足を踏み入れれば、二度と出られないかもしれない。養子というのは嘘で、魔王や魔物の餌にされ、死んじゃうなんてことも……！

「そっ、そんなの無理――」

「ギャァ！　ギャァ！」

　私の悲痛な叫びは、またもやカラスの鳴き声によってかき消されてしまった。

　抵抗する暇もないまま、銀髪の男に手を引かれ、古城の中へと連れていかれた。

　中へ入ってもジェネシスのところへは行かず、広い部屋へと案内された。建物の見た目は古いのに、部屋はとても綺麗だった。

「ここがアイラお嬢様のお部屋になります。好きなように使ってくださいね」

「えっ!?　このお部屋、私ひとりで？」

「？　はい。そうですが。誰かと相部屋になる予定はございませんよ」

「このおっきなふかふかのベッドも、ひとりで使うの？」

「ええそうです。お嬢様専用のベッドをご用意させていただきました」

　……すごい。これだけの広さがあれば、孤児院の友達何人で寝られるだろう。こんなに豪華な部屋は初めて見た。

　女の子が好きそうな薄ピンクの小花柄の壁紙に白で統一された家具。カーテンやベッドにはレースがふんだんにあしらわれている。棚の上には花瓶に花が生けられ、ソファの上にはうさぎや猫のかわいらしいぬいぐるみが並んでいた。

　まるでお姫様が暮らす部屋のようだ。すべてがキラキラと光って見える。

　部屋に置かれている小物ひとつひとつを手に取り、じーっと観察する私を見て、隣からクスリと小さな笑い声が聞こえた。

「あのー……そういえば、あなたの名前は？」

　なんて呼べばいいかわからなかった銀髪の男の顔を覗き込み、そう聞いてみた。

「すみません。自己紹介がまだでしたね。私はグレン。ジェネシス様の側近であり、今日からお嬢様の世話係を担当させていただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします」

　そう言うと、グレンはフードのついたコートを脱いだ。

　やっと顔がはっきりと見える。

　紫色の瞳に、ほんの少しだけ黒めの肌。髪の毛はふわふわとしていて、触ったら気持ちよさそう……なんて思っていると、グレンの頭に獣の耳のようなものが生えているのを見つけた。

「えっ!?　なにこれ、本物!?」

「ああ。耳ですか？　はい。私はワーウルフ。狼の獣人ですので。尻尾も生えていますよ」

　グレンは後ろを向いて尻尾を見せてくれた。耳も尻尾も、銀髪よりは暗めの灰色だ。

　さ、さすが魔族が住む森。ワーウルフなんて、本でしか見たことなかった。もっと凶暴なイメージがあったけれど、グレンは人間の見た目に耳と尻尾がついている、ってだけなのであまり怖くない。

　それに、ジェネシスに負けず劣らずかっこいい。種類はまったく別物だが。

　グレンは目元も少したれていて、優し気な雰囲気を纏っている。癒やし系イケメンって感じだ。

「え、えっと、グレンが私のお世話をしてくれるのね？　……まだここのことがよくわからないから、いろいろと教えてくれる？」

「はい。もちろん。その前に――挨拶へ行きましょうか」

「挨拶？」

　私が首を傾げると、グレンはにこりと微笑んだ。

「あなたのお父様となる、ジェネシス様に会いにいきましょう」

「……やっぱり、そうなんだ」

　ここへ来てようやく、自分がどういう立場にあるのか再確認した。私は魔王の子供として、孤児院から古城まで連れてこられたのだ。

　グレンと共に、王室と書かれた場所へ向かう。グレンが扉をノックすると、自然と扉が開かれた。

　その先には、大きな金色の椅子に座ったジェネシスの姿があった。

「では、親子の時間を邪魔しないよう、私は一度退室しておきます」

「え、グレン!?」

　私の呼びかけも虚しく、グレンは部屋から出ていってしまった。

　……どうしよう。なにを話したらいいんだろう。

　ちらりと目線をジェネシスに向ける。さっきは怖いと思ったけれど、今は不思議とそこまでの恐怖はない。

　そうだ。魔王だから怖いなんて、勝手な決めつけはやめよう。ジェネシスは今まで人間に危害を加えたことはないし、孤児院の子供をかわいそうだと思って、親切心で私を引き取ってくれた可能性だってある。もしそうなら、とても優しい人じゃない。

　それに――家族の存在を知らずに生きてきた私は、たとえ相手が魔王であっても、〝お父様〟ができたことに少なからず喜びを感じていた。

　私にも家族ができたんだ。血の繋がりはなくたって……私の親になろうと思ってくれる人が、現れたんだ。

「……おとう、さま」

　自然と、私の口からそんな言葉が零れた。

　ピクリとジェネシスの眉が動くのが見えた。どんな反応を返してくれるのかと、勝手に期待していると――。

「気色悪いことを言うな。形式上そうなるだけで、お前を娘と思うことなどない」

「……え」

　ジェネシスは私の期待を粉々に打ち砕くように、冷たく言い放った。あまりの衝撃にうまく声が出せず、口をぱくぱくさせてしまう。今の私は、とてもまぬけな顔をしているに違いない。そんな私に向かって、ジェネシスは続けて言う。

「アイラ、といったな。お前は我がジェネシス・アルバーンの駒にすぎない。恨むなら自分の不幸な運命を恨むんだな」

「……私が、おとうさまの駒？」

　まだ五歳だというのに、私は大人のむずかしい会話もすんなり理解できた。今のジェネシスの言葉もなぜかしっくり入ってくる。こんなことは、今に限ったことじゃない。私はなぜか、幼いのにたくさんのむずかしい言葉を知っていた。先生にも、ほかの大人たちにも、何度も驚かれたことがある。

　――どうして、私は今の言葉の意味もすんなり理解できるんだろう？　それに……なんだかずいぶん昔から、私はこの世界のことを知っていた気がする。アイラ、ジェネシス、リーベルツ王国……これって。

　急に私の頭に、強烈な痛みが走った。両手で頭を抱えながら、私はその場に膝をついた。

　心配するそぶりもなく、ジェネシスはただ私を見下ろすだけ。ぼんやりとした意識と視界でジェネシスを見上げると、血のような真っ赤な瞳と一瞬目が合った……その瞬間、頭の中に膨大な量の記憶が流れ込んでくる。……とっても見覚えのある景色、人物。これは、私の前世の記憶だ。

　そうだ。前世の私は、日本で暮らすしがないＯＬだった。

　二十五歳の誕生日に、生まれて初めてできた三次元の彼氏にこっぴどくフラれやけ酒をし、その帰り道以降の記憶がない。……泥酔して事故にでも遭って、そのまま死んでしまったのだろうか。だとしたら、どうしようもなく情けない死に方だ。

　そして今いるこの世界は、私が前世でプレイした乙女ゲーム「A Maiden's Prayer」。通称〝めいぷれ〟。

　ゲームの世界にいるっていうことは――。

　私、めいぷれの世界に転生しちゃったの!?　それに……私がアイラってことは……。

「っ！」

　ゲームの展開を思い出し、私は重大なことに気づいてしまった。

　アイラは主人公をいじめる、いわゆる〝悪役王女〟ポジションのキャラクターで、ゲーム上ではどのルートでも死んでしまう、めいぷれイチ、不遇なキャラなのだ。

　そして、その義理の父親である魔王、ジェネシスといえば、このゲームのラスボスとしてヒロインに立ちはだかる最強で最恐の悪役……！

　――最悪だ！　よりによって〝悪役側〟に転生するなんて！

　頭痛はとっくに治まっているのに、今度は別の理由で私は頭を抱えた。

「……いつまでそうしている」

「あっ！　す、すみません」

　あきらかに機嫌の悪そうな声で言うジェネシス。私は急いで立ち上がり、姿勢を正した。

　……さすがはラスボスの魔王。五歳の幼女が相手とて、優しさの欠片もない。

「明日からお前は、この国で最強の魔法使いになるよう訓練してもらう」

「訓練？」

　悪役王女、アイラの幼少期はゲームでは描かれていない。訓練をするなど初耳だ。

「そうだ。お前は光の加護を授かり聖女になれ。そうすればお前を自由にしてやる。古城から去り、好きなところへ行けばいい。だが……その前に逃げたり歯向かったりしたら、子供だからといって容赦はしない」

　ジェネシスが言い終わると、部屋の隅にある花瓶に生けてあった花が突然凍てつき、パリンと音を立てて粉々に砕け散った。歯向かうと自分もああなるのかと思うと、ぞっとして背筋が凍り付いた。

　――魔法を極め学園に入り、光の加護をもらう……。これは、〝めいぷれ〟のゲームの内容と一致するわ。

「フン。ガキのお前はまだ俺の言っていることを理解していないようだな」

　考え込む私を見て、ジェネシスは話を理解していないと勘違いしたようだ。

「だが理解するまで説明する気もない。用はそれだけだ。さっさと出ていけ」

　ジェネシスがこちらに手をかざした瞬間、暴風が吹きつけ、私の小さな身体は扉の外へと吹き飛ばされた。

「お嬢様っ！」

　あまりの風の勢いに、身体が床に叩きつけられそうになる――と、間一髪、グレンが私の身体を支えてくれてなんとか助かった。

「大丈夫ですか？　まったく、ジェネシス様は……」

　あきれたようにため息をつくグレン。その顔をまじまじと見つめながら、私はあることを思い出した。

「ああ！　グレンって、グレンだったのね！」

「はい？」

　そうだ！　この銀髪に敬語口調。極めつけに萌え要素高まる耳と尻尾！

　グレンは〝めいぷれ〟の攻略対象キャラのひとりだ。あまり詳しくは思い出せないけれど、敵側でありながらヒロインと恋に落ち、魔王を裏切りヒロインと結ばれるシナリオはファンの中でも『泣ける』と絶賛されていたっけ。

「私はグレンで間違いありませんが……お嬢様、やはりどこかお身体の具合が悪いのでは？」

　いきなり変なことを言い出した私を見て、グレンは心配そうな表情を浮かべた。

「え……いや、そうなのかも！　バタバタして、ちょっと疲れちゃった」

〝あなたが前世でプレイした乙女ゲームのキャラだってことを思い出して、びっくりしただけだよ〟なんて馬鹿げたことを言うわけにもいかず、私は誤魔化すようにグレンと話を合わせた。

「そうですよね。突然孤児院から連れ出され、魔王の子供として暮らせだなんて……心も身体も理解が追いつかなくて当然です。わからないことは私が丁寧に教えてあげますから、とりあえず、いったん部屋でゆっくり休んでください」

　グレンはそのままひょいっと私をお姫様抱っこして、私の部屋まで運んでくれた。ベッドに寝かされ、グレンは部屋から出ていく。

「あ、待ってグレン！」

「なにか？」

　私は前世で、もし本物のグレンがいたならしてみたいことがあったのだ。

「……耳と尻尾、触ってもいい？」

「……ふっ。はい。どうぞお気の済むまで」

　グレンは笑いながら、私の要望を受け入れてくれた。

　同じ目線に屈んでくれたグレンの耳に、そっと手を伸ばす。思ったよりすべすべとした、独特な感触だ。

「お、お嬢様、ちょっとくすぐったいです」

「あっ、ご、ごめん！」

　夢中になって触りすぎた。いくら気の済むまでと言われたからって、好き放題していいわけではないに決まっている。

　耳から手を離し、今度は尻尾を触らせてもらった。想像通りのもふもふでふわふわな感触におもわず感動する。これはやみつきになってしまいそうだ。

「はぁ……幸せ」

　さっきまで絶望の淵に立たされていた私だったが、一気に幸福感に満たされた。

「私の耳と尻尾がお役に立ててよかったです」

　グレンはそんな私を見て、眉を下げながら小さく笑った。

　グレンとのもふもふタイムを終えて、部屋にひとりになると、椅子に座って机の上にメモとペンを用意した。そうしてひとりになった部屋の中で、自分の置かれた状況をメモに書きだしながら、改めて確認することにした。




　前世の私は〝高たか森もり愛あい〟という名前の、さっきも言った通り、どこにでもいる普通のＯＬだった。熱中できる趣味もなく、同じような毎日を過ごす私の日常を一瞬で変えてくれたのが「A Maiden's Prayer」。キャッチコピーは「汝よ、その光を解き放て」。――そう、今私がいるこの世界を舞台とした、大ヒット乙女ゲームだ。

　それまで乙女ゲームどころか、ゲームそのものにすら触れてこなかった私が、寝る間も惜しんで熱中したのは後にも先にもこのゲームだけだ。

　プレイヤーを虜にするあらゆるタイプのイケメン攻略対象たち。綺麗なグラフィックに選択肢を選ぶだけの初心者にも簡単なゲームシステム。だけど中身の濃いストーリー。そのすべてに魅了され、私は一時期〝めいぷれ〟の世界にのめり込んでいた。

　グッズを買い、イベントにも参加して、一ミリも知らなかった声優さんたちの名前と顔をいつしか完璧に覚えていた。

　――まさかこうして、大好きだったゲームのキャラに転生するとは思わなかったけどね。しかも、ヒロインじゃなくて悪役……。あぁっ！　これって結局不運なんじゃないの!?

〝めいぷれ〟の舞台はリーベルツ魔法学園。ゲームは学園の入学式からスタートする。ヒロインであるクリスタは農民の娘ながらも魔力に長けており、特待生として学園へ入学する。見た目のかわいらしさと明るく優しい性格でイケメンたちと仲を育み好感度を上げていく。

　選択肢を間違えず順調に好感度を上げられれば、攻略キャラたちとのラブラブハッピーエンドを迎えることができるのだが、そんなクリスタをいじめ、邪魔する者が存在する。それが悪役王女、アイラ・アルバーンだ。

　部屋にある鏡を見てみる。今まで気づかなかったが、記憶を取り戻すと自分があのアイラだということがはっきりとわかる。

　白金の髪に翡翠色の瞳。ゲームで見たアイラの特徴そのまんまだ。たれ目のクリスタと正反対のつり目は、五歳のころからしっかりと完成済みのよう。

　――悪役王女って嫌われポジションだけれど、アイラの顔は好みだったのよね。自分がこの顔になれたのはちょっとうれしいかも。

「って、そんなのんきなこと言ってる場合じゃなかった……！」

　ぼーっと鏡を見つめていた私は我に返り、またペンを握って机へと向かう。

　まずは、ゲームでのアイラの結末がなぜ悲惨なものになるのかを振り返ろう。その後、どうやって回避するかをじっくり考えないと。

　大前提として、アイラが死ぬ理由はどのルートでもすべて同じだ。光の加護を授かることができずに聖女になれなかったアイラは、役立たずとして義理の父親、ジェネシスに殺されるのだ。つまり、死因はすべて魔王ジェネシスである。

　光の加護というのは、リーベルツ魔法学園を住処とする伝説の光の精霊、フォーチュンに認められた者が受けられる加護であり、聖女になるための必須条件である。

　……なぜジェネシスが私を聖女にしたいのか、それにはジェネシスのとある陰謀が深く関わっている。

　ジェネシス・アルバーン。年齢不詳。見た目は二十代後半から三十代前半くらい。

　最恐の魔王であり、〝めいぷれ〟のラスボス兼攻略対象キャラ。人間を超越する凄まじい魔力を持っており、その力は国を破壊するのもたやすいと人間たちから恐れられている。魔人の王族、アルバーン家の末裔だ。




　最初は、魔族にとって脅威となる光魔法の加護に守られたリーベルツ王国を支配することを目的にやってきたが、そこで出会った人間の女性、オリヴィアと恋に落ち、人間と共存する道を選んだ。これが、ジェネシスがリーベルツ王国を攻撃しなかった大きな要因である。

　しかし、オリヴィアの正体は光の加護を受けた聖女で、ジェネシスは彼女に魔力を半分封印されてしまう。聖女はそういった特殊能力を持っていたのだ。

　オリヴィアはリーベルツの王と愛人関係にあり、魔王に支配されることを恐れた王のためにジェネシスに近づき、完全に惚れさせたところで、ジェネシスが寝ている隙に光の加護の力で彼の魔力を封印した。

　異変に気づいたジェネシスに問い詰められ、すべてを自白すると『もとに戻せ』と脅され絶体絶命になったオリヴィアは、そのまま古城の窓から飛び降りて死んでしまった。

　そのため、ジェネシスの魔力が奪われたことは誰にも知られることはなかった。

　……王に愛想を尽かされそうだったため、ジェネシスから魔力を奪えば振り向いてもらえると思っていたって設定もあったような。愛する王を脅かすジェネシスが邪魔で、魔力を戻すくらいなら死んだほうがマシって考えだったっけ。

「いやいや、オリヴィア聖女なのに重っ！」

　振り返りながら、オリヴィアの重い女っぷりにひとりでつっこみを入れてしまう。

　愛した人に裏切られたショックでジェネシスは塞ぎ込んでしまうが、このままでは終われないと考え始める。封印を解き、自分を騙した人間へ復讐をする決意をしたのだ。今度こそ確実に、リーベルツ王国を支配すると。

　封印を解くには、オリヴィアと同じ光の加護を受けた聖女の力が必要。

　そのために、孤児院でいちばん魔力の高かったアイラを養子に引き取り、聖女にするため育て上げることにしたのだ。

　ジェネシスに命令されアイラは魔法訓練を受けるが、厳しすぎて嫌々やっていたためなかなか魔力が上がらなかった。

「魔王の子ってだけで人間からも嫌われ学園でも疎まれていたから、周りから愛されかつ魔力の高いクリスタに嫉妬して、ひどいいじめを繰り返すんだっけ……」

　アイラがクリスタを執拗にいじめた理由を思い出す。

　結局どのルートでも加護を授かるのはクリスタで、アイラはその結果役立たずとして殺される。これが私、アイラ・アルバーンが〝めいぷれ〟で辿る運命。

　そしてジェネシスはなんとしても封印を解くためクリスタや国民を襲うものの、聖女となったクリスタに返り討ちにされ、結局復讐は成し遂げられず終わる。

　ちなみに、クリスタがジェネシス攻略ルートに入った場合は、ジェネシスが改心するかわりになぜかアわイたラしが闇落ちしてラスボスポジションになるのよね。

　これに関しては私が闇落ちしなければいいだけだが、ジェネシスはほかの攻略対象を全員クリアした後――つまり、一周目では絶対に攻略できないという縛りがあった。

　この世界はゲームじゃない。だから、二周目なんてない。クリスタがジェネシス攻略ルートに入ることはないと考えていいだろう。

　思い出す限りのゲーム展開や公式設定集に載っていた内容をメモにびっしりと書いたあと、私は心の中で叫ぶ。

　――ラスボスに殺されるのも、闇落ちしてラスボスになるのもごめんだわ！

　なんとしてでもゲームと同じエンディングを迎えることは避けたい。せっかく生まれ変わったのに、享年十五歳だなんてぜっったいに嫌！　今世ではせめて、前世より長生きしたい！

　だとしたら、私にできることはただひとつ。必死に魔力を上げ、クリスタよりすごい魔法使いになって光の加護を授かるしかない。

　だが、相手は正規ヒロイン。主人公チートで、ものすごい魔法の才能を持っていることはプレイした私がよく知っている。

　私はヒロインじゃないからそんなチート能力は持っていない。努力する以外の道はないのだ。自由を得て好きに暮らすため――いや、ジェネシスに殺されないために。

　……そうだ。ついでと言ったらなんだけど、ジェネシスとの親子関係を良好なものにはできないかな？

　ゲームでは、アイラもジェネシスも親子なのにお互い嫌い合い、愛情などまるでなかった。ジェネシスはアイラを駒としか思っておらず、アイラは自分の運命を狂わせたジェネシスをひどく憎みながらも、逆らえずに怯えて言うことを聞くしかなかった。

「……誰にも愛されず散っていく悪役なんて、そんなの悲しすぎる」

　一度は人間を愛したジェネシス。ゲームでは、クリスタという人間を再度愛することで改心できていた。

　ジェネシスの凍った心を私が溶かすことができれば、万が一光の加護を授からなくとも、殺されはしないかもしれない。

　それに、私が聖女になりジェネシスの封印を解いたところで、そこで暴走が始まってしまえば元も子もない。

　――やっぱり、ジェネシスの復讐心を消し去ることは必須条件か。

「……よーし！　こうなったらやるだけのことはやってみせる！　絶対に掴んでやるんだから。ハッピーエンドを！」

　未だかつて一度も見たことのない、アイラとジェネシスの親子物語を私が成し遂げてみせる。

　こうして私のスパルタ魔法教育と、ジェネシスに好かれるために奮闘する日々が幕を開けたのだった。




「ギャァ！　ギャァ！」

　うるさいカラスの鳴き声で私は目を覚ました。あのカラス、毎日あんな声で鳴き続けているのだろうか。朝から騒がしくて仕方ない。

　カーテンから差し込む眩しい光に目を開けると、いつもと違う天井が目に入る。隣で寝ぼけるリンの姿も、ほかの友達の姿もなにもない。……そうだ。孤児院での平和で楽しい日々は、昨日で終わりを告げたんだった。

　時計を見ると時刻は朝七時。孤児院での起床時間だ。目覚まし時計がなくとも、身体が勝手にこの時間に起きるようになってしまっていた。

　いつもならみんなで顔を洗いに行って、歯を磨いて……っていう一般的な朝のルーティーンをこなすところだが、勝手に部屋から出て古城の中をうろついていいものかためらう。と言っても、ここはもう私の家なのだからだめな理由もないけれど。

　ベッドから上半身だけを起こした状態でひとり悩んでいると、部屋の扉がトントンとノックされた。

「グレンです。アイラお嬢様、お目覚めでしょうか？　朝食の準備ができましたので呼びに参りました。入ってもよろしいですか？」

「グレン！　おはよう！　どうぞ、入って」

　ちょうどいいタイミングでグレンが迎えにきてくれてほっとする。

「おはようございますお嬢様。ご準備は――まだのようですね。先に身なりを整えましょうか」

「あ……ごめん。私ったら、まだ起きたばっかりで……」

　かつて必死に攻略したイケメンキャラを前に、寝起きで寝ぐせだらけのすっぴん姿を晒すなんて！と思ったが、まだ私は五歳の幼女だった。寝起きの寝ぐせなんて、幼女の場合愛らしいポイントとなるだけでマイナスにはならない。そう思うと、幼女って無敵な気がしてきた。

「構いませんよ。この時間に起きていたことを褒めてあげたいくらいです」

　にこりと笑い、グレンは優しく私の頭を撫でた。

　くぅっ！　たまらない！　この笑顔と優しさにクリスタも敵ながら惚れちゃったってわけね！

「では、準備をしましょう。早くしないと、お料理が冷めてしまいますからね」

「はーい！」

　それから、グレンが大量の着替えを部屋に持ってきてくれた。昨日、私を引き取ったあとに幼児用の服を調達しに行ってくれたようだ。仕事のできる男すぎて、軽率に惚れてしまいそうになる。

　それに、今までは寄付されたお下がりの洋服ばかり着ていたけど、グレンが用意してくれたものは新品で高そうなものばかり。明日からはクローゼットの中から、自分で好きなものを選んで着ていいと言われた。ただし魔法の訓練があるので、あまり動きづらい服は控えるよう軽く釘を刺された。

　そんなに体力を消耗するほどハードなものなのか。想像するだけで若干テンションが下がるが、破滅回避のために努力すると決めたばかり。なんならジャージを用意してもらうくらいのやる気を見せなければ。この世界にジャージが存在するのかは謎だが、似たようなものはあるだろう。

　ぼさぼさだった髪も櫛で丁寧に梳かしてもらい、世話係というだけあって本当になにからなにまでグレンの世話になってしまった。

「さ、行きましょうか」

　身なりを整えると、グレンと共に部屋を出る。

　廊下を歩き階段を降り、案内されるがまま食堂らしき部屋へ入ると、おいしそうなにおいが鼻を掠めた。

　テーブルにはじゃがいものポタージュにトマトとルッコラのサラダ。真ん中に置いてあるかごの中には、いろんな種類のパンがある。

「どうぞ、召し上がってください。お口に合えばいいんですけど……。嫌いな食べ物があったら先に教えてもらえると助かります」

「えっ……まさか、これぜんぶグレンが作ったの？」

「はい。そもそもこの古城で暮らしているのはお嬢様含め三人だけですので。ほかの魔族たちは外でのんびり暮らすほうが性に合うみたいで、ここは深刻な人手不足なんですよ。家事や雑用はすべて私の担当。……まぁ、好きでやっているところもあるんですけどね」

　こんな大きな古城に、今までふたりで住んでいたってこと!?　なんという贅沢。お城がありながら外のほうがいいだなんて変わってる。誰かグレンの手伝いをしてあげてもいいのに。……もしかして、ジェネシスが怖いから一緒に暮らしたくないだけだったりして。大いにありえる。

「デザートにはフルーツゼリーを用意してありますので。私は今からキッチンで紅茶を淹れて、またこちらに戻ってきますね」

「一緒に食べないの？」

「すみません。朝食は先に済ませてしまいました」

　申し訳なさそうにグレンは頭を下げた。

　今まで孤児院のみんなとわいわい楽しく食事をしていたから、ひとりでポツンと取る食事が久しぶりで、なんだかとても変な感じだ。というか――。

「ジェネ……じゃなくて、おとうさまは？　ここで一緒に食べないの？」

　ジェネシスがこの場にいないことを、私はすっかり忘れていた。起きてから一度も姿を見かけていない。早くジェネシスに会って、親子の絆を深めていかなくてはならないのに。

「ジェネシス様は、自分の部屋で食べると仰っていました。そのため、こちらには来ないと思います」

「……そっかぁ。おとうさまと一緒に食べたかったなぁ」

　くそぅ！　一緒に食事することで、仲を深める第一歩にしようと思ったのに！

　それが叶わず、あきらかにしゅんとする私を見て、グレンは焦った表情を浮かべる。

「お嬢様のその気持ちは、私からジェネシス様にお伝えしておきますから！　元気を出してください。……そうですよね。せっかく家族になったというのに別々に食事だなんて、お嬢様が寂しがるのも無理ないです」

　別に寂しいわけではないが、そういうことにしておこう。

「待っててくださいお嬢様！　紅茶を淹れて、すぐに戻ってきますから！　私が隣にいれば、お嬢様はひとりではありません！」

「あ、ありがとうグレン。でも私――あ」

　最後まで話を聞かず、グレンはキッチンのほうへダッシュしてしまった。

　――紅茶よりホットココアのほうがいいって、言いそびれちゃった。

　そう思いながら、まだ少し温かさの残っているポタージュを口に含む。

「！　お、おいしい」

　グレンの人間性が滲み出ているような、優しい味に感動する。サラダにかかっているソースも絶品で、パンもふわふわ。ああ、どんな状況でも、ご飯がおいしいと幸せって感じられるんだなぁ。

　それに、グレンは思っていたより数倍親身になってくれているし。優しい性格なのはゲームで知っていたけれど、アイラにもこんなに優しいなんて知らなかった。ゲームのグレンは、クリスタをいじめているアイラをよく思ってなさそうだったから。

　最初はこんなふうにアイラに寄り添ってくれていたが、どこかでその関係が壊れちゃったりしたのだろうか。できることなら、グレンともこのまま仲良くやっていきたいところだ。

　ひとりでおいしい食事に舌鼓を打っていると、食堂のすぐ近くからバタバタと足音が聞こえた。……ふふっ！　グレンが慌ててティーカップとポットを持ってきたのかしら。

　勝手にその姿を想像して笑っていると、食堂の扉が勢いよく開かれた。昨日ボール片手にはしゃいでいたときに、急に遊び部屋の扉が大きな音を立てたのと同じくらいの勢いだ。

「グレン、おかえ――」

　り。

　そのひとことを言う前に、現れた人物を見て、口からぽろりとパンがひとかけら零れ落ちる。

「……まだ飯を食っていたのか。のろまなガキだな」

　絶賛朝食中の私の姿を見て、食堂に現れた人物――ジェネシスは思い切り眉間に皺を寄せた。機嫌がよくなさそう。朝の挨拶すら、できる雰囲気ではなさそうだ。

「手を止めるな。さっさと食え。お前、これからの予定をグレンから聞いているか？」

「い、いえ。まだです」

　魔法訓練をすることはわかっているが、細かいスケジュールを聞いた覚えはない。

「だと思った。グレンのやつ、いつまで経っても執務室に戻ってきやしないから、おかしいと思ったんだ。……ふたりしてちんたらと。一分たりとも時間を無駄にできないというのに」

　グレンが姿を見せないから、様子を見に食堂へ来たら私だけがいた、という流れか。

「いいか。飯を食い終わったら午前中はグレンと座学だ。魔法をうまく操るには、それなりの知識も必要になるからな。しっかりその頭に叩き込め。その後は森で実際に魔法の訓練を行う」

　実技だけでなく座学もあるのか。前世で物覚えはよかったほうだ。グレンが先生なら楽しくこなせそう。

「はい。わかりました。おとうさま」

「……ちっ。いちいちその呼び方をしなくていい。昨日もそう言っただろ」

　お父様と呼んだだけで舌打ちをされる始末。でも私はやめない。いつか「どうした？　アイラ」って、笑いながら言わせてみせる。

　気を抜くとくせで〝ジェネシス〟って呼び捨てしそうになるから、これからは心の中でもお父様って呼ぶようにくせづけようっと。

「お嬢様、お待たせしま――って、あれ。ジェネシス様、こちらにいらっしゃっていたのですね」

　そこへ、グレンがティーカップとポットを持って戻ってきた。

　入口に立つジェネ――お父様の隣をひょいと通り抜け、私の目の前に湯気の立つ淹れたての紅茶を置く。ほのかな茶葉の香りで、ピリついた気持ちも少しばかり癒やされた。

「グレン。もっと急いで行動しろ。こいつの世話は任せると言ったが、甘やかせとは言っていないしその必要はない」

「甘やかすな、とも言われていませんので」

　グレンのまさかの反論に、お父様がむっとするのがわかった。私はふたりのやり取りを、紅茶を飲みながら見届けることに決めた。

「だったら今、命令する。そいつを甘やかすな。もっと厳しく接しろ」

「まぁまぁジェネシス様。相手はまだ五歳の子供ですよ？　それに、これだけ魔力の高い人間の子供は多くありません。あまり厳しくしすぎて、彼女を手放すことになるほうが問題だと思いませんか？　成長には、時には飴も必要です」

　眉を下げて笑ったまま、宥めるようにグレンは言う。お父様もその意見には納得したのか、それ以上なにも言い返すことはなかった。

「そういえば、ジェネシス様もまだ食後のデザートを召し上がられていませんでしたよね？　よかったらここで一緒にどうですか？」

　私のさっきの発言を気にかけてくれたのか、グレンがそんな提案をした。だけど、お父様の返事は予想通りだった。

「馬鹿げたことを言うな。一緒に食卓を囲めだと？　こいつはただの駒。家族ごっこをするつもりはない。デザートを食べる暇があるなら、一刻も早く座学を開始しろ」

　グレンの案を一蹴して、お父様は食堂を出ていってしまった。……最初から最後までずっと眉間の皺が消えなかったな。

「……お嬢様、あまりお気になさらず。昔からああいうお方なんです」

「大丈夫！　いろいろとありがとうグレン。私、ゼリーを食べたらお勉強がんばるから！」

　前向きな姿勢を見せる私を見て、グレンは安心したような顔をした。

　めそめそしている時間などない。おいしいゼリーでお腹も元気もいっぱいになって、やるべきことをやって、必ずお父様にも大精霊フォーチュンにも認めてもらえる聖女になってやる！




　グレンに魔法の基礎知識や歴史を教わり、今日の座学は終わった。グレンの用意した昼食を食べ終わると、いよいよ午後からお父様による訓練がスタートだ。

　古城の外から一歩出れば、そこは魔物だらけの森の中。この辺りだけ、昼間なのにずっと薄暗い。日当たりがあまりよくない場所なのかも。

　あまり木々のない平地に移動する。グレンの立ち会いのもと、訓練は密やかに開始された。

「泣き言は通用しない。できないならできるまでやれ。いいか」

「はいっ！」

「……返事は一丁前だな。始めるぞ」

　昨日まで魔法のまの字にも触れてこなかった私は、まず自身の魔力を解放するところから。魔法を使えるようになるには、これができなきゃ話にならない。

　初めの第一歩で躓つまづくわけにはいかない。さっきグレンに教えてもらったことを意識して、私は魔力の解放を試みた。

『大事なのは集中力とイメージ力。内なる魂の力を呼び覚まし、その力が魔法となって発動するのです。とは言っても、お嬢様はまだ五歳ですから。むずかしいことはあまり考えず、魔法を使っている自分の姿をイメージしてみてください。それが魔力の解放に繋がります』

　――魔力の解放に苦戦するのは、あくまで最初の一回目のみ。人によっては誰かの教えがなくとも、自然と魔法を使える者もいると言っていた。

　私は目を閉じると、ゲームで魔法を操っていたアイラの姿を頭の中で鮮明に思い描いた。クリスタには劣っていたけれど、アイラも魔法使いとしての成績は悪くなかったはずだ。私はそのアイラなのだから、魔力の解放など簡単にできるはず。

　すると、急に身体がぽかぽかと温かくなる。内側からエネルギーが流れてくるような感覚。これって……！

「……うまくいったようだな」

　お父様の声がして目を開ける。身体はなにも変わっていないが、きちんと解放できたみたい。よし、この調子でスムーズに進めていこう。

「魔力が外に溢れ出したのを感じた。今からは実践だ。いくら魔力を高めたとて、使いこなせなければ意味がない。お前には、あらゆる種類の魔法を自在に操れるようになってもらう。まずは――」

　こうして、次から次へと休む間もなく、お父様のスパルタ指導が本格的に始まった。




「疲れた！　もう無理！」

　一日のスケジュールをすべてこなし終えると、私はどさりとベッドに倒れ込んだ。

　――想像以上だった。あの鬼コーチっぷり。

　体力を全部持っていかれたようで、今の私はまるで抜け殻。グレンが作ってくれた晩ご飯も、完食することができなかった。

　思っていたより何倍、いや、何十倍もきつい。聖女になるまで、こんな日々が続くというのか。……じ、地獄だ。遊び盛りの幼少期から、たったひとり古城で魔法漬けの毎日を過ごしていたら、アイラの性格が歪んだことにも頷ける。

　うぅ……。また今日みたいなスパルタ指導が待っていると思うと胃がキリキリする。

　――マイナスに考えたらだめだ。せっかく〝めいぷれ〟の世界にいるんだから、なんでも楽しまないと。

　無理矢理自分を奮い立たせながら、布団をかぶるのも忘れ、私は眠りについた。




　記憶を取り戻してから、三ヶ月の月日が経った。

　古こ城こでの生活にも、だいぶ慣れてきた。たまに孤児院のみんなのことを思い出し、私がいなくても仲良くやっているか不安になるけれど……今は誰かの心配ができる立場じゃない。

　魔法に関しても、グレンとの勉強でだいぶ理解してきた。

　この世にはあらゆる属性の魔法があり、それらはおもに火、水、風、土、雷に分けられている。その他の特殊属性の魔法もあるが、一般的にはこの五つだ。

　そして、魔族――お父様やグレンは、これらの魔法が基本的に全種類使える。理由は、人間よりもずっと魔力が高いからだ。

　人間の魔法使いは、風魔法使い、水魔法使いなど、ひとつの魔法のみに特化している者がほとんどで、魔族のように、全種類の魔法を使える者はほぼいない。

　火、水、風、土、雷の中から、二種類以上の魔法を使えると、人間だとかなり優秀と言われている。

　基礎属性の魔法をすべて使いこなせる人間の魔法使いは、百年に一度の人物と言われるほどだ。……ゲームではクリスタが、その〝百年に一度の逸材〟だった。アイラは三種類は使えていた気がするが、それだと五種類使えるクリスタの足元にも及ばないってわけだ。

　特殊属性の光魔法は、加護を受けた聖女しか使えない稀まれな魔法で、これは魔族も使えない。かわりに、魔族は闇魔法を使える者が存在する。

　闇魔法は破滅や破壊を招く危険なもので、人々は魔族の闇魔法を恐れている。お父様は闇魔法を使える能力を持っていたが……その能力は、オリヴィアによって現在封印されている。

　そんなお父様のスパルタ指導も、変わらず続いていた。

　お父様はなんとしても、私に五種類の魔法を会得させたいようだ。聖女として、フォーチュンに選ばれるために。

　最初の一週間は、失敗するとお父様から浴びせられる罵声や、ただただ奴隷のように搾り取られていく体力に限界を感じ、逃げ出したくなることもあった。いくらがんばろうと思っても、気持ちが追いつかないこともたびたびあった。

　しかしそのたび、執務室で氷漬けになり粉々に砕けた花を思い出し、逃げることを踏みとどまった。

　加えて、私の元気がなくなると、お父様は必ず何度もこう口にするのだ。

『聖女になったら自由にする。今後の人生に必要なものは、俺がすべて用意してやる。二度とお前には関わらない』――と。

　言葉巧みに、私の気持ちを揺さぶっていることにすぐに気づいた。その言葉を信じ、アイラはずっとがんばり続けたに違いない。にもかかわらず、あんなひどい結末。……制作陣、アイラになにか恨みでもあったの!?

　悪役王女のうえ、背景が重すぎる。クリスタ目線だとどこかひとごとに思えていたけれど、本人になって初めて、アイラの苦労が痛いほどわかった。




「あ、おはようスモモ。今日こそそのもふもふの毛、触ってもいい？」

「グルルル……！　ガウッ！」

　訓練前、私はいつも古城の前にいる魔物に声をかけていた。

　ここで長く暮らすからには、魔物ともコミュニケーションをとったほうがいいと考えたからだ。

　この子は犬型のガルムという魔物の子供だと、この前グレンに教わった。見た目が赤紫なので、勝手にスモモと名付け呼んでいる。成長すると巨大な猛犬になるらしいが、子供だからか今は目つきの悪いただの子犬のようだ。牙と爪は、普通の犬よりだいぶ鋭いけれど。

　私は犬が好きなので、いつもスモモを撫でたい衝動に駆られていた。今のところ、威嚇されるのみで一度も触れることはできていない。今は逆立ちまくっている毛も、触ると気持ちいいんだろうなぁ。グレンとはまた違ったもふもふを味わえることを、私は夢見ていた。

「ギャァ！　ギャァ！」

「もう！　もうちょっと静かにしてっ！　せっかくかわいい見た目してるんだから、鳴き声もかわいくしたほうがいいよ！」

「……ギャァ」

　お馴染みの、毎度うるさい鳴き声を響かせるカラスには、毎日一方的に注意をしていた。注意後はおとなしくなるが、すぐにまた耳障りな声で鳴きだすのだから困ったものだ。

　あれも魔物の一種だろう。普通のカラスよりサイズが大きいし、見た目が狂暴的に見える。だけどもかわいいと言っているのは、ただ単に私にはあれがかわいく見えるからだ。お父様に比べたら、動物の姿をした魔物などみんな愛らしく見える。

　最近は訓練中、お父様が以前よりイライラしているように感じられた。正直、理由はわかっている。

「……私、風と土に弱いですよね」

　お父様から指摘される前に、私はイライラの原因を自己申告した。自分でもやりながら気づいていた。私は風魔法と土魔法が苦手なことに。

　ゲームのアイラが会得できていた魔法は、火、水、雷の三種類だったのだろう。風魔法と土魔法を教わるとき、いつも時間がかかり、お父様の手を煩わせていた。そろそろ注意されると思っていたところだ。

「……気づいていたのか」

　驚いたのか、お父様は目を丸くした。私の予想は、どうやら当たっていたみたい。

「はい。だから、このふたつをメインにがんばろうと思います」

　ゲームでのアイラは、何度やってもうまくいかなくて投げ出したのか、風魔法と土魔法を会得できていないままだった。私には向いていない属性の魔法なのだと思う。だけど、努力すれば絶対に身につけられるはずだ。身につけなくては、天才のクリスタには勝てない。

「お前にしてはいい心がけじゃないか」

　は、初めて褒めてもらえた！　それに、少しだけど笑った！

「指摘される前に自ら気づき、実行に移す。そんなこと、大人でもできる方は少ないです。お嬢様はさすがですね」

　いつも訓練に立ち会ってくれているグレンも、私のことを称えてくれた。ふたりから褒められて、うれしくてだらりと表情筋がゆるむ。

「……なんだその情けない顔は。そんなまぬけヅラを俺に向けるな」

　そんなに嫌悪感むき出しにするなんて、どれだけのまぬけ顔をしていたのかとへこみつつ、私は思ったことを素直に伝える。

「おとうさまが褒めてくれたことがうれしくて……」

　えへへ、と恥ずかしさを隠すようにはにかむと、むっとしていたお父様の表情が心なしか和らいだ。

「な……！　褒めてなどいない！　うぬぼれるな！」

　あれ？　なんだかお父様の顔が赤くなってるような……。

「まっすぐなお嬢様の眼差しとまぶしい笑顔に、どうやらジェネシス様は照れてしまっているようですね」

　私たちのやりとりを見ていたグレンが、状況説明するように言った。

「黙れグレン。俺はそんなに甘くない」

　むきになってグレンに言い返しているお父様が、なんだかかわいく見えてきた。

　――あれ、もしかして今、いい雰囲気じゃない？

　初めてお父様と同じ空間で、こんなに穏やかな時間が流れている気がする。三ヶ月がんばり続けた甲斐あって、やっとかすかな光が見えてきた。




　数週間後。

「おはよう！　スモモ！」

「クゥン！」

　頑なに触らせてくれなかった身体を、スモモは押し付けるようにして飛びついてくる。今では撫でてもらうのを、今か今かと待ちわびているようだ。

「カァ！　カァ！」

「うん、いい感じ！　今の鳴き方のほうが、ずっとカラスらしくていいわ！」

　スモモのお腹を撫でていると、いつものカラスが頭上をくるくる回りながら鳴き声を上げた。最初のように、耳障りな声はなくなった。

　毎日しつこく話しかけ続けただけあって、魔物たちもだんだんと心を開いてくれたみたい。ここでは同年代の人間がいないので、魔物と遊ぶことは私にとって楽しみな時間になっていた。

　訓練の休憩中にも魔物とじゃれ合っている私を見て、お父様が『いつの間に魔物たちを手なずけたんだ!?』と驚愕していたのは、つい先日の話だ。

　しかし、魔物だけを手なずけても意味がない。お父様と私の距離は停滞中だ。どうにかして関係を進めていきたい。一日頭を悩ませた結果、私はとあるアクションを起こすことにした。

「おとうさま、入ってもいいですか？」

「……なんだ」

　めんどくさそうに、執務室の扉が開いた。

「おはようございます！」

「用件はなんだ」

　必要最低限の会話しかしてくれないのは変わらずだ。そんな冷めた親子関係を終わらせるために、私はお父様との距離を縮める作戦を考えていた。

「はいっ！　今日はおとうさまにお願いがあって」

「……俺に頼み事だと？」

　声が一音低くなり、眉間の皺も一本増える。見るからに機嫌を悪くしてしまっているのがわかるが、ここで臆するわけにはいかない。

「今日の朝ごはん、アイラがメニューを考えたんです！」

「……お前が？　だからなんだっていうんだ」

「はい。グレンに説明して、できるところは手伝って一緒に作りました。……よかったら、食堂で一緒に食べてほしくて」

　私たちは未だに食事は別々でとっている。もっと一緒にいる時間を増やすために、私は手料理を作ることでお父様の興味を引き、食堂へ呼び出す作戦を立てた。こんなことで興味を引けるかわからないが、思いついたことはとにかくなんでもやってみようってスタンスだ。それに、グレンから事前に聞いている。お父様は新しい料理に目がないってことを。

「今まで食べたことのない料理だと思います！　絶対におとうさまも気に入ると思うんです。だから、おとうさまの反応をこの目で確認したくて。それに……一緒に食べるほうが、きっとおいしいから」

　上目遣いでお父様を見つめる。お父様は真顔のままだ。

　すると、ふぅ、というため息が聞こえた。ガタリと音を立てて、お父様は椅子から立ち上がった。そのまま、スタスタとなにも言わずに歩き出す。

「お、おとうさまっ」

　部屋から出ていくお父様の後を追う。これは一緒に食べることを拒否されたのだろうか？　私が提案した料理なんて、口にできないってこと？

「すでに用意はできているんだろうな」

「え？　は、はい！　……ってことは」

　一緒に食べてくれるってこと!?

「わーい！　おとうさまとごはん！」

　おもわず、その場でぴょんぴょんと飛び跳ねてしまう。

「騒ぐな。ちょうど腹が減っていたし、グレンが運んでくるのを待つより自ら行ったほうが早い」

　決して私のためではないと、釘を刺すようにお父様は言った。どんな理由でもいい。一緒にいられる時間が大事なのだから。あと、胃袋を掴めたらなおよしだ。

「こっそり毒を盛ったりされていなければいいがな」

「そ、そんなことするわけないです！」

「まぁ、毒を盛られたところで、俺には大して効かないから無意味だ」

　お父様はふんっと鼻で笑った。そんな悪だくみをするつもりはないが、お父様からしたら突然のことすぎて、なにか裏があると思われているのかも。オリヴィアのせいで疑い深くなっているし。

「ジェネシス様、来てくださったのですね」

　食堂へ行くと、グレンがテーブルの上に作った料理をきっちりと並べてくれていた。

「今日はお嬢様がジェネシス様のために、朝から腕を振るっておられましたよ。さあ、どうぞ召し上がってください」

　席に着き、お父様は目の前に並ぶ料理をじっと見つめる。

「卵焼きにきのことレタスの入った具だくさんのあら汁風スープ、鮭のグリルに炊き立てごはん！　これが、アイラが考えた今日のメニューです」

　なんの料理か顔をしかめるお父様に、私はひとつずつ説明をした。

　ここにある食材で、日本で見られる朝食を作ってみたのだ。

「……見たことも聞いたこともないメニューばかりだ」

「私もです。アイラ様によると、世界のどこかで流行っている料理らしいですよ」

　嘘はついていない。前世ではごくごく一般的な家庭料理だ。

「なぜ五歳のお前が、そんな料理を知っているんだ？」

「ん、んーっと、本で見たことがあって、レシピを覚えていたの！」

　適当に誤魔化し、深追いされる前にお父様に食べるよう勧める。お父様は順番に一品ずつ口をつけると、ゆっくりと手に持っていたフォークを置いた。

「……悪くはない」

　そう言って、お父様は上品にスプーンでスープをもうひとくち飲んだ。箸がないので仕方ない。ついでに言うと、本当は味噌汁を作りたかったが、味噌がないので断念した。

「朝はパンばかりでしたから、たまにはこういったものもいいですね。お嬢様のおかげで、食の楽しみがひとつ増えました」

「えへへ。よかった！　グレンも私の提案に乗ってくれてありがとう。それじゃあ私も……いただきます！」

　お父様と向かい合い、私も食事を始めた。グレンは味見もかねて先に食事を済ませていたようで、食堂の端でにこにこと笑いながら私たちの様子を見守っている。

　久しぶりの和食に、私の胸は躍った。なつかしい味を堪能しながら、あっという間に完食する。

「ごちそうさまでした！　おとうさま、おいしかったですか？」

「別に。普通だな」

　そう言いつつも、お皿を見るとしっかり残さず食べてくれていた。……実は気に入ってくれてたりする？　本心は語られないのでわからないが、全部食べてくれたってことは、不ま味ずくはなかったのだろう。

　ひとまずよかった。口に合わないと言われたらどうしようかと思ったけれど、大丈夫だったみたい。

「おとうさまと一緒にごはんを食べるの、ずっと夢だったんです。とってもうれしかったです」

　椅子に座ったままぺこりと頭を下げて、満面の笑みでお父様を見つめる。

「たかがこんなことだけで、そんなにうれしいのか？」

「はい！　おとうさまと一緒にいられる時間が増えるから」

「……前から薄々感じていたが、お前は変わっている」

　顎に手を当てながら、お父様は私の発言に眉をひそめた。機嫌を損ねるようなことは言っていないと思うけれど……。

「私、どこか変ですか？」

「俺は初対面のお前にこう言った。娘と思う気はないし、お前などただの駒だと。それなのにお前は、俺を嫌うどころか怯えている様子もない。それどころか……」

　そのままお父様は口をつぐんだ。しかし、なにが言いたいかは大体理解できる。

　ほとんどの人間は魔王を恐れているし、魔族とは敵対している。

　それが当たり前の世界では、たしかにお父様の言う通り、私は風変わりな娘だろう。

　お父様は、私が歩み寄ってくるとは思ってもいなかったから、距離が縮まることに戸惑っているのかもしれない。

「そんなことで、おとうさまを嫌いになんてなりません」

「……」

「私、孤児院でずっと育ってきたから、本物の両親に会ったことも、記憶すらありません。どんな理由であれ、おとうさまができたことがうれしかったんです。だからおとうさまと仲良くなりたいし、怖くなんかないです」

　実際、記憶が戻る前はめちゃくちゃ怖かったし、戻ってからも怖いときが何度かあったけどね！

　だけど、最近のお父様が怖くないのは本当だ。それどころか、不器用ながら優しいとさえ感じることも多くなってきた。

　つい先日も、私の体調があまりよくなかったときは、すぐにそれを察知して『今日は訓練する気分ではない』と言って休みにしてくれた。私の思い違いでなければ、あれはお父様なりの私への気遣いと受け取っていいだろう。……ツンツンしてるけど、実は優しい。それがジェネシス・アルバーンだ。

「おとうさま、また一緒にごはんを食べてくれますか？　私、訓練以外の時間もおとうさまといたいです」

「……うるさいやつだな」

　身を乗り出して言う私を見て、お父様はあきれた顔をした。そのまま立ち上がると、食堂から出ていこうとする。

　まずい。しつこくしすぎちゃったかな。

　返事をもらえず肩を落としていると、お父様がぴたりと足を止めた。

「気が向いたら食べてやる」

　お父様は振り返って一言告げると、また前を向いて歩き始めた。今、ちょっと笑ってたよね？

「おとうさま、ありがとう！」

　今にもその大きな背中に飛びつきたい気持ちを抑えながら、私はお父様にお礼を言った。




「今朝はお見事でしたね。お嬢様」

　座学の合間、グレンが突然そんなことを言い出した。

「ジェネシス様と一緒に食事をしたい、という目的を無事達成できたじゃないですか。加えて、料理は目新しくおいしかったですし。ジェネシス様も絶対に気に入っておられましたよ」

「私ひとりじゃできなかったわ。グレンが協力してくれたからよ。いつもありがとう」

　レシピを伝えただけで、こんな西洋ファンタジー世界であんなに和食を再現できたのは、グレンの料理の腕があってこそだ。

「そんなそんな。感謝するのは私のほうです。お嬢様は率先して家事の手伝いもしてくれて……魔物たちとも仲良くしていますし、お嬢様が来てから、森が明るくなったような気がします」

「私はなんにもしてないよ。みんなが私を助けて、受け入れてくれるから楽しく過ごせてるだけよ」

　謙遜しながらも、グレンに褒められたことは純粋にうれしかった。

「ジェネシス様も、お嬢様に対する気持ちが少しずつ変わってきているように、私には思えます」

「……おとうさまが？」

「はい。お嬢様のことを本物の娘みたいに思う瞬間が多々あるのでしょう。ジェネシス様はあまり他人を信じないお方ですが、お嬢様の純粋さにすっかりほだされそうになっていますね。人間の幼子とこんなに深く関わるのも、初めてのことですし」

　くすくすと笑いながら、グレンは言う。

「私、おとうさまともっと仲良くなれるかな？　できることなら、本当の家族みたいになりたいの」

「……ジェネシス様と家族に？」

「うん。おとうさまは私が聖女になれたら自由にしていいって言ったけど……そんなの寂しい。娘として、そばにい続けたらだめかなぁ」

　私にそんな未来が無事訪れたらの話だけれど。

　グレンは少し驚いた顔をすると、すぐに優しい笑顔を見せて口を開いた。

「お嬢様がこちら側に来ることは、ジェネシス様も反対しないと思いますよ。無論、大きくなってもお嬢様が同じことを思っていたらですが」

　こちら側っていうのは、魔族ってことかな？　グレンもこの段階では、人間と魔族に線を引いているってことか。

「大きくなっても変わらないもん！　グレン、あなただって家族の一員だからね」

「私も？　それは光栄です。では、座学を再開いたしましょうか」

　私の言ったことを、グレンは本気に取っていないように感じた。まだ子供だから、世の中のことをよくわかっていないと思われたに違いない。

「あ、それと、これは私の勝手な予想ですが」

「なあに？」

「ジェネシス様は、また必ずお嬢様と食事をご一緒されると思いますよ。さっき、今度から食事の準備ができたら知らせるよう言われましたから。いつもは〝持ってこい〟と言うんです。まったく、照れ屋なんですから」

　初めて料理を振る舞ってから一週間後。座学を終えて食堂に行くと――グレンの言った通り、そこにはお父様の姿があった。

　それからはお父様の気分次第ではあるが、何度か食堂に足を運んでくれるようになった。

『誰がお前なんかと食卓を囲むか』

　そう言って私を睨みつけた、あの日のお父様はもういない。いつか、一緒に食事を取ることが当たり前になることを私は願った。

　ほかにもグレンと一緒に家事をしたり、スモモやカラスを含む魔物と森の中を駆け回って遊んだりした。びっくりするほど穏やかで平和な日々が続き、自分が破滅する運命にあることを忘れてしまいそうだった。

　魔法を極めることにも抜かりはない。お父様とは、魔法を教えてもらうこと、教えてもらった通りにやってみせることで、信頼を徐々に高め合えている気がしていた。

　訓練は厳しいが、私はどんどん新しい魔法が使えるようになることを素直に楽しんでいた。やる気がある者には、お父様も教えていて楽しいみたい。イラつかれることもなくなったように思う。相変わらず、つれない態度は健在だけれど。

　……私が前世の記憶を取り戻さず、グズグズ泣いてばかりだったら、こんなにうまくことは運ばなかったろう。

　こんな感じで順調に進んではいるのだが、私はひとつ大きな悩みを抱えていた。

　それは……お父様が、私とほとんど目を合わせてくれないことだ。できる限り目を見て話すように心がけているが、お父様は私を見ることを避けているように感じる。

　どうしてか気になり、訓練後、意を決してお父様に直接聞いてみることにした。

「おとうさま。私にどこか気に食わないところがありますか？」

「……なぜそんなことを聞く？」

「だって、おとうさま、私と目を合わせてくれないから」

　お父様からの返答は、意外なものだった。

「お前の……瞳の色が気に食わない。その目で見られると、どうしても逸らしたくなってしまう」

「色？」

「ああ。その翡翠の瞳。……憎きあの女の目とそっくりだ」

　嫌なことを思い出したのか、お父様はそう吐き捨てると、早足で古城の中へと戻っていってしまった。

　――あの女って、オリヴィアのことよね。

　色が気に食わないって……たしかに、オリヴィアも同じような目の色をしていた。

　なんで瞳が翡翠色のキャラをふたりも作ったのよ！　キャラクターデザイナーは！　しかもよりによって、お父様が大嫌いなオリヴィアと被るなんて！

　どこにもぶつけようのない怒りを、心の中でひとり叫んで発散する。

　翡翠色の瞳のままでは、このままずっと、まともに目を合わせてくれないかも……。それは困る。だって、目で語るって言葉もあるくらいだ。視線を交わすことは、心を通じ合わせることに必要不可欠！って、私は思うのだけれど。

　なにかいい案はないだろうか……そうだ！

「――っていうわけで、目の色を変えたいの。おとうさまの魔法ならできるかな？」

　翡翠色の瞳は、魔法で別の色に変えてしまえばいい。

　そう思い、さっそくグレンに相談してみた。

「しょ、正気ですかお嬢様。……ジェネシス様の魔法なら、可能だとは思いますが……」

「できるのね！　だったら今すぐ、おとうさまに頼んでみる！」

「ちょっ、お嬢様！　アイラお嬢様！」

　可能なら話は早い。私ははやる気持ちを抑えきれず、グレンの呼びかけも無視して執務室へと走った。

　自ら執務室へ行くのは、食事の誘いをしに行った日以来だ。

　あのときより、距離は縮んだと思う。だけど、あっさりと執務室に入れてくれるかどうかはわからない。お父様って結構気分屋なところがあるから。

　ノックして拒否られるくらいなら……えーいっ！　勝手に入っちゃえ！

　鍵がかかっていたら終わりだが、幸運なことに、執務室の扉に鍵はかけられていなかった。

「失礼しますっ！　アイラです！　おとうさまに頼みごとがあってきました」

　勝手に入ったことを怒られる前に、私は〝頼み事がある〟という用件を先に伝えた。突然の事態にお父様は眉をひそめたが、怒って私を追い返すことはなかった。

「……勝手に俺の部屋に入るなんてどういうつもりだ。まさか、グレンがいいと言ったのか」

「へっ？　えぇっと、はい。グレンにおとうさまに会いにいっていいか聞いたら、いいって」

「あいつ、勝手なことを……」

　嘘です。グレンはなにも言ってません。ごめんなさい。

　でも今はこの場をうまくやり過ごすために、これくらいの嘘は許してもらいたいところだ。あとでグレンがお父様に叱られたら、そのときはちゃんとグレンに謝ろう。

「俺に一度ならず二度頼み事をしに来るとは、いい身分だなと言いたいところだが……。話ぐらいは聞いてやる」

　いいご身分もなにも、一応あなたの娘なんだけどね。

　この話をしている今だって、お父様は私と目を合わせようとはしない。

「おとうさま、私の目の色が嫌だって言いましたよね。だから、おとうさまの魔法で私の目の色を別の色に変えてほしいんです」

「……なんだと？」

　あ、やっと目が合った。……改めて見ると、やっぱりお父様の目って綺麗だな。赤い目って人間でも見たことがないし――決めた。

「私の目を、おとうさまと同じ赤色にしてください！」

　瞳が同じ色って、本当の親子みたいだ。我ながら、いい案だと思う。

「自分がなにを言っているかわかっているのか」

「え？　だめですか？　それともおとうさまの魔法じゃあ、変えることはできない？」

「そうじゃない。……赤色の瞳は魔王族の証。そんな瞳にしたら、お前は人間に見られなくなるぞ」

　お父様は目を伏せて、困ったような、でもどこか寂し気な表情を浮かべている。

　……なんだ。そんなこと別に気にしないのに。魔族がどうとか、人間がどうとか、そんなことはどうでもいいのだ。ひとりで自由に生きていく気もない。できることなら私は、お父様たちと仲良く幸せに暮らしたい。

　それに、冷徹だと思っていたお父様が、私を気遣うような発言をした。これだけでも大きな進歩だ。魔法の訓練を一生懸命がんばる姿勢を、お父様は少なからず認めてくれていたのかもしれない。

「かまいません。私、おとうさまと目を合わせられないことのほうが嫌だから」

　ついでに、アイラのキャライラストを見た時から、髪色と瞳の色があんまり合ってないと思っていたのよね。赤色のほうが、絶対今よりかわいい～！

　のんきなことを考えながら、私はお父様に頼み込んだ。お父様は困惑していたが、私の必死の頼みが効いたみたいだ。

「……翡翠の瞳はあまり見ていて気分がいいものではなかった。それを変えていいと言うのなら、望み通り変えてやろう。だが、赤い瞳になったからには、アルバーン家の誇りにかけて、必ず結果を出せ」

「はい。わかりました！」

「赤い瞳が聖女のハンデになるならば、また俺の魔法で変えればいいしな」と、お父様はサラリと言った。そんなに何度も目の色を変えるつもりはないんだけれど。

　……というか、いつでも変えられるなら、さっきの心配はいらなかったんじゃ？

　もしかすると、お父様は私を試したのだろうか。人間でなく魔王族として見られることに、私がどんな反応を示すのかを。

「そのまま目を開けていろ」

　指示通り、大きく目を開けてお父様を見つめた。

「……完成だ」

　スッと手をかざし終え、お父様は言った。そばにある鏡で確認すると、翡翠の瞳は一瞬にして赤色に変わっていた。

「うわぁ……！」

　歓喜のため息が漏れる。

　想像通り！　アイラは赤い瞳のほうが似合うわ！　それに――。

「こっちのほうが気に入りました！　だって、おとうさまとおそろいだもん！」

「俺と同じが、そんなにうれしいか？」

　きゃっきゃっとはしゃぐ私を、お父様は不思議そうに見つめた。もう、目を逸らすことはしないようだ。

「はい。強そうだし、とってもすてき！　私、もっと魔法を極めて、おとうさまみたいなかっこいい魔王になりたい！」

　ついそんな言葉が出てきた。でもこれは、たしかに私の本心だった。

「……なにを言っている。お前がなるのは魔王じゃなくて聖女だろう」

「あっ、そうだった！」

「……ふっ」

　あきれたように、でもどこかうれしそうに、お父様は笑った。

　このとき、私はちょっとだけ――お父様の心を動かせた気がした。これが私の思い上がりでないことを、心の中でひそやかに願った。










嵐のあとに（side ジェネシス）




　アイラが俺の魔法で、瞳の色を変えた。俺と目を合わせたいからなんていう馬鹿げた理由で。

　最初はなんの冗談かと思ったが、アイラは本気だった。

　元のアイラの瞳はオリヴィアを思い出させ、俺はどうしても苦手だった。故意にやったわけではないが、俺は無意識のうちにアイラと視線を交えることを避けていたのだと思う。

　そもそも仲を深める気などなかったので、俺はあまり気にしていなかったが、アイラはそのことがどうしても気がかりだったようだ。

　俺と同じ色の目を手に入れたアイラは、それは満足そうに笑っていた。

　あのときアイラと交わした会話は、今でも鮮明に覚えている。

『こっちのほうが気に入りました！　だって、おとうさまとおそろいだもん！』

『俺と同じが、そんなにうれしいか？』

　初めて逸らすことなく、まっすぐ見ることができたアイラの瞳は、キラキラと輝きを放っていた。無邪気な笑顔を振りまきながら、アイラは俺の問いかけにこう答えた。

『はい。強そうだし、とってもすてき！　私、もっと魔法を極めて、おとうさまみたいなかっこいい魔王になりたい！』

　――前から変わった子供だとは思っていたが、ここまでとは。

　俺はその日から、アイラという人間に純粋に興味が湧いてきた。同時に、今まであった嫌悪感が薄れていくのがわかった。アイラをただの駒だと思わなくなるまでに、時間はそうかからなかった。

　汚れを知らない真っ白な心。努力を惜しまず、常に成長し続ける向上心。屈託のない笑顔。

『おとうさま！』

　俺の隣にいるには綺麗すぎるアイラが、俺を好いてくれていることが、いつのまにかうれしく感じていた。そして、純粋な好意を全力でぶつけてくれるアイラに、俺も不器用ながら応えたいと思うようになってしまったのだ。

　オリヴィアに裏切られたときに、二度と人間を信じないと決めていたのにどうしたものか……。

　そんな自分の心境の変化に戸惑っていた、ある日の夜のこと。

　魔物たちがやけに静かで、俺は自室の窓から空を眺めた。

「……雲行きが怪しいな」

「今夜、リーベルツは嵐に見舞われるようですよ」

　運んできたティーセットを片付けながら、グレンが言った。

「嵐か。たまには悪くないな」

「ふふ。暴風や雷雨を好むなんて、いかにも魔王っぽいですね」

　別に好んでいるわけではないが、嫌いでもないだけだ。

「いつも平和な空だとつまらないだろう？」

「ジェネシス様なら、好きなときに嵐を起こせるじゃないですか。逆に鎮めることだってたやすいはず」

「そうだが、今はよけいな魔力を使いたくはないな。支障がないなら、自然に逆らう必要はない」

「……そうですね。天気を操るとなるとそれなりに魔力は必要ですから。今のジェネシス様には厳しいかもしれません」

　気遣いだと思うが、嫌味にも聞こえるグレンの発言に、俺は返事をする気が起きなかった。図星をつかれてしまった、というのも返答に困った理由のひとつだ。

「……あいつはどうしている？」

　話題を変え、グレンにアイラのことを聞いてみる。

「お嬢様なら早めに入浴を済ませ、部屋に帰られましたよ。今日もたくさん身体を動かして疲れたのではないですか？」

「そうか。わかった」

　……たしかに今日の訓練はハードだったしな。晩餐のときから眠たそうに目をこすっていたし、疲労が溜まっていたのだろう。

　ひとりで納得していると、グレンの小さな笑い声が聞こえた。

「なにがおかしい」

「いえ。最近のジェネシス様、よくお嬢様のことを気にされているので」

「……別に、深い意味はない」

「そういえば、お嬢様の赤い瞳、とても似合っていますね。まるで本当の親子のよう――」

「うるさいぞグレン。用が済んだならさっさと出ていけ」

　グレンにぴしゃりと言い放つ。まったく悪趣味なやつだ。俺をからかい、反応を見て楽しんでいるのだ。

「申し訳ございません。それではおやすみなさい。ジェネシス様」

　深々と頭を下げ、グレンは部屋から出ていった。……あいつ、本当に申し訳ないと思っているのか？　にやにやした顔を見ると、当然そうは思えない。

　時計を見ると、時刻は二十二時を回っていた。

　――寝るにはまだ早すぎるな。

　そう思い、俺はひとりで窓際に座り本を読むことにした。次第に強まる雨や風の音を聞きながら読書に耽っていると、窓の外がピカッと光り、その後大きな落雷音がした。近くに雷が落ちたようだ。その後も何度か落雷は続き、風が窓を叩きつける音もひどくなっていった。今が嵐のピークと言えるのかもしれない。

　時刻は二十四時過ぎ。……今夜は嵐の音でも聞きながら眠るとするか。

　ベッドに入ろうとしたそのとき、部屋の扉をノックする音が聞こえた。最初は控えめにトントンと二回。反応しないでいると、大きい音を立てながらドンドン！と続けてノックしてきた。

　アイラはもう寝ているはずだから――グレンか？

　緊急事態か、すぐにでも話したい用事ができたのだろうか。

　ちょうど眠くなってきたところで面倒だなと思いつつ、仕方なく扉を開ける。すると、そこに立っていたのは――。

「……お前」

　うさぎのぬいぐるみを抱えた、パジャマ姿のアイラだった。

「こんな時間にどうした？」

　執務室に押しかけてくることは多々あったが、夜更けに俺の部屋を訪ねてくるなんて、アイラがここへ来てから初めてのことだ。

「お、おとうしゃま……！」

　なぜか涙目と涙声のアイラに、俺はぎょっとする。

「お、おい。なにがあったんだ」

「……くて」

　アイラの声が、激しい雨と風の音でかき消される。

「聞こえない。もう一度言え」

「雷が怖くて、ひとりじゃ眠れないです……！」

　アイラはぎゅっと、俺の服の裾を掴んだ。

「……なんだと？」

　雷が怖い？　なにを言っているんだこいつは。そんなことで俺の部屋まで来たというのか？

「雷など、いつも魔法で見ているだろう。なにを恐れることがあるんだ」

　雷を落とす魔法だって、今まで何度も見せてきた。アイラは雷魔法の覚えはいいほうだ。見慣れたものにここまで怖がる理由が俺にはわからない。しかしこの怯えよう……演技だとは思えないな。

「ま、魔法と自然現象ではわけが違います。いつどこに落ちるかわからない雷は、昔からずっと苦手なんですっ……！」

　昔からって、まだ五年しか生きていないのによく言うものだ。

　だが、アイラの言いたいことはわかった。それに、ここまで大きな落雷魔法を見せたことも、やらせたこともあまりなかった。魔法で起こす予測可能な落雷は今まで平気だったが、予測不可能な雷に苦手意識があるということだろう。今後の魔法の訓練で雷を極めれば、自ずと克服できるとは思うが……この場はどう収めればいいものか。

「お前が怖いのはわかった。で、俺にどうしてほしいんだ」

　魔法で雷を止めろ、とでも言ってくるのだろうか。

　アイラは俺を見上げ、口を開く。

「……一緒に寝てほしいです」

「……なんだと？」

　今回ははっきりと聞こえていたが、あまりに理解しがたい言葉だったので聞き返してしまった。

「ひとりじゃ怖くて眠れません。だからおとうさま、アイラと一緒にいてくれますか？」

　裾を掴むアイラの手に力が入った。……俺が、アイラと一緒に寝る？

「どうして俺なんだ。そういうのはグレンに頼めばいいだろう」

　そうだ。こういうときこそ、いつも甲斐甲斐しくアイラの世話を焼いているグレンの出番だ。俺の何倍も子守りが得意だろうし、怖がるアイラをうまく寝かしつけることだって朝飯前に違いない。こんなの俺の役目ではない。

「でも、アイラのおとうさまはおとうさまでしょう？」

　アイラにしてみれば、娘のピンチは父親が救うべきとでも言いたいのか。

「それに、怖いって思ったら自然とここに足が向いていたんです。おとうさまと一緒なら安心できるって思ったから。……だめですか？」

　俺より何倍も仲良くしているグレンがいるにもかかわらず、そっちでなく俺を選んだことには驚いた。なんともいえない気持ちが込み上げてくる。

「……仕方ない。寝不足で明日の訓練に身が入らなくなったら困るからな。嵐がマシになるまでは一緒にいてやる」

　結局、俺はアイラの頼みを聞くことになった。

「本当ですか!?　――きゃあっ！」

　また近くに雷が落ち、アイラは声を上げて俺の足にしがみつく。落雷が起こるたびにこうされたら埒が明かない。

　俺はアイラをベッドまで連れていくと、隣に寝かせた。布団に入れば、だんだんと勝手に眠くなっていくはずだ。

「これで平気か？」

「はい。隣におとうさまがいるだけで心強いです」

　さっきまで今にも泣きだしそうだったアイラが、やっと笑顔を見せた。

「じゃあさっさと寝ろ。俺も寝る。あまりうるさく騒ぐなよ」

「はぁい……」

　こんな至近距離で甲高い叫び声を上げられては眠れないからな、と釘をさすと、アイラは自信なさげに返事をした。

　それからしばらくは、落雷が起きることはなかった。アイラも静かにしているし、このまま時間が過ぎていけばいいのだが。

　しかし、ひとつ問題があった。自分のベッドに他人がいることに、俺はひどく違和感と警戒心があったのだ。

　――オリヴィアに魔力を封印されたときも、初めて一緒に夜をともにしたときだったな。

　また嫌な記憶が蘇る。心を許し、ともに寝ることを受け入れた結果、俺は魔力を奪われた。

　アイラにそのような力がないことはわかっている。魔法を覚え始めの五歳の子供が、俺になにかできるなどありえない。それでも、アイラに警戒を解けない自分がいた。……いつまで俺は、あの女の影に怯えなければならないのか。

　今になって、アイラの頼みを聞いたことを後悔した。グレンに任せるべきだったが、この状況で追い返すのも気が引ける。

　アイラは隣にいないと思い込むことにして、俺はアイラに背を向けた。その瞬間、数十分ぶりに雷が落ちた。

「……っ！」

　アイラが息を呑み、身体がびくっと動くのがわかった。俺が騒ぐなと言ったから、声を出さないようにしているのだろうか。

　布団の中で、もぞもぞとアイラが動いている。そして、俺の背中にぴとっとなにかがくっついてきた。怖くなったアイラが、俺との距離を詰めてきたのだとすぐに気づいた。

　立て続けに何度か落雷は起こり、そのたびにアイラは声を押し殺し我慢している。健気に俺の言いつけを守るかわりに、小さな手が俺の背中を掴んで離さない。

「……怖いのか」

「……えっ？」

「雷が落ちるたびにびくびくしているだろ。背を向けていてもわかる」

「ご、ごめんなさい。せっかくおとうさまが一緒に寝てくれたのに……まだちょっと怖くて」

　一緒に寝ると言っても背を向けられては、怖さもあまり和らがないか。抱きしめてやったり、頭を撫でてやったりすれば怖さも和らぐのかもしれないが、あいにく俺はそういったことを自然にできるほど器用ではない。

「そんなに怖いなら、この際俺が嵐を鎮めてやってもいいぞ」

　ならば、根本的な原因を排除するのがいちばん話が早い。魔力は多く使うがやむを得ん。これでアイラも俺も、ひとりで安心して眠れる。

「おとうさまが嵐を？」

「ああ。俺ならそれくらいできる」

　アイラからしたら願ってもない提案をしたにもかかわらず、アイラは口ごもった。

「……でも、そんな大規模なことしたら、いっぱい魔力を消耗しちゃいますよね」

「お前、一丁前に俺を気遣っているのか？　心外だな」

　俺の魔力が封印されていることを知らないくせに、アイラは俺の魔力の心配をし始めた。

「そうじゃなくて、私のわがままで、おとうさまの偉大な魔法を使わせるのはよくないなって……」

「この前だって、お前のわがままで瞳の色を変えてやっただろ」

「そ、それとこれとでは規模が……。嵐は自然と過ぎ去りますから大丈夫です。それに一度でもおとうさまに嵐を鎮めてもらったら、この先また嵐が起きたときに同じことをさせてしまうかもしれない。……私はおとうさまがこうしてそばにいてくれるだけでいいんです」

　先のことまで考えて、俺の魔法には頼らないと決めたようだ。

「そばにいても怖がっているだろう。俺といても、あまり効果がないんじゃないか？」

「そんなことないです！　さっきは涙が止まらないほど怖かったけど、おとうさまの顔を見てから泣くほどではなくなりました。しいて言うなら……こっちを向いてくれたらうれしいなぁって」

　やはり、背を向けられていることに不満があったようだ。

「おとうさまの顔を見たほうが、安心できますっ」

　魔王である俺の顔を見て安心する人間の子供など、世界中探してもアイラくらいだろう。それほどおかしな発言をしていることに、当の本人はまるで気づいていない。

「はぁ……。これ以上の頼みは一切聞かないからな」

　ため息をつきながらぐるりと身体を反転させると、アイラと目が合った。思いのほか近い距離に、気恥ずかしさを覚える。

「えへへ。やっとこっち向いてくれた」

　アイラはうれしそうに顔を綻ばせながら言う。

「じつは、おとうさまに背中を向けられたとき寂しかったんです。私といるのが嫌なのかなって」

「嫌というか、誰かと一緒に寝るのが得意じゃないだけだ。寝ているあいだは無防備になる。そのとき、なにをされるかわからないしな」

　実際俺は、魔力を奪われるなんてとんでもない失態を犯してしまった。

「おとうさまは、なにかされたことがあるのですか？」

「……ああ。一度だけある。そのたった一度の出来事が、お前が今ここにいる元凶だ」

　アイラは黙ったままなにも言わず、ただまっすぐに俺のことを見つめていた。

「……私にはよくわからないけど、これだけは言えます。おとうさま、私といるときは、どうか肩の力を抜いてください。私はなにもしません。あ、抱き着いたりはしちゃうかも」

　そう言われ、ついさっきも勝手にくっついてきたことを思い出した。

　俺に肩の力を抜けなど、ずいぶん大人びたことを言ってくるものだ。しかし、すぅっと自然にアイラの言葉が入ってくるのはなぜなのか。……不思議なやつだ。

「俺のことより、自分の心配をしたほうがいいんじゃないか？　今は落ち着いているが、いつ雷が落ちてくるかわからないぞ」

「あっ！　そうでした。うぅ、どうしたら慣れるんだろう」

　落雷の恐怖を思い出したのか、アイラが身体を丸めて縮こまった。ただでさえ小さなアイラが、さらに小さくなっている。

「魔法の雷は怖くないんだろう？　だったら、外で落ちてる雷も全部魔法だと思えばいい」

　あまり深く考えず、咄とっ嗟さに思いついたことを言ってみた。

「魔法だと……そっか。あれはぜんぶ、おとうさまの魔法で起きてる雷って思えばいいのかぁ」

　アイラはうんうんと納得したように頷いている。別に〝俺の魔法〟とはひとことも言っていないが、敢えて訂正する必要もないのでそのままにしておく。

「それなら怖くないです。私、おとうさまの魔法が大好きで目標だから。うん。なんだか怖くなくなってきました」

「……そうか」

「はい！　さすがおとうさまですね」

　へらりと笑ったあと、アイラは大きなあくびをする。

「ん……なんだか眠くなってきました」

　時計の針は、もう一時を指している。子供はとっくに寝ている時間だ。嵐も落ち着いてきて、急に眠気が込み上げてきたようだ。

「もう大丈夫なら、今のうちに早く寝ろ」

「……おとうさま、隣にいてくれますよね？」

　不安げに、アイラの瞳が揺れた。

「ああ。大体、もし雷が古城に落ちたとしても俺の魔法でどうにでもできる。俺がいる限り怖がる必要はどこにもないから、安心して眠れ」

「はい。おとうさまも、安心して寝てくださいね。怖がることはなにもないから」

「……わかったから寝ろ」

「おとうさま、おやすみなさい……」

　うとうとしていたアイラだったが、次第に規則的な寝息が聞こえ始めた。やっと眠りにつくことができ、俺までほっとする。

　――安心して寝ろ、か。

　自分はなにもしないってことを、再度俺に伝えたかったのか。

　そこまで言わなくたって、お前がなにもできないことなんて重々承知だ。

　いや、なにかできたとしても、きっとアイラはしないだろう。そうでないと、俺の前でこんな安らかな表情を浮かべて眠りにつけるわけがない。

　こいつはオリヴィアとも……ほかの人間たちとも違うんじゃないか。

　一度痛い目を見てなお、そんなふうに考え始める自分が馬鹿らしくて失笑が漏れる。

「……んぅ……おとうさま」

　起きたのかと思いアイラを見ると、寝言で俺を呼んだだけだった。

「おとうさま、大好き……」

「……！」

　いったいどんな夢を見ているのか。夢の中の俺は、お前に優しくできているのだろうか。

　寝ているアイラの髪に手を伸ばし、俺の黒髪とは対照的な、白金の明るい髪をそっと撫でる。

「……おやすみ。アイラ」

　初めて声に出して呼んだその名を、明日からはもっと呼んでやろう。

　嵐の夜、ひとりでそんなことを思いながら、俺は静かに目を閉じた。










森の外の人たち




　お父様との関係は、私が瞳を赤色に変えたことをきっかけに、少しずつ良好なものへと変わっていった。いちばんの進展は、お父様が私を〝アイラ〟と名前で呼んでくれるようになったことだ。

　どんなにひどい態度を取られてもめげずに歩み寄る姿勢は、魔王の凍った心さえ、溶かしていく効果があったらしい。やはり、努力というものは自分自身も、そして周りの人さえ変えられる力があるのだと実感する。

　赤い瞳にもすっかり見慣れた。翡翠より似合っているし、なによりお父様は目を合わせてくれるようになったし、赤にしてよかった！

　そして私がここへ来て、一年が経ったある日の朝のこと。

　お父様から初めて「今日は丸一日、訓練はなしだ」と告げられた。

「今日はおやすみ？　なんでですか？」

　一年間、片手で数えるほどしか休みがなかったことにも驚くが（座学はグレンの気遣いで、休みの日が結構あった）、魔法に関して鬼のようにストイックなお父様の口から当日になって〝休み〟という単語が出てきたことのほうが驚きだ。

「今日は騎士団が来る日だというのをすっかり忘れていた。グレンも俺もそっちの対応に忙しい。お前は部屋でゆっくり休んで――」

「騎士団!?　騎士団がこのお城に来るの!?」

　おもわず、お父様の話を遮ってしまった。だって、森に外部の人たちが来るなんて初めてのことだったから。

　騎士団ってかっこいいイメージがあるし、一度生で見てみたかったんだよね。

　グレンの説明によると、リーベルツ王の命令で、不定期で国の騎士たちがお父様への貢物を持ってくるとのこと。

　魔王との関係を良好に保つための、ただの媚び売りだとお父様は言っていた。

　――なるほど。国王も魔王とは争いたくないってことね。媚びの売り方が露骨というか、なんというか。まぁ、私も人のこと言えないけれど。

　十二時を過ぎると、外が騒がしくなった。久しぶりに、カラスも「ギャァ！」とけたたましい声で鳴いている。

　窓から外を見ると、騎士団がずらっと並んでいる姿が見えた。

　お父様には部屋でゆっくりしていろと言われたが、久しぶりの森の外からの来客にじっとしていられるはずもなく。

　私は応接間のほうへ向かうと、お父様とグレン、騎士団のやりとりをこっそり窺うことにした。

「ジェネシス様、お久しぶりにお目にかかれて光栄です。お元気でしたか？」

「見たらわかるだろう」

　好意的な騎士団からの声かけを、お父様は目も合わさず冷たく一蹴した。

「これはこれはディック団長。お陰様でこちらはなにも変わらず、元気にやっていますよ」

　すかさず、グレンがフォローに入る。

「それはよかった。グレン様もお元気そうで」

　しばらくグレンと団長さんの世間話が続いた。すると、黙って会話を聞いていた団員のひとりがなにか言いたそうにしている。

　グレンもその様子に気づいたようで、「なにか聞きたいことでも？」と丁寧に団員に話しかけた。

「あ、その……噂によると、ジェネシス様が人間の養子を引き取ったそうですが……その後いかがお過ごしなのかなと」

　自分の話題が出てきて、私の耳がぴくりと反応する。

「ああ。アイラお嬢様のことですか。お嬢様でしたら、我々と楽しく暮らしておりますよ」

「えっ……楽しく？」

「なにかおかしいか？」

　素っ頓狂な声をあげた団員を、お父様がギロリと睨んだ。

「い、いえ！　なにも……！」

　団員は、蛇に睨まれた蛙のようにカチコチに固まっている。

「お前……！　よけいなことを。魔王の子に深入りするなと、陛下にも言われただろう」

「す、すみません！　つい好奇心で……」

　団長さんが質問した団員に注意する。小声で言ったつもりなのだろうが丸聞こえだ。

　――心配して様子を見に来た、とかは一切ないみたい。むしろ、国王からは関わるなって言われてるのね。完全に国から見捨てられてるじゃない、私。

　ま、グレンの言う通り楽しく暮らしてるから、なにも問題ありませんけど！

　だけどこれは、今の私だからそう思えるだけよね。ゲームのアイラはきっと、何度も助けてほしいと思ったんだろうな。

　私ったら、あと何度アイラを思って胸を痛めたらいいの。でも痛んだ数だけ、活力は湧いてくる。

「それで、今回もものすごい荷物ですが、なにを持ってきてくださったのですか？」

　騎士団が運んできた荷台には、大量に貢物が積まれていた。

「はい！　いつも通り、食料や衣服などすべて一流品をそろえました。王都で流行っている菓子や茶葉なども新たにお持ち致しましたので、ぜひティータイムのお供にでも……」

「菓子に茶葉か。アイラが喜ぶかもな。グレン、それだけすぐにアイラの部屋に持っていってやれ」

　お父様の唐突な発言にドキッとする。部屋でひとり暇を持て余しているであろう私に、気を利かせてくれたのか。……なぜか騎士団もざわついている。お父様が私を思いやるような行動にでたから、驚いているのかも。

「かしこまりました。騎士団の方々、申し訳ないですがそちらだけ先にいただくことは可能ですか？」

「も、もちろんです！　すぐに荷台から探し出します！」

　あの大荷物の中から探すのは、結構たいへんなように思えるが。

　騎士団が荷台を漁っている間に、グレンがお父様へと歩み寄る。

「ジェネシス様が直々にお嬢様に持っていってあげたらいかがですか？　きっと私が持っていくより喜ばれますよ」

「いい。俺はあいつらが変な動きをしないか見張っておかねばならないからな。菓子やほかの食料にも毒が盛られてないか、いつも通り用心しておけ」

「はいはい。ジェネシス様は相変わらず用心深いんですから。まぁ、それくらいのほうが私たちも助かりますけどね」

　グレンは困ったような笑みを浮かべる。そうこうしているうちに、菓子と茶葉が見つかったようだ。

　――いけない！　部屋に戻らないと！

　グレンがやってくることを思い出し、私は急いで自室へと戻った。




「お嬢様、失礼いたします」

「あらグレン。どうしたの？」

　なにごともなかったかのように部屋でくつろぎ、なにも知らないふりをしてグレンに返事をする。

「騎士団の方々においしそうな差し入れをいただいたので、ジェネシス様が先にお嬢様に持っていけと。少し早めのティータイムとしましょう」

「わあ、本当!?　た、楽しみだなぁ」

　白々しい演技がバレていないかとグレンの顔色を窺うが、今のところ大丈夫そう。

　テーブルの上に、グレンが淹れてくれた紅茶と、初めて見るお菓子が並ぶ。

「とってもいい香り。それに、このお菓子はなにかしら？」

「紅茶は有名な外国ブランドのアップルティーです。菓子はスノーボール。ほろほろのクッキーですよ。王都では今この商品が流行っているとか」

　王都の人たちはこんな小洒落たものを食べているのか。

　ぱくりとひとくちで平らげると、さくさくほろほろの甘いクッキーの味が口内に広がる。甘味が残ったまま紅茶をすすれば、なんともいえない幸福感に包まれた。

　孤児院にいたら、こんな贅沢は一生味わうことがなかっただろう。リンたちにも、いつか食べさせてあげたいなぁ……。

「すっごくおいしかった！　騎士団の人たちに感謝しないと」

「まぁ、彼らは王の命令で仕方なくやっているだけですから。腹の内では苛立っていると思いますよ。国を守るべき尊き騎士団が、突如現れた魔王に媚びへつらわなければならないなんて」

　空いたカップとお皿を片付けながら、グレンは苦笑する。

「だとしても、あんな大荷物を森まで運ぶのはたいへんだったと思うし……」

「おや？　お嬢様、荷物を見たのですか？」

「へっ!?　いや、窓から！　そう、廊下の小窓から見たの！」

　危ない。覗き見していたことがバレるところだった。

「騎士団は、荷物を運び終わると帰っちゃうの？」

「はい。いつも用が済んだら早急に帰られますよ。ジェネシス様も、人間に自分のテリトリーに長居されることを好みませんから」

　逆に言えば、騎士団も魔物だらけの気味悪い森に長居したくないってことね。

　……だけど、このままあっさり帰してもいいのだろうか。

　次に騎士団が来るのはいつか不明。今回が一年ぶりくらいだとすると、またそのあいだ、外部の人間と接触するチャンスはないといえる。

　アイラって、〝魔王の子〟になったせいで人間にも疎まれ、ひとりぼっちになったのよね。

　だったら、人間に疎まれないように、早いうちから手を打っておくのはどうだろう。お父様だけでなく、人間たちも味方につける。

〝魔王の子〟だからって別に怖くなんてないよ！　ついでに、魔族も分かり合えればみんな優しいよ！って、国の権力者である騎士団に知ってもらえたら、もっと平和に物語が進むんじゃない!?

　ゲームのアイラも騎士団と関わろうって、なんなら助けを求めようと思わなかったのかな……あ、でもそもそも騎士団が王から〝魔王の子に深入りするな〟って言われてるんだっけ。アイラは騎士団から避けられていた可能性が高いわね。

　でも今回はそうはさせない。向こうが関わる気がないのなら、こちらからぐいぐいいくのみだ。

「グレン、私、こんなおいしいお菓子を用意してくれた騎士団にお礼がしたいわ」

「お礼？　お嬢様がそんな気を使う必要ありません。彼らは命じられて持ってきただけ。我々と干渉したいなんてこれっぽっちも――」

「向こうの事情はどうでもいいの！　私がしたいの！　それに、ご足労かけてひとつのおもてなしもしないなんて、失礼だと思う！」

　めちゃくちゃな言いがかりをつけて声を上げると、グレンは困った顔をした。

「そう言われましても。おもてなしだなんて準備も必要ですし……」

「私にいい考えがあるの」

　ちょいちょいっと手招きをすると、私はその考えとやらをグレンに耳打ちした。けも耳に耳打ちするのは人生で初体験で、なぜかドキドキした。




「い、いいんでしょうか？　我々がジェネシス様の城の食堂でご馳走してもらうなんて……」

「はい！　先ほどは素晴らしいお菓子と紅茶をありがとうございました。これは私からのお礼です！」

　団長さんが恐る恐る聞いてきたので、全力スマイルですかさず答える。

「うちの主の娘、アイラ・アルバーンお嬢様がこう仰っていますのでお気になさらず。さあ、みなさんどうぞ座ってください」

　初めてのことだからか、騎士団員はぎこちない動きでテーブルを囲む椅子におのおの腰かけた。

　みんなの視線が痛い。〝この子が魔王の養子になった娘か〟という心の声があちらこちらから聞こえてくる。

　私はグレンに協力してもらい、おもてなしとして騎士団に料理を振る舞うことにしたのだ。

　それも、以前私が作ってもらった日本食を。簡単にできるものなので、焼き鮭の入ったおにぎりと、今朝の残りのあら汁風スープだけになったが、小腹を満たすくらいにはなるだろう。

　ちなみにお父様は、運ばれた荷物に危険物が混ざっていないかをチェックしている最中で、このことは知らない。バレたら怒られるだろうが……うまく言い訳を考えておこう。

「みなさん、森まで来ていただきごくろうさまです！　いっぱい歩いてお腹が空いたと思うので、ぜひ召し上がってください！」

　騎士団員に微笑みかけると、全員がおずおずと食事に手を伸ばした。が、みんな誰かが食べるのを待っている。

　――ああ、この人たちもお父様と同じで、毒が盛られてないか怖いのかも。それなら……。

　私はてくてくといちばん近い椅子に座っていた団長さんのところまで歩くと、団長さんのおにぎりにぱくりとかぶりついた。

「えっ!?」

　団長さんは驚きの声を上げ、私はお構いなしにもぐもぐとおにぎりを食べ、しっかりと飲み込んでから口を開く。

「ほら、食べてもなんともないです。変なものは入ってません！　入ってたらどんな責任でも私がとります」

　意気揚々と言う私を、みんながぽかんとした顔で見ている。

「……たいへん失礼いたしました。アイラ様。ご厚意、ありがたくちょうだいいたします」

　そう言って、まず最初に団長さんがおにぎりを食べ始めた。それに続くように、みんなが食べ始める。

「うまい！　これはなんという料理なんです？」

「おにぎりと、魚のあら汁というものです。お嬢様が本で見つけた外国の料理です」

「へぇ！　アイラ様が。まだ小さいのに、いろんな知識を身につけているのですね」

　団長さんに褒められ、にんまりとしてしまう。

「団長さんの好きな食べ物はなんですか？」

「えっ、俺は……やっぱり肉ですね」

「私もお肉大好きです！　ステーキが晩餐で出てくると、うれしくてぺろりと食べちゃいます！　あなたはなにが好きですか？」

「ぼ、僕ですか？　えーっと……」

　深入りするなと言われても、実際魔王の子に話しかけられたら、さすがに無視できないはず。

　私にどう対応したらいいのか迷っているであろう騎士団員に、次から次へととにかく話しかけまくった。関係を築くのにいちばん大切なのはコミュニケーションだ。

「アイラ様はとても愛想がよく、明るいお嬢様なんですね。なんというか……意外でした」

「ですよね！　もっとこう、かわいそうで暗い子かと……！」

　さっきグレンに私のことを聞いて怒られていた人が、今度は無言で団長さんに頭をはたかれていた。この人は正直者なのだということがわかった。

「ちなみにその目の色は、最初から……？」

　団長さんは、私の赤い目を見ながら言った。

「これはおとうさまに頼んで、色を変えてもらったんです。もとは翡翠色でした。でもどうしてもおとうさまとおそろいにしたくて」

「おそろい？　それでわざわざ赤色に？」

「はい。かっこよくて気に入ってます！」

　なぜかみんな理解できないといった顔をしているが、私はなにも気にしない。お父様の魅力をもっと伝えたくて、続けて口を開いた。

「おとうさま、とーっても素敵なんです！　かっこよくて、頭も良くて、魔法だってすごいんです。たまに見せる笑顔はかっこいいし、かわいいんですよ。私、おとうさま大好き！」

　食堂内がしーん……と静まり返る。私、変なこと言った？

「お前たち、なにをしている」

　唐突に、食堂にお父様の低い声が響いた。お父様に言わず、勝手に親睦会を開いた私は固まった。

「……えーっと、一度この場は私が収めておきますので、お嬢様はジェネシス様とゆっくりお話ししてきてもらっていいですか？」

　グレンは私に、こうなったいきさつをきちんと話せと言っているのだ。お父様も、私が発案者ということは察しているだろう。

　私はおとなしくグレンの言葉に従い、お父様と一緒に食堂を出ていった。




「アイラ。どういうつもりだ」

　腕を組み、仁王立ちしながらお父様は言った。怒りの含まれた物言いに、おもわず身をすくめる。

「騎士団の人たちにお礼がしたくて……」

「お礼？　なんのだ」

　眉間に皺を寄せるお父様に、お菓子と紅茶のお礼をしたかった旨を話した。お父様はため息をつき、くしゃりと私の頭を撫でる。

「いらん気をあいつらに使うな。……お前らしいといえば、お前らしい行動だがな」

　あ、優しい口調に戻った。あまり怒られずにこの場をやり過ごせそうでほっとする。

「大体、勝手なことをしてもし危険な目に遭ったらどうする。あいつらはああ見えて、国では英雄と呼ばれる強さを持っている。奇襲でもかけられたら、お前の魔法じゃまだ対応できない」

「おとうさま、私を心配してくれているのですか？」

「！　俺は、聖女候補のお前にいなくなられると困るだけだ」

　顔を赤らめ、ぷいっとそっぽを向くお父様。

　やばい。今キュンとしてしまった。

　お父様のツンデレの破壊力ってゲームでもすごかったもん。しかも今と同じような会話、ゲームでクリスタとしていたような。

「とにかく、むやみに関わるな。あいつらにはとっとと城から立ち去ってもらう」

　お父様は大きく咳払いをすると、仕切り直すように言った。

　やっと騎士団とも打ち解けてきたのに、ここで帰られるなんて嫌だ。

　今の状態から時間が空いてしまえば、また気まずい空気からスタートしそうだ。というか、次にいつ来るかもわからないのに。なんなら好きなときに遊びに来てほしいくらいだ。……そこまでお互いが馴染むには、まだ時間が全然足りない。騎士団をこのまま帰してたまるものですか。

　それに、贅沢を言えばお父様と騎士団の仲もどうにかしたい。

　私とお父様は今のところ順調に仲を深めているが、それだけでは意味がない。

　私だけじゃなく、ほかの人間とも友好関係にならないと、お父様の人間への復讐は止められない。

　私がお父様から好かれることはもちろんだけど、破滅エンドを回避するのにいちばん大切なのは、〝お父様から復讐心を消し去ること〟。

　復讐をやめてくれれば、そもそもお父様が学園を襲うこともなくなるし、それに巻き込まれて私が死ぬことだってない……はず。

　この先も騎士団とは長い付き合いになりそうだし、仲良くなって損はない。

　お父様を説得する、なにかいい案はないだろうか。――そうだ！

「おとうさま！　騎士団って、そんなに強いんですか？　私、きょうみあります！」

「急にどうした」

「せっかくだから、騎士団の人とお手合わせしたいです！」

「な、なにを言っているんだ。いくらお前でも、まだあいつらとやり合うには早すぎる。物理攻撃と魔法攻撃ではわけが違うし、そんなことは許さ――」

「魔法騎士っていうのもいるって聞きました！」

　さっき料理を用意している際、グレンに聞いたのだ。

『あの人たちは、魔法は使えないの？』と。

　すると、グレンが教えてくれた。騎士の中には魔法が使える〝魔法騎士〟もいると。剣術と魔法を組み合わせた、めずらしい技を繰り出せると。

　魔法騎士は、着ている軍服の色が通常の白と違い青色らしい。

　今日、古城を訪れた騎士の中に、団長さんを含む青色の軍服を着た魔法騎士が何名かいたことも、すでに確認済みだ。

「今後魔法をもっと極めるために、魔法騎士さんの技を見るのはいい経験になると思います」

「それは……」

　言われてみればたしかにそうだ。と、お父様は口を濁した。

「これもフォーチュンから加護をもらい、聖女になるために必要なことです！　おとうさま！」

　本音を言うと、私の破滅回避のために必要なこと、だけど。

「どうか、お願いいたします。……だめですか？」

　瞳を意識的に大きく開け、わざと困ったように眉毛を八の字に下げて、私はお父様を見つめた。

　一年共に生活をして、私は気づいたことがある。お父様は、私のこの顔に弱い。

「くっ……聖女になるためならやむを得ん」

「やったー！　おとうさま、ありがとうっ」

　結局お父様は私のうるうる攻撃に白旗を上げ、魔法騎士と魔王とその娘による、前代未聞のレッスンが開催されることとなった。




〝今日はなにかがおかしい〟。

　騎士団がいよいよそう確信したのは、お父様が「アイラの魔法の訓練を手伝ってくれないか」と言い出したときだろうか。

　魔王とその娘から直々に頼まれ、騎士団の人たちは目を丸くして固まった。断る理由もない。だが、意図もわからないといったところか。

　団員同士でちらちらと視線を合わせ、全員、団長さんがどう判断を下すのかを黙って待機している。

「……魔法の訓練というのは？」

「私、おとうさまみたいにかっこよく魔法を使いこなせるようになりたくて、毎日教えてもらっているんです！　騎士団の中には、魔法も使える魔法騎士さんがいると聞きました。ぜひ、その技を生ではいけんし、お手合わせお願いしたいです」

　団長さんの問いかけに、私はすかさず答えた。

「我々が……アイラ様とお手合わせを？」

「私、王都のことなにも知りません。でも今日初めて騎士団をこの目で見て、こんなにかっこよくて強そうな人たちがおとうさま以外にもいるんだって知りました。ぜひ、私に技を見せてください」

　ぺこりと頭を下げたあと、にぱっと笑ってみせる。褒められたことには、みんなまんざらでもない表情を浮かべていた。

「魔王様とアイラ様本人の頼みでしたら……。しかし、あくまでも技を見せる、ということでよろしいでしょうか。下手にお手合わせをして、傷を負わせることはさすがにできませんので。代表として、団長の私が技を披露させていただきます」

「ああ。それでいい。アイラ、いいな？」

「……はぁい」

　有無を言わせないお父様の圧力に、私はそう返事するしかなかった。お父様、最初から手合わせをさせる気はなかったのね。

「まず、魔法騎士は剣に己の魔力を込めることができるのです。これは、魔法使いとしての才能と剣士としての才能、どちらも極めた者のみがなせる技です。私の場合、扱える魔法の属性は火なので、炎を纏った剣になります」

　そう言うと、団長さんが剣を握り目を閉じた。魔力を込めているのだろう。

　すると、長く大きな剣が一気に燃え上がった。

「おぉっ！　すごい！」

　初めて見る武器と魔法の融合に、私は感動して声を上げる。

「纏う炎の量は、魔力によって調整できます。魔法剣を使えば、両手が塞がっていても剣を振ればファイアの魔法をいつでも発動できるのです」

　魔法使いはみんな、自分の手から魔力を発動するが、魔法騎士は剣からも発動できるのか……。ただの剣より、ずっと強そうだ。

　その後も、団長さんが魔法騎士についていろいろ教えてくれた。私の無茶ぶりで、ほかの魔法騎士さんに、水や雷属性の剣も見せてもらったりした。

「私も剣術を習えば、同じことができるようになりますか？」

　一通り見せてもらうとわくわくが止まらなくなり、私は団長さんに聞いてみた。

「アイラ、お前が目指しているのは魔法騎士じゃないだろう」

　だが、団長さんが答える前にお父様に一蹴されてしまった。わかっているが、こんなかっこいい技を見ると、いつか自分もやってみたいと思うのが子供心である。……中身は二十五歳だけれど。

「アイラ様は、将来の夢が決まっているのですか？」

「はいっ！　私は――」

　聖女になること、と口にしかけたが、私が魔王を退治できる光魔法を使える聖女になりたいなどと言ったら、騎士団は混乱するだろう。お父様の魔力が封印されていることも知らないし……。

「お、おとうさまみたいな、誰にも負けない魔法使いになりたいですっ！」

「アイラ様は魔法がお好きなのですね。国に認められる魔法使いになれば、王宮勤めになることもあります。私は基本、遠征などの仕事以外は国王の護衛を任され王宮にいますので、アイラ様が将来王宮付きの魔法使いになれば、空いた時間にいつでも剣術を教えてあげますよ」

「本当!?　ありがとう団長さんっ！　あと、今度来たときもまた、魔法剣を見せてもらっていいですか？」

「はい。魔王様の許可が下りればいつでも」

　私と団長さんのやり取りを、ほかの団員たちは微笑ましそうに眺めていた。

　こうして、騎士団との時間は終わりを告げた。

　いつもは荷物を置いたら帰るため、滞在時間は一時間もないらしいが、今日はずいぶんと長い間森に滞在してくれた。

「ではまた。本日はありがとうございました」

「ありがとうございました！」

　団長さんに続き、騎士団全員で敬礼をすると、みんなは背を向けて歩きだす。

「……アイラの要望に応えてくれたこと、感謝する。騎士団」

　お父様は、去りゆく背中にそう呟いた。その言葉はきちんと騎士団の耳に届いたようで、全員が一斉にこちらを振り返った。

（ま、魔王様が礼を言っただと……!?）

　口には出さないが、表情でみんなの心の声は簡単に読み取れた。

「本日はとても有意義な時間でした。魔王様」

　団長さんはそう言って、今日いちばんの笑顔を向けた。お父様が返事をすることはなかったが、団長さんは満足げだ。

「またねー！　騎士団さーんっ！」

　私は見えなくなるまで、騎士団に手を振り続けた。

　――行き当たりばったりで動いたにしては、うまくいったんじゃないだろうか？　この調子でほかの人間とも、いい関係を築いていけたらいいなぁ。

　身体に心地よい疲労を感じながら、私はそう思った。




「ねぇ、私、グレンが完全にワーウルフになった姿も見てみたい！」

　騎士団のダイナミックな魔法を見て興奮した私は、そういえばグレンが獣化した姿を一度も見ていないことに気づいて、その勢いのままグレンに頼みにいった。今のグレンは人間よりの姿をしているが、獣化したらもっと狼に近づくはずだ。実際、ゲームで獣化したグレンを見たような気がする。姿はあんまり記憶にない。だからよけい、狼姿のグレンに興味が湧いた。

「私のですか？　身体が大きくなって、獣要素が強くなるだけですよ」

〝だけ〟って……。今の華奢なグレンからは、想像もつかない姿だ。

「お願いグレン！　だめ？」

「アイラ。わがままを言うな。グレンの獣化能力は制限があるんだ。満月を見て二十四時間。そのあいだしか、グレンは獣化できない」

　お父様が、しつこく頼む私を注意した。獣化に制限があったなんて初耳だ。座学で魔法のあれこれや基本的な勉学を教えてもらっているが、グレン自身のことはあまり聞いたことがなかったから。

「そういうことです。今日は魔法剣が見られたので、それで我慢してください」

「はぁい。じゃあ、今度の満月の日、見せてくれる？」

「体力を使うので、戦闘など必要があるとき以外は獣化しないようにしているんです。ここへ来てからは一度もしていません。……それともお嬢様は、今の私の姿では満足いただけないですか？」

　寂し気にグレンが呟いた。私は焦ってグレンに抱き着いた。

「ちがっ！　そんなわけないよ。私、今のグレンが大好きだよ！」

「よかった。お嬢様が六歳にして、変な性癖に目覚めたのかと思いました」

　性癖って……。ご心配なく。獣にしか萌えないなどという特殊性癖は今のところありません。グレンの獣化姿が見られるのは、まだまだ遠い未来のことになりそうだ。

「……グレンがアイラに甘いのは最初からだが、アイラもグレンに甘いな」

　私たちのやり取りを見て、お父様が言う。

「おや。ジェネシス様、嫉妬ですか？」

「ふざけたことを抜かすな」

　冗談交じりに言うグレンに、お父様が即座に言い返す。

　私はてくてくとお父様のところまで歩くと、宙ぶらりんになっていた大きな手を小さな手でぎゅっと握った。

「おとうさまのことも、だーいすき！」

　そう言って、お父様のたくましい腕にすりすりと頬を寄せると、お父様の頬が赤く染まっていく。

「あ、おとうさま、ほっぺがいちごみたいになってますよ。甘くておいしそう！」

「う、うるさい！　誰に向かってそんなことを言っているんだ。それに、だとしたらお前のほうが――」

「……私？」

　私のほうがなんだろう？　コテンと首を傾げると、お父様が自分の手で自分の口を素早く塞いだ。……失言でもしかけたのかな？

「お嬢様のほうが、いちごのようなかわいらしい頬をしている、とジェネシス様は言いたかったようです」

「グレン！　さっきからいい加減にしろ！　勝手に俺の代弁をするな！」

「すみません。口が勝手に動いてしまって」

　お父様に怒鳴られているが、グレンはまったく反省していないように見えた。




「うーん。困りましたね……」

　騎士団の人たちが来てから二週間が経ったころ、座学を終えたグレンがぼそりと呟いた。

「どうしたの？」

「いや、王様からいただいた貢物なんですが、少々量が多すぎまして。このままでは腐らせてしまいそうなものがちらほらと」

　たしかにものすごい量だった。きっとグレンはパンパンになった保冷庫を見て、頭を悩ませているんだわ。

「森の魔物たちにたくさん食べてもらえば？」

「魔物たちにも与えているのですが、彼らも好き嫌いがありますし。捨てるのは良心が痛みますが、全部捌き切るのはなかなかむずかしく……」

　グレンは人差し指をこめかみに当てながら、うーんと唸っている。

　食べ物を捨てるなんて、孤児院にいた時なら考えられない行為だ。なんなら食べ物が足りなくて困っていたくらいなのに――あ。

「グレン！　その余った食材、私がいた孤児院に寄付したらだめ？」

「お嬢様の孤児院に？」

「うん。あそこにはたくさん育ち盛りの子供がいるし、食材ならいくらあっても困らない。先生もすっごく助かると思うの」

　それに、貢物の食材は一級品。ふだんお世辞にも贅沢をしているとは言えない孤児院の食卓に、豪華なものを並べてあげたい。いつもがんばっているカミラ先生にも、おいしいものを食べてもらえる機会だ。

「ふむ。なかなかいい案だとは思います……が、ジェネシス様の許可が出るかどうか。よほどのことがない限り、ジェネシス様は森の外に出るのを嫌がりますから」

「だったら私が頼んでみる。最近のおとうさま、私のお願いはほとんど聞いてくれるもん」

　この前またリーベルツで嵐が起きたときも、なかなか寝付けない私を心配して一緒に寝てくれたし。その際手を繋いでと言ったら少しの時間だけど繋いでくれた。

　スモモと遊んでいるときにお父様が通りかかって、私が頼んで三人で遊んだこともある。

　騎士団に会いたいと言ったら陰で連絡をとってくれ、それがきっかけで不定期だった騎士団の訪問が半年ごとに変わった。ほかにもいろいろと、お父様にはよくしてもらっている。

「なるほど。愛娘のお願いは断れないのが父親ですからね。私もお嬢様のフォローができるよう、一緒についていきます」

　ふたりで悪戯っぽい笑みを浮かべ、お父様のいる執務室へと向かい、ノックをして中に入る。

「どうした。食事の用意ができて呼びにでも来たのか？」

「違います。私がここに来るのはおとうさまに会いたいときと……もうひとつ。なんだと思いますか？」

「……また頼み事か。今度はなんだ」

　さすがお父様。察しがいい。

「孤児院に連れていってほしいんです」

「……なんだと？」

　一瞬にして、部屋の空気が冷たくなった。

「つまり、古こ城こから出ていきたいということか」

　なんだかお父様が無茶苦茶な勘違いをしている気がする。

「それは断じて違いますジェネシス様！　お嬢様が言葉足らずだったようで……私が代わりに説明いたします」

　危険な空気を察したグレンが、素早く私の前に立つと、慌てて誤解を解き始めた。

「実は貢物の数が多く、食材を多く余らせてしまっているんです。それで、お嬢様が自分のいた孤児院に持っていきたいと。そういうことです」

「です」

　私も語尾だけグレンに続いた。

「そういうことか。……アイラの気持ちはわからなくもないが、森の外に出るのはあまり気乗りしない。どうしても必要というなら、グレンひとりで持っていけばいい」

「嫌だ！　三人で行きたい！　孤児院のみんなに、ちゃんと今の私を見てもらって安心させたいの。こんなにも元気にやってるよって。……挨拶もできないままお別れになっちゃったから」

　最後に寂しそうに呟くと、お父様が気まずそうに顔を背けた。自分のせいという自覚があるようだ。

「ジェネシス様の魔法なら、一瞬で孤児院まで行けるではないですか。サッと行って、サッと帰ってくればいいだけの話です。以前のように」

「グレン！　それだと困るの！　ちょっとくらい、私にみんなとの再会の時間を楽しませて」

　じゃれ合うように、軽くグレンの背中を猫パンチしていると、お父様が大きなため息をついた。

「まだ行くとは言っていないのに、はしゃぐんじゃない」

「うっ。ごめんなさい」

　外に出るとなると、やはり厳しいか……。

「だがアイラのことだ。どうせいいと言うまでなにかしら理由をつけて、しつこく頼んでくるんだろう？」

「はい。その通りです」

　即答すると、お父様はふっと笑った。

「わがままな女に育ったものだ」

　あきれたように言うと、お父様は立ち上がった。これって……オーケーってことだよね？

「食事をとったら出かけるぞ。そのかわり、帰ってきてからの訓練は厳しめにいく」

「はい！　ありがとうございます！　……えへへ、楽しみだなぁ。孤児院」

　うまくいったことに、グレンとふたりで親指を立てて笑い合った。

　こうして昼食後、私たちは一年ぶりに孤児院へ行くことになった。




　持っていく食材をグレンと一緒にまとめてから玄関を出ると、お父様が先に待機していた。

「掴まれ」

　私を見るなりそう言ったので、おとなしくお父様の手をぎゅっと握った。

「行くぞ」

　お父様の着ている黒いマントに全身を包まれる。あ、これって、前回と同じパターン？　……やっぱり。

　次に目を開けると、そこは孤児院の庭だった。

「すごい！　瞬間移動だ！　ねぇおとうさま、これってどういう魔法なの？　私にもできるようになる？」

「いや。これは俺じゃないと無理だな」

　にっと口の端を吊り上げ、自慢げに笑うお父様。悔しいけど超絶イケメンだ。

「ジェネシス様は魔王。魔王の魔力は、ほかとは桁違いですから」

　それは一年間レッスンをして重々理解しているが、封印されてもこれだけの魔力って、完全状態のお父様はどのくらいすごいのだろう。

「ほらお嬢様。念願の場所ですよ。私たちを先生のところへ案内してください」

　この前は押しかけるように入ってきたくせに。と思いながらも、その言葉は飲み込んだ。

　なつかしい景色に感動しながら、私は孤児院の玄関のドアをノックする。

　この時間だと、午後の遊びの時間だ。庭にいないってことは、部屋の中で遊んでいるに違いない。

　ノック音を聞いて、すぐにバタバタと玄関へ駆けつける音が聞こえた。大人の足音がひとりぶん。きっとカミラ先生だ。

「はい。なにかご用ですか？」

　大正解。一年ぶりに見るカミラ先生は、以前と変わらず穏やかな雰囲気を纏ったままだ。

「カミラ先生！　アイラよ！」

「……アイラ!?　本物のアイラなの!?」

　きわどい質問だ。中身は前世の記憶を持って転生した日本人なので、本物かと聞かれると微妙である。だが今先生が言っている本物というのは、そういう意味ではない。

「正真正銘、アイラだよ」

「……無事だったのね、アイラ！」

　私との予期せぬ再会に感極まったのか、カミラ先生は涙を流しながら私を抱きしめた。細い身体なのにすごい腕の力だ。お、押しつぶされそう。

「しぇんしぇ、くるしぃ」

「あっ、ごめんなさい。つい力が入っちゃって……」

　先生の腕の力が、すぅっと一気に抜けていった。

「それよりアイラ。逃げてきたのでしょう？　早く中へ入って」

「逃げたって？　誰から？」

「決まってるでしょう！　アイラをここから連れ去ったあのふたりよ」

「ああ、おとうさまとグレンなら一緒だよ！　おとうさまがここまで連れてきてくれたの！」

「え」

　カミラ先生の動きが停止する。

「どうも。ご無沙汰しております。以前はいろいろとすみません」

「……フン」

　すると、〝あのふたり〟がやってきて、私の後ろから先生に挨拶をした。

　みるみるうちに、先生の顔が青ざめていく。この顔、前も見たなぁ。あのときは、私も似た顔をしていたのだろうけど。

「どういうこと!?　アイラ！」

「どういうことって、私、養子に引き取られたんだよ？　だから今は、ふたりが私の家族だよ」

「か、家族って……相手はまお――」

　言いかけて、カミラ先生は口を閉じた。私が魔王と仲良くやっているなんて、信じられないという様子だ。

「心配しないで先生。ふたりとも私にすっごくよくしてくれてるよ。今日はお土産を持ってきたの。みんなにも会いたいから、中に入らせてもらうね！」

「ちょっとアイラ――」

　はやる気持ちが抑えきれず、私は急ぎ足で孤児院の中へ入った。

　いつもの遊び部屋で、みんなが楽しそうに遊んでいる声が聞こえてくる。

「みんな、久しぶり！」

　思い切りドアを開けると、騒がしかった声がぴたりとやんだ。

「……アイラちゃん？」

　最初に声を発したのは、いちばん仲の良かったリンだ。

「アイラちゃんだあぁぁぁ！」

　リンが大声で叫びながら私に飛びつくと、続くように孤児院の子供たちが一斉に私へと押し寄せてきた。く、くるしぃ。

「アイラちゃん、ここへ戻ってきたの？」

「それより、ひどいことされてない!?　みんなアイラちゃんのこと心配してたんだよ！」

「魔王様と一緒に住んでるの？　この一年間なにしてたの!?」

　次々に飛んでくる質問に、耳が追いついてこない。

「えっとね、今日は遊びに来たの。魔王様はみんなが思ってるよりずっといい人だったからなにもされてないわ。一年間、魔法を教えてもらったりしてたの」

「えー！　まほう？　すごい！」

「魔王様って、やさしいんだ！」

　子供は純粋だ。私が言ったことをそのまま事実として、驚きつつもすんなりと受け入れている。

「うん。それに、特別なお土産を持ってきたから、みんなに見せるね！」

「なになに!?」

　再会の興奮もやっと落ち着いてきたので、私はお父様とグレンのところに戻ることにした。

　玄関へ行くと、ちょうど先生に誘導されながら、グレンが荷物を運んでいる最中だった。グレンは今回も、フードのついたコートを羽織り狼の部分を隠していた。

「アイラ、これ、本当に全部もらっていいの!?　すごく高級そうだけど……」

「うん！　食べきれないし、みんなで食べて」

「ありがとう。助かるわ。みんなにも教えてあげないとね。そろそろおやつの時間だし、さっそくいただいたものを出しちゃおうかしら」

「あ、それならおすすめのやつがあるよ！　スノーボールっていうクッキーでね……」

　先生にスノーボールを勧めると、先生はさっそくおやつの準備に取りかかり始めた。

「私も手伝います」

　グレンが背後からひょこっと顔を出した。

「い、いえ……ここは私がひとりでやりますので」

　先生はしどろもどろしながら、やんわりとグレンの申し出を断った。きっとまだ、お父様やグレンに対し、不信感が残っているのだろう。

「そんな。手伝わせてください。ふたりでやったほうが、子供たちにいち早くおやつを提供できるかと」

「それはそうですけど……」

「先生！　心配いらないよ。グレンはこういうの得意だから。それに、すっごく優しいの」

　そう言うと、先生は悩んだ末、グレンに手伝ってもらうことを選んだ。

「アイラがそこまで言うなら……。グレンさん、よろしくお願いします」

「はい。ではお嬢様、ジェネシス様はまだ外にいると思いますので、連れてきてもらってもいいですか？」

　そういえば、さっきからお父様の姿がないと思っていた。

　グレンに頼まれ玄関から出ると、お父様がひとり庭で佇んでいた。

「おとうさま。なにをしているんですか？　一緒に中に入りましょう」

「いや、俺はいい。用が済んだら声をかけてくれ」

　なにに遠慮しているのだろう。人間と関わりたくないのかな。

　でも、騎士団とは結果的にいい関係になりつつあるし、孤児院のみんなともうまくやれると思うのだけれど。

「おとうさまひとりだけ、ここに置いていけません」

「俺が行っても怖がられるだけだ。アイラは気にせず楽しんでこい。……ここへもう一度来たいと、ずっと思っていたのだろう？」

「それはそうですけど……」

　……ひょっとして、私を無理矢理ここから連れ去ったことを気にしてたりする？　だったらなおさら、今日はそれを払拭するいいチャンスだ。

「私、おとうさまのことみんなに自慢したいから、一緒に来てほしいです」

「自慢？　俺のなにが自慢になる」

「ぜんぶです。こんなかっこよくて強いおとうさまは、世界中さがしてもおとうさまだけだもん」

　マントの裾を掴み、お父様を見上げてにっこりと笑った。

「だから私に自慢させてください。さあ、行きましょ。おとうさま」

「お、おい。引っ張るな」

　ぐいぐいとマントの裾を引っ張り、私は半ば強制的に、お父様を孤児院の中へと連れていった。……前は私が強引に連れ去られたのに、今では逆のことをやっているなんて。おもわず笑みがこぼれた。

　私たちが到着すると、ちょうどおやつの準備が終わったころだった。

「アイラ。……あのグレンさんって人、礼儀正しくて力もあって、とてもいい人ね。前回は怖くてこんなこと思う余裕なかったけど、うちにほしいわ」

　カミラ先生は片手を頬に当てながら、手際よくおやつを運ぶグレンをうっとりと見つめていた。……さすがグレン。この数分で先生の印象を百八十度変えるなんて。私のときもそうだったが、懐に入るのがうまい。

　みんなめずらしいお菓子と、飲み慣れていない紅茶に興味津々だ。お父様のことを紹介するのは、ひとまずおやつタイムが終わったあとにしよう。

「おいしい！　アイラちゃん、いつもこんなの食べてるの？　すごいなぁ」

「アイラ、僕たちのためにありがとう」

　みんなの笑顔を見て、私は孤児院に来てよかったなぁと改めて思った。孤児院の子供たちはきっと、ほかの子よりいろんなことを我慢して生きている。だけど、いつだって笑顔が絶えない。小さなことを、幸せだと思える心を持っているのだ。

「……そういえばアイラちゃん、なにか変わったよね」

「え？　どこが？」

「……目！　魔王様と同じ色になってる！」

　一緒におやつタイムを楽しんでいると、リンが大きな声で言った。その場の視線が、部屋で気配を消していたお父様へと集まる。みんな、私とお父様の目の色を見比べているよう。

　そうだ。自分でもすっかり赤に慣れて忘れていた。さすがにずっと一緒にいたリンが、この変化を見過ごしはしないか。だいたい、赤い目の人間は存在しない世界だ。

「実は先生も思っていたの。アイラ、その目はどうしたの？　……無理矢理されたんじゃないわよね？」

　気まずそうに先生が言った。触れていいことかわからなかったのかもしれない。

　カミラ先生は大人だ。いくら私が魔王様は優しくしてくれると言っても、子供みたいにあっさりと〝そうなんだ〟とは頷けないのだ。大人になると、なにごとにも裏があると勘ぐってしまったりもする。

「これは――」

「すごーい！　かっこいい！　それに、アイラちゃんに似合ってる」

　事実を伝えようとしたとたん、リンが瞳をキラキラとさせて言った。

「魔王様と一緒だなんて、強そう！」

「前の緑より、今のほうがかわいい」

　思いのほか、私のイメチェンは子供たちに大好評だった。この反応に、大人たちは目を見張っている。

「でしょう？　私もそう思ったから自分でおとうさまに頼んで、魔法で赤色にしてもらったんだよ」

　さりげなく先生に、無理矢理ではないアピールをする。

「そうなんだ！　アイラちゃんだけいいな～」

「ていうことは……魔王様に頼めば僕たちも変えてもらえるんじゃ？」

　誰かがそう言うと、ひとり、またひとりとお父様のもとへ子供たちが群がった。

　あんなに顔面蒼白で怯えていたのは、もう昔のことだ。私が怖くないと言ったら、孤児院のみんなも魔王が怖くなくなるのだから不思議だ。

「お、おい。なんだお前たちは」

　孤児院中の子供たちに囲まれて、お父様はあたふたしている。その様子を見て、グレンが静かに噴き出していた。

「まおうさま、私の目も変えてください！」

「僕は青色にしたい！」

　……一年前のお父様にこんなことを言ったら、氷漬けにされていただろう。

「……俺はアイラ以外の頼みを聞く気はない」

　そう言って、お父様は逃げるようにその場を去っていった。存在感を消すように、また庭の隅っこに移動するお父様の様子が窓から窺えた。残念だが、また誘いにいっても断られるのが目に見えている。お父様も子供と関わるのが得意ではなさそうだし、今はそっとしておいてあげよう。

　グレンも同じように思ったのか、お父様を追いかけようとする子供たちをうまく引き留めてくれていた。

「ジェネシス様は楽しそうに遊ぶお嬢様を見られるだけで満足されると思いますので、我々は気にせず遊びましょうか」

　こっそりグレンに耳打ちされ、私は頷く。

　その後、グレンはすっかりカミラ先生と子供たちに気に入られ、帰るころにはクタクタになっていた。私も久しぶりに遊びまわったせいか、孤児院でついつい居眠りをしてしまい、気づけば古城へと戻ってきていた。

　今回もみんなにちゃんとバイバイを言えなかった。……ま、いっか！　孤児院には、お父様に頼んでまた連れていってもらおうっと。

　ちなみに、特に厳しくすると言われていた訓練は時間がなく、急遽中止となった。明日はものすごいスパルタ訓練が待ち構えていそう。だけど、今日が楽しかったおかげで乗り越えられる気がした。










風に揺られて




「最近、王都ではジェネシス様の話題で持ち切りだそうですよ」

　昼食後、グレンがにこにこしながらお父様に言う。

　騎士団と孤児院の件があってから、世間では魔王、ジェネシスに関して変な噂が飛び交っているようだ。

　聞いてみると内容は〝魔王が予想に反し、引き取った子供を大切にしている〟や〝魔族は怖くない。魔法の腕もすばらしく、尊敬に値する存在〟など、魔族全体に関することも。おもに騎士団と孤児院が情報源だろう。

　私が養子に引き取られたときも、世間は大騒ぎだったらしい。あのときは〝魔王に殺される〟や〝生贄〟だの、ひどい内容だったと聞いたが今回は逆だ。

　噂が流れることによって、私がきちんとお父様に愛されて育っているということも認識されるはず。まさにいいことづくしだった。

　騎士団と仲良くしたことも、孤児院に行ったことも結果プラスになった。こんなふうに、どんどんゲームのシナリオが改変されるような動きをしていかなくては。

「くだらないな」

「そんなこと言って、まんざらでもないのでは？　また以前のように、攻撃をやめるなんてことも……」

「しつこいぞ。その話は今するものじゃない」

　攻撃という言葉が出た瞬間、お父様の目つきが変わり、怒りを含んだ声でグレンの言葉を遮った。そっか。リーベルツに復讐しようとしていることは、私は知らない設定だものね。……それと、なんだかグレンも一瞬だけ目つきが鋭くなったように見えたのは気のせいだろうか。

「それよりもアイラ。今からひとりで少しのあいだ留守番してもらうが、平気そうか？」

「へっ？　お留守番？」

　熱々のミルクティーをふーふーしながら冷ましていると、急に話題を振られた。

「ああ。俺とグレンは王都の商店に行く用事があってな。お前の子守りは外の魔物たちに頼んでいるから安心しろ」

「商店？　私もついていきたいです」

「だめだ」

　考える間もなく即答された。

「なんでですか？　ちゃんといい子にしてます。お買い物の邪魔はしません」

「だめなものはだめだ。いい子にしているなら、古城で大人しくしていろ」

　ちっとも取り合ってくれないお父様に、私はむすっとしてしまう。頬を膨らませて拗ねていると、グレンが小声で耳打ちしてきた。

「ジェネシス様は、お嬢様が〝魔王の子〟として後ろ指をさされることを心配しているのですよ。いくらいい噂が出回っていても、私たち魔族をよく思わない人々のほうが圧倒的に多いですから」

　……そんなの、全然気にしないのに。

　そう思いながらもこれ以上駄々をこねても困らせるだけだと思い、私は言いつけを守ることにした。私が腑に落ちていないことは、お父様にはお見通しだったようで、お父様は無言で私の頭をぽんっと軽く撫でた。

　ふたりは三十分後には古城を出ていき、私は時間を持て余していた。

　最初は外でスモモを筆頭に魔物たちと遊んでいたが、ほかになにか有意義なことをできないかと考える。

　――そうだ。魔法の練習をしてみよう。ひとりでだって魔法は使えるもの。

　私は苦手な土魔法と風魔法を克服するため今でもがんばっているが、どうも風魔法とは相性が悪い。土魔法はだいぶ上達したけれど、風魔法は苦手なままだった。

　魔物たちが見守るなか、ひとりで風魔法の練習を始めてみる。簡単な魔法は使えるが、中級レベルの風魔法も未だにひとつも扱うことができない。

「えいっ、ウインド！」

　疾風を起こそうとしたのに、私の手から発動されたのはただの小さな空気の衝撃波にすぎなかった。こんな初歩的な魔法すら、成功率は五分の一くらい……。学園への入学はまだあと九年もあるとはいえ、早めに風魔法を克服しないと天才クリスタとの差は開くばかりだ。

　しかし、その後何度やってもうまくはいかなかった。最恐――いや、最強の魔王と言われるお父様に教わってもうまくできないのだから、ひとりでやるなんて端から無謀だったのか。

「力が入りすぎなんだと思うよ。もっと肩の力を抜いてみなよ」

「……えっ？」

　半ばあきらめムードになり地べたにへたりこんでいると、急に背後から知らない声が聞こえた。

　人型の魔族はお父様とグレンだけだから魔物が話すわけないし……誰!?

　振り返ると、見たことのない少年が立っていた。

　薄緑色の髪の毛をなびかせ、まっすぐこちらに向いている瞳は、以前の私と同じ翡翠色。年齢は私と同じくらいだろうか？

「あなた誰!?　どうしてここにいるの？」

　魔族しかいないはずの森に、見知らぬ人間――つまり、部外者が入ってきた。魔物たちは急に殺気立ち、私を守ろうとしてか、少年を威嚇する。

「ギャァ！　ギャァ！」

　お馴染みのカラスが少年の肩や背中を突くと、少年は驚きと痛みで声を上げた。

「わあっ！　なにするんだ！　僕、悪いことはしないよ。信じて！」

　初対面だが、この子に悪意があるようには思えなかったので、私は魔物たちを落ち着かせて、彼の話を聞くことにした。

「……魔物や魔王様がどんなものか気になって、つい森に入っちゃったんだ。それで君を見つけて……勝手に入ってごめんなさい」

　よほど怖かったのか、少年は半べそ状態で謝ってきた。

「大丈夫。こちらこそ怖がらせてごめんね。それより……ひとりでここまで来たの？」

　この場所が、大きな森の奥地だということはわかる。こんな小さな男の子が迷わずに辿り着くなんてできるのだろうか。

「うん。僕、騎士団にあこがれてて……それでこの前、騎士団が魔王のいる城に行くって話を聞きつけて、こっそり後をつけていたんだ。バレる前に帰ったんだけど、そのときに道を覚えてて」

　どうしても気になって、再度ひとりで訪れたってわけか。……魔王の古城に単独で乗り込むなんて、なかなかの勇者ね。

「残念だけど、今おとうさまは王都にいるの」

「えぇ!?　魔王様が王都に!?　……それじゃあ僕、大人しく王都にいたら会えてたってこと？」

「確実にかはわからないけれど、可能性はあったかも」

「ツイてない。でも、そのかわり君に会えたからいいや」

「ふぇっ!?」

　動揺して、裏返った変な声を上げてしまった。

　出会って数分でこんなキザなことを言えるなんて、どんな教育を受けてきたの!?

　よく見ると着ている服の質もかなりよさそうだし……貴族の子かな？

「君、風魔法の使い手？　僕もなんだ！」

　そう言って、彼は私が苦戦していた疾風を巻き起こすウインドの魔法を発動する。

「私は今ぜんぶの魔法を特訓中で……風魔法が苦手なの」

「ぜんぶ!?　五種類の属性を扱えるってこと!?」

　この驚きよう、人間で五種類使える魔法使いがどれだけ稀なのかがよくわかる。

「そうなりたくて特訓中なの。……そうだ！　あなた、風魔法が得意なら私に教えてくれない!?」

　風魔法の使い手に教えてもらえたら、なにかヒントを得られるかも。

「えっ？　いいけど……勝手に抜け出してきたから、あんまり時間がないんだ。もうすぐ帰らないと」

「ちょっとでいいの。五分だけでもいいから、だめ？」

　自然と、いつもお父様にやっているような上目遣いになる。

「……！　いいよ。教えてあげる」

　少年は顔を赤くして、なぜか私から目線を逸らした。

「さっきも言った通り、肩の力を抜いて――」

　それから私は、時間が許す限り風魔法を教えてもらった。

　わかりやすく丁寧で、失敗しても励ましてくれる。彼との魔法の練習は楽しくて、あっという間に時間は過ぎていった。

「ウインド！」

　さっきまで風と言えるものはひとつも出せなかった私の手から、ビュゥッと音を立てながら風が出てきた。近くの草や花を揺らすほどの小さな風だが、それでも大きな進歩だ。

「よし！　これで五回連続成功。もう大丈夫だね」

「やったあ！　ありがとう。これでおとうさまに褒めてもらえるわ」

　ふたりでハイタッチをすると、魔物たちも一緒に喜んでくれた。

「あ……さすがにそろそろ行かないと」

　五分どころか三十分は付き合わせてしまったが、彼がお家の人に怒られやしないだろうかと心配になる。

　本音を言うともっと一緒に魔法の練習をしたかったけれど、これ以上引き止めてはだめだ。

「ごめんね。私のわがままにつき合わせちゃって」

「いいんだ。僕もすっごく楽しかった」

「じゃあ……また教えてくれる？」

　遠慮がちに言うと、彼はうれしそうににこりと微笑んだ。

「もちろん。約束」

　小さな手が、私の頭を優しく撫でた、大きさも、撫で方もお父様とは全然違う。だけど、触れられたときの心地よさは同じだった。

「じゃあ、僕は行くね」

「うん。またね」

　大きく手を振りながら、風のように去っていく彼を見えなくなるまで見送った。孤児院の子たち以外で、同年代の男の子と話したのは初めてだ。お父様の言うことを聞いて留守番をしていてよかった。

　――また会えるかな。ふふ。楽しみ。

　だが、それから九年。少年がまた森へ来ることは一度もなく、彼の存在は、私の記憶からも薄れていった。










ゲームが始まります！




　前世の記憶を取り戻し、魔王の子となってから十年の月日が経った。

　十五歳になった私は、ゲームでよく見たお馴染みのアイラの姿へと成長していた。お父様やグレンは十年経ってもまったく変わっていない。魔族は老けないという事実を、私は目の当たりにしたのだった。

　そしていよいよ明日、私はリーベルツ魔法学園へと入学する。

　魔法学園は魔力を持つ十五歳の人間が、一年間だけ通う魔法授業に特化した学園だ。だが、すべての魔法使いが学べるわけではない。王都にある学園はもちろん学費がかかる。そのため入学できるのは上流階級生まれの魔法使いと、魔力が高いと認められた、学費免除の特待生だ。

　ほかの魔法使いは独学で魔法を学ぶか、ほとんど魔力を上げられぬまま終わることも多い。そのせいか、力ある魔法使いはほぼ貴族出身の者ばかりになっている。

　明日から学生となるので、ずっと続いてきたお父様との魔法訓練も今日で終わりだ。このレッスンに真面目に打ち込んだ成果なのか、私は本来のアイラよりも遥かに魔力を高めることができた。三種類の属性しか会得できないはずだった魔法も、今の私は五種類すべて扱える。……風魔法は、未だに苦手ではあるが。

「お父様、私、がんばって加護を授かります」

　最後のレッスンを終え、私はお父様にそう告げた。

「……ああ」

　改めて決意表明したつもりが、なぜかお父様は浮かない顔をしている。

「どうしたのですか？　私が聖女になる。それがお父様の長年の夢であり、目的なのでしょう？」

「そうだ。いや、そうだったが……」

　口ごもるお父様を見て、私はお父様が改心したのかと期待した。人間への復讐などやめようと、この十年で考え直したのではないかって。

「とりあえず、十年間よくがんばった。今日はお前の好物をグレンに作ってもらおう」

「……はい。ありがとうございます」

　しかし、お父様が改心の意を言葉にすることはなかった。私を聖女にしたい理由も、結局隠したままだ。

　――まだ復讐心は残っている、ってことかしら。

　この十年間、やれることはやった。お父様の信頼も得たし、ゲームと違い仲良くなることには成功した。

　だけど私の本当の闘いはこれからだ。明日入学。つまり、〝めいぷれ〟のゲームがスタートするということ。

　破滅エンド回避のため、絶対にフォーチュンの加護を授からないと！

　ひとりで打倒クリスタを意気込み、明日に備え、今日は早めに眠りにつくことにしたのだった。




　ついに迎えた入学式当日。

　ひそかにあこがれていた、リーベルツ魔法学園の制服に袖を通し、私は浮足立っていた。白シャツにハイウエスト気味のグレーのスカート。赤チェックのリボンに黒のローブ。ゲームの立ち絵で見たときから、かわいいと思っていたのだ。

　学園は王都の真ん中にあり、広さも申し分ないという。国が相当なお金をかけて建てたのだろう。

　門前に着くと、想像より大きな建物で驚いた。

　……この一年間を無事に乗り越えられれば、破滅エンドに怯える日々も終わる。よし、がんばろう。

　胸に手を当て大きく深呼吸をすると、私は学園の敷地内へと足を踏み入れた。

　周りは私と同じ制服を纏った入学生だらけだ。知り合いがひとりもいない私は、楽しそうに話す入学生を横目に通り過ぎていく。

　十年間、何度も孤児院へ遊びに行った。けれど、みんな遠いところへ養子にもらわれたり、魔力を持っている者がいなかったりで……一緒に魔法学園へ通うことは叶わなかった。ひとりでも知り合いがいれば、心強かったのだが。

　いちばん仲の良かったリンは、子供に恵まれなかった伯爵家の養子になった。辺境地に住んでいるのと、向こうの都合もありなかなか頻繁に会うことはできないけれど、今でも手紙のやり取りはしている。貴族の教育が肌に合わないと、この前手紙で嘆いていた。無事に生きて学園を卒業できたら、お嬢様になったリンと会いたいものだ。

　加護を授かることも大事だけど、友達を作るのも大事よね。

　ゲームのアイラは高飛車で意地悪な性格、加えて魔王の子供という理由で孤立していたが、そんなシナリオ通りの展開は捻じ曲げてやるわ。

「なぁ聞いたか？　今年の新入生、すごいらしいぞ」

　入学式が行われるホールに入り、指定された椅子に座っていると、周りからそんな声が聞こえおもわず聞き耳を立てる。

「五種類の魔法が使える超人がふたりもいるって話だ」

　ぎくりとして、ドクンと心臓が跳ねた。

「らしいわね。ひとりは農民の娘、特待生らしいわ」

　まず話題に上がったのは、私ではなくヒロインのクリスタだった。庶民でまともに魔法を学んでいないのにすさまじい魔力を持っているだとか、聖女に選ばれる者に多いピンクの髪をしているとか。聞きながら、こうして噂は人々に渡っていくのだなと感じた。

　すると、ホールにひとりの女子生徒が入ってくる。

「なぁ、あの子じゃないか？　噂の聖女候補」

　誰かが言うと、一斉に視線がその女子生徒へと集まった。もちろん私もそのひとりで――そしてその姿を見た瞬間、息を呑んだ。

　ふわふわなピンク髪。透き通った白い肌。キラキラ光る青い瞳――間違いなく、〝めいぷれ〟の正規ヒロイン、クリスタの姿がそこにあったのだ。

　――生クリスタ、かわいすぎない？

　あまたのイケメンたちが虜になるのもわかる。現に周りの生徒たちもクリスタにくぎ付けだ。かわいらしいビジュアルは、特に男子生徒の目を引いている。

　クリスタが席に着くと、また噂話が再開された。

「もうひとり、とんでもない女子生徒がいるらしいぞ。ほら、みんな知ってるだろ。魔王に引き取られた孤児の話」

　次に話題に上がったのは、悪役王女の私だった。

「魔王に育てられて、とんでもない魔力を得たって話よ」

「なんかそれってズルだよな。魔王の力を借りるなんて……」

　――はぁ？　こっちは今日まで死にもの狂いの努力をしたっていうのに。ズルっていうなら、主人公チートがあるクリスタのほうでしょう！

　イラッとするが、なんとか心を鎮める。

　私は十年間、王都に出ることがなく、関わった人間は孤児院と騎士団の人たちだけだった。だからみんな、魔王の子供の姿を知らないのだ。

　こんなすぐそばに張本人がいると思わず、噂話は続行される。私にとっては地獄のような時間だ。クリスタと違って、事実無根なものばかりなのも気に食わない。

「にしても魔王の子供って、どんな人なんだろうな？」

「魔王に赤い瞳にされて、人間から魔族にされたって聞いたわ。特徴は赤い瞳……ひぃっ！」

　噂話をしている女子生徒を無意識に睨みつけていたようで、ばっちりその生徒と目が合ってしまった。噂通りの真っ赤な瞳を見て、彼女は小さな悲鳴を上げた。

　クリスタのときと同様、周りの視線が一斉にこちらへ集まった。

　愛想よくしておこうと思い、にこりと微笑んでみるが、誰も私に笑顔を返さない。それどころが、私が微笑んだ瞬間全員が視線を背けた。

「……おい、魔女が笑ってるぞ」

「なんだか気味が悪いわ」

　誰が魔女だ。人の笑顔を見て気味が悪いとはなんだ。

　その後、あっという間に私が魔王の子――魔女であるということが広まった。

　入学式が終わって教室へ入っても、私に話しかける者は誰もいなかった。通路を歩けば左右にサッと避けられ、ひそひそ話をされる。

　それに比べクリスタは、すでに攻略キャラのひとりである公爵家の令息、サイラスと接触し仲良くふたりで会話している。存在感のある赤い髪にくっきり二重のオレンジの瞳。細身でスラッと長い脚におもわず目がいってしまうほどのスタイル。ふたりが並ぶと、まるで王子と姫のよう。その様子を遠巻きに眺められ、羨望の眼差しを集めているではないか。

　きっと今後もほかの攻略キャラたちを次々と落としていくのだろう。この世界のクリスタが誰ルートに入るのか、こちらも勝手に楽しませてもらおうじゃない……と、これからの学園生活に余裕を見せていた私だった。しかし、その余裕はあっという間に崩れ去る。




　入学から一週間。

　――ひとりも友達ができない！　それどころか、私が近寄るとみんな逃げていく！

　教室で、私はひとり頭を抱えていた。

　そう、未だに生徒の誰ともまともに会話ができていないのだ。

　ごきげんよう、と声をかけても怯えられ、あきらかに周りから避けられている。

　魔王は怖い存在ではない、という噂も王都で出回っていたはずなのに。……結局、直接関わることのあった騎士団と孤児院の人たち以外の理解は得られなかったのか。

　私が学園で孤立しているあいだに、クリスタは明るく親しみやすい性格とぶりっこ――じゃなくて女性らしいかわいい仕草で、すでに学園のマドンナになりつつある。

　サイラスやほかの攻略キャラ、生徒会長で伯爵家の息子のバートと一緒にいるところもちらほら見かける。バートは青い髪でキリッとした目つきのインテリ眼鏡キャラだ。さすがクリスタ、好感度上げも抜かりない。

　入学してから〝めいぷれ〟のキャラたちを実際に見られてうれしかったけれど、そんなことはもうどうでもいい。今の私は、自分の状況を変えることしか頭になかった。

　だって、このまま孤立しているとゲームのアイラと変わらない。圧倒的ヒロイン力で私と正反対の扱いを受けているクリスタに、嫉妬心すら湧いてしまっている。

　……邪念があってはフォーチュンから加護を受けられない。ゆえに、嫉妬にまみれ心の汚れたアイラは加護の対象外になったのだから。

　クリスタに嫉妬などしてはだめ。頭ではわかっていても、心がいうことをきかない。

　味方がいないって、こんなに寂しいんだ。怖がられるって、こんなに悲しいんだ。

　……誰かひとりでいいから、友達になってくれたらいいのに。

　大きなため息をつきながら、私は教室から出ていった。今日も友達どころか、誰とも会話できなかった。

「ねぇ！　そこの君、ちょっと待って！」

　後ろから声が聞こえる。私じゃない誰かを呼んでいるのだろう。

「あれ、聞こえてない？　おーい！」

　それだけ大きな声を出せば聞こえていると思うけれど。

「ねぇってば！」

「きゃあっ！」

　がしっと背後から思い切り肩を掴まれ、私は驚きの声を上げた。

「ご、ごめん。……また驚かせた？」

　振り返ると、知り合いでもなんでもないひとりの男子生徒が立っていた。初対面のはずなのに、〝また〟って、どういうこと？　それよりも。

「あなた、私のことを呼んでいたの？」

「そうだよ。まさか気づいてなかった？」

　初めてだ、学園で話しかけられたのは。

　あまりのうれしさに、私は感動して顔を覆った。たぶん今、死ぬほどにやけている。

「君、魔王様の古城に住んでいるだろう!?」

　男子生徒は目を輝かせ、私に言った。知っていて話しかけてくれたのか。

「そうだけど……」

「僕のこと覚えてる？」

　そう言われても見覚えがない。

「覚えてないか。残念。でもきっと、すぐに思い出すよ」

　首を傾げる私を見て、彼は笑いながら言った。

「じゃあ、また明日！」

　手を振りながら、颯爽と男子生徒は去っていった。初めて私と接触した生徒が現れたことに、周りにいた生徒たちもポカンとしている。

　今の人、攻略キャラかな？　でもあんな人いなかった気がする。……ま、いっか！　急がずともこれから思い出すって言っていたし！




「学園はどうだ？　慣れたか？」

　古城へ帰ると、お父様に近況を聞かれた。入学してから学園のことはあまり聞かれなかったが、一週間も経てばさすがに気になったのかもしれない。

「徐々に慣れていけそうです。がんばります」

　そう言うと、お父様は眉をひそめた。……まずい。微妙な返答をしたせいで、学園で浮いてるってこと悟られちゃった？

「……アイラ。お前をいじめる愚かな人間がいたら、俺が消しに行ってやる」

　ものすごく真面目な顔つきでお父様は言った。言っていることは恐ろしいが、私からしたらただの親バカ発言にしか聞こえない。

「魔王の子をいじめる度胸がある人間はさすがにいませんよ。ジェネシス様」

　それはグレンも同じだったようで、私たちは顔を見合わせて笑い合った。

　そうだ。今の私には、お父様とグレンっていう最強の味方がついている。

　学園で距離を置かれていたとしても、決して私はこの世界でひとりではない。それに……放課後話しかけてくれた彼が、私の友達になってくれるかもしれない。

　そう思うと、後ろ向きだった考えなど吹き飛んでいく。さっきまであった醜い嫉妬心は、綺麗さっぱり消えていた。










再会と約束




　いよいよ、学園で本格的に魔法の実技授業が始まった。

　入学後の一週間は学園の案内や委員会決めなどが多く、授業も座学のみだった。その座学の内容は数年前にグレンからすでに教わっていたので、授業中は眠くて仕方なかったけれど、やっと思い切り魔法を使うことができる。

　魔法学園は四クラスに分けられており、入学前に自分の使える属性を学園側に提出している。これは、同じ属性の魔法使いがひとつのクラスにまとまらないようにするためらしい。

　そのため、クラスにはバランスよくいろいろな属性の魔法使いがおり、火なら赤、水なら青、雷なら黄色、土ならオレンジ色、風なら緑色のバッジを制服の胸元につけることになっている。使える属性すべてのバッジをつけることが義務づけられているため、私は全種類のバッジをつけていた。もちろん、クリスタの胸元にも私と同じく五個のバッジがつけられている。

　実技授業は二組合同となっており、今日は午前の授業でＡ、Ｂ組が実技。午後の授業でＣ、Ｄ組の予定だ。私はＣ組なので、実技授業はこれからだ。

　グレンに用意してもらったお弁当をお腹いっぱい食べ、体力も回復したので準備は万端だ。

　授業の時間が近くなり、指定された場所である校庭へ向かうと、すでに大半の生徒たちが集まっていた。……ん？　なんか人だかりができている。なんだろう。

　背伸びをして覗いてみると、輪の中心にクリスタがいるのを確認し、おもわず顔をしかめる。

　クリスタはＤ組だから、実技授業はこれからも一緒に受けることとなる。五種類使える魔法使いがふたりもいるなんて、どちらかはＡかＢクラスにすればよかったのに。

　そう思うが、ゲームの設定上、悪役の私がクリスタの近くにいることになるのは当然なことで……そもそも私は魔法を三種類しか使えない予定だったんだものね。もちろん、攻略キャラのサイラスとバートの姿もあった。

「クリスタの魔法を見られるの、とても楽しみだよ」

「すごいわよね。そのバッジの量」

　同じ量のバッジをつけているというのに、誰も私には見向きもしない。

「そんな……なんだかプレッシャーだなぁ。ふふ」

　複数の生徒たちにおだてられ、クリスタは照れながらふにゃりと笑った。声までこんなにかわいいだなんて聞いてませんけど。

「よし、授業を始めるぞ！　俺は今日の実技を担当するロブだ。土魔法使いだがほかの属性も少しなら扱える。よろしくな」

　先生がやってきてゆるめの挨拶をすると、さっそく実技がスタートした。ロブ先生、彼も攻略キャラのひとりだったわね。鎖骨くらいまである茶髪を後ろでひとつに結わえているのがトレードマーク。筋肉質な体形でめいぷれのワイルド担当。イケメンで気さくな性格なので、男女問わず人気な先生だ。Ｄ組の担任だから、すでにクリスタとはある程度関わっているはず。ひいき目なしにちゃんと評価してくれたらいいけど……まだ学園生活は始まったばかりだし、よけいな心配か。

「今日は最初だし、ひとりひとりの現在の魔法レベルを確認していくぞ。簡単な実力テストだ。属性ごとに分かれて並んでくれ――お、すごいな。今年は五種類扱える生徒がいるのか。しかもふたりいるとは……学園設立以来、初めてのことだな」

　先生は驚いたように言いながら、たったふたりで列を作る私とクリスタをチラリと見た。

「あの、私クリスタっていいます。同じバッジの人がいてうれしいです」

「え？　あ、よろしく。私はアイラよ」

　突然クリスタに話しかけられ、私はうろたえながらも返事をした。クリスタはにこりと微笑むと、前を向いて黙ってほかの生徒の魔法を見始めた。

　そういえば、今のってゲームで初めてアイラが出てくるシーンだったような。全種類の魔法が扱えるクリスタと三種類の魔法が扱えるアイラが同じ列に振り分けられて、クリスタは友好的にアイラに挨拶をするものの、感じ悪く接される。

　その後、アイラが魔法を披露し一度はその場の注目を浴びるが、次に披露したクリスタがすごすぎて、アイラはただのかませ役になってしまうってシナリオだ。

　ヒロインとしてゲームをプレイしていたときは『アイラざまぁ』と爽快な気分だったが……今は私がアイラだ。シナリオ通りになんていかせないし、魔王の子として、魔法で同級生たちに負けるわけにはいかない。

　ほかの属性の生徒たちがひとりずつ魔法を披露し終えると、最後に私たちのターンが回ってきた。

「じゃあまずは、アイラ・アルバーン。火、水、雷、土、風の順で、それぞれ今できる最高レベルの魔法を見せてくれ」

「はい。よろしくお願いします」

　私のほうが後ろに並んでいるのに、順番はシナリオ通り私が先か。魔王の娘である私より、特待生のクリスタのほうが先生の中では期待値が高いのかしらね。

　校庭の中央まで行くと、私は目を閉じて深呼吸をした。初めての環境に、少し緊張していたからだ。

　大丈夫。いつもみたいにやればいいだけ――かませ役どころか、私の魔法でここにいる全員を圧倒してやるんだ。

　気持ちを落ち着かせ、私はただ今自分ができうる限りの魔法を順番に披露した。火柱を出現させ、水の壁を作ってお次は巨大な雷球、土人形はサービスで一気に大きめサイズを二体。

　生徒たちに被害が及ばないギリギリまで広範囲に、威力の高い魔法をこれでもかというほど見せつけてやった。

　私を見てひそひそと話していた生徒たちが、一瞬にして静かになったのがわかる。今日一度も出ていない高難易度の魔法を私が披露してみせたからだろう。

　最初の三つは得意だし、土魔法だって、火、水、雷には劣るがちゃんとできた。最後は……苦手な風魔法。

　ここまで順調に魔法を成功させてきたせいか、失敗を恐れた私は、風魔法だけ簡単なものを選んでしまった。ただ突風を起こす魔法だ。もっとレベルが高い魔法が扱えるのに、逃げてしまったのだ。

　すべて披露し終えると、生徒たちが目を丸くして私のほうを見ていた。

「あ、あの、終わりましたけど」

「え？　ああ、そうだったな。あまりに素晴らしいから、余韻に浸っちまった」

　そう言うと、先生が拍手をしてくれた。どうやらうまくこなせたようだ。

「これだけの魔法が扱えるなんて、ものすごい魔力と才能を持っているんだな。……魔王様に教わったりしたのか？」

　ロブ先生も、私が魔王の子だということは知っていたようだ。

「はい。幼いころから父が教えてくれました。……私が父から魔力をもらったなんて噂もありますが、とんでもないことです」

　さりげなく、この場を借りて誤解を解いておく。

「素晴らしき父の教えと、自分の努力でここまで成長したということをわかってもらえるとうれしいです」

　入学式で私のことを悪く言っていた生徒たちに笑いかければ、ぎくりとした表情を浮かべた。信じてもらえるかはみんな次第だが、とりあえず反論してくる者はいない。私の魔法で、噂好きの生徒を黙らせることはできたようだ。

「よくやったアイラ・アルバーン。戻っていいぞ。それじゃあ最後は……クリスタ・フォスター！　前に出ろ」

「は、はいっ」

　クリスタが立ち上がると、周囲の生徒たちがどっと沸いた。

　激励の声を浴びながら、クリスタがこちらへやってくる。すれ違いざまに見た彼女の顔は、不安げに曇っていた。

　――どうしたんだろう。まさか、自信がないとか？

　クリスタの魔力は高く、いわゆる天才だ。だけど、私がクリスタのレベルをこの時点で超えていたのだとしたら……あの表情にも頷ける。

　見ないことにはクリスタの実力がわからないので、私は黙って見守ることにした。

　私同様に、火の魔法からひとつずつクリスタは実演していく。だが、レベルは私よりも低いものばかり。一般的に見たらじゅうぶんすごいのだが、私が十年間で培ってきた魔力は、クリスタの恵まれた魔力を上回っていた。

　周りの生徒たちが、ハラハラしながらクリスタを見ている。私より先だったら歓声が飛んでいたことだろう。

「……わぁっ！」

　しかし、最後の風魔法でクリスタは意地を見せた。上級レベル魔法である竜巻の魔法を披露したのだ。竜巻はひとつではなく、クリスタの周りを囲むように三つも形成されている。

　当然周りは歓声を上げ拍手喝采。張り詰めていた空気は、クリスタの風魔法で吹き飛ばされた。

「見事だクリスタ！　ものすごい魔法を見せられたあとでよくやったぞ！」

　先生に褒められると、クリスタは早足でこちらへ戻ってくる。

「緊張して、全然うまくできませんでしたぁ……ごめんなさい」

「そんな！　クリスタの魔法は最高だったよ」

「やっぱり緊張していたのか。みんなわかっているから大丈夫だ」

　半泣きになっているクリスタを、サイラスとバートが慰めた。続くように、ほかの生徒たちもクリスタを取り囲み始めた。なんだこの図。

「……私なんかよりアルバーンさんのが全然すごいわ。……私はただの庶民だもの。魔王の子には敵いっこないわ」

　ぐすんと鼻を鳴らし、目尻に涙を溜めるクリスタを囲んでいた生徒（主に男子）たちが、キッと私を睨みつけ口を開く。

「魔王が父親だなんて、魔力が高くて当たり前だ」

「チートだよな。実力があって当然だ」

　誰がチートですって？　私の魔法は、父親が魔王ってだけで誰にも評価してもらえないの？

「それに、風魔法は全然だったじゃないか。クリスタの風魔法のほうが何倍もすごかった。誰の教えもなくあそこまでできるのは、クリスタの努力の証だ。本調子のときにやれば、絶対にクリスタのほうがすごいよ。魔王様に教わっても風魔法がアレじゃあな」

　うっ……。サイラスに痛いところを突かれ、なにも言えなくなる。お父様は最後まで、私の風魔法が上達するよう丁寧に教えてくれていたのに。

「もしかして、魔王様も風魔法は苦手だったんじゃないか？　ははっ！」

　クリスタを慰めたいからか、からかうようにそう言われる。私だけでなくお父様を侮辱された怒りで身体が震えてきた。あんなに大好きなキャラクターだったのに……幻滅した。

「やめておけ。魔王様になにされるかわからないだろ」

　冷静にバートがサイラスを窘たしなめる。わかってるじゃない。これ以上私を侮辱すると、あなたたちはお父様の手でこの世から消されることでしょうね。

「ちょっと、言わせておけば好き勝手に――」

「いい加減にしてっ！」

　我慢の限界がきて私が反論すると、遮るようにクリスタが声を上げた。

「アルバーンさんは悪くないわ。魔法だって彼女の実力でしょう？　責めちゃだめよ。私がもっとがんばればいいだけだから……気分を悪くさせてごめんなさい」

　健気に謝罪するクリスタを見て、サイラスとバートがあきらかに胸キュンしている。

「クリスタはなんて優しいんだ」

「それに比べてあの女は自分の実力をひけらかして、謙虚さの欠片もない」

　私は怒りを通り越し、軽く眩暈がした。

　だいたい、魔王の子だから魔力が高い、という方向に持っていったのはクリスタ本人なのに。それに、いくらクリスタが超絶かわいいからってほかの生徒たちも擁護しすぎでは？

　そもそも、この世界はなるべくクリスタに優しい世界になるようにできているのか。〝めいぷれ〟はクリスタがヒロインの世界だから――。




「そんな乙女ゲームの強制力に負けてたまるかぁ！」




　放課後。

　私はひとけのない裏庭で、ひとり居残り練習をしていた。今日の実技授業のときの出来事が、悔しくてたまらなかったから。

　――絶対に風魔法でもクリスタに勝ってやる！

　お父様から魔法を教わるのは、学園入学までと決まっていた。そこからは自分でがんばるのだと。……たぶん、頼めば優しいお父様は教えてくれるだろうが、それじゃあだめだ。結局、お父様に頼ったことになってしまう。いつまでもお父様に甘えてはいけない。まずは自分でがんばってみよう。

　一時間ほど風魔法の練習を続けたが、いくらがんばっても竜巻はひとつしか起こすことができない。これをあとふたつ起こすとなると、いったい何時間――いや、何日かかるか。

「……よし、もう一回やってみよう」

　姿勢を立て直すと、後ろから芝生を踏む足音がした。振り返ると、先週の放課後、私に声をかけてきた男子生徒が立っていた。

「うん。いい感じ。でももっと肩の力を抜いたらどうかな」

　目が合うと、彼はそう言って笑った。

「あ、あなた……この前の」

「勝手に秘密の特訓を見ててごめん。でも、困ってるようだから、今こそ約束を果たすときかなと思ってさ」

　会ったそばから、わけのわからないことを言ってくる。

「約束って、どういう――」

　すると、遠い過去の記憶が蘇ってきた。

　……あれ？　前にも、同じようなことがあった気がする。よく見ると彼の顔にも見覚えがある気が……。

「あーーっ！　あなた、あのときの男の子!?」

「思い出した？　久しぶり」

　私がまだ六歳のとき。森で留守番を任されて、風魔法の練習中に出会った男の子だ。身長もかなり伸びて、顔立ちもずいぶん大人っぽくなっているからわからなかった。

　そういえば『また教えてくれる』って約束したんだったよね。ずっと会えなかったから忘れていた。

「アイラ。君の名前は噂で聞いたよ。僕の名前はフィル。また会えてうれしいな」

　フィル――九年越しの自己紹介となったが、それよりもっと聞きたいことがある。

「フィル、約束を覚えていたならどうしてもっと早く会いにこなかったの!?　私、古城でずっと待っていたのに……」

「ごめん。勝手に森に行ったのがバレて、両親に〝二度と行くな〟って叱られたんだ。何度か目を盗んで行こうとしたんだけどうまくいかなくてさ。……ていうか、僕のこと忘れてたくせによく言うよ」

「そっ……それは、ごめんなさい」

　フィルにも来られない事情があったようだ。でも、ここで再会できるなんて、なんだか運命のようなものを感じてしまう。

「アイラ、今日の実技すごかったね。感動したよ」

「え？　フィル、同じクラスにいたっけ？」

「僕はＤ組だからね。でも、今日は午後の授業前に熱を出しちゃってさ……授業を休むことになってしまったんだ。ゆっくりしたおかげで今は元気だよ」

　大事な最初の実技授業で熱を出すなんて、フィルったらツイていない男だ。

「保健室の窓から、校庭の様子を眺めていたんだ。君の魔法は誰よりもすばらしかったよ！　風魔法だって、あのころよりずっとうまくなった！」

　当時と同じくらい瞳を輝かせながら、フィルは私の両肩を掴んだ。

「でも……クリスタよりは全然できていないし。私の魔力が高いのは、魔王の子だからだってみんな言うわ」

　せっかく褒めてくれたのに、今の私は素直に喜ぶことができなかった。どうしてか、フィルに弱音を吐いてしまう始末だ。

「誰がそんなことを？」

「みんなよ。誰も私の魔法を認めてくれない。だったら、認めざるを得ないくらいもっともっとがんばらないと。風魔法が苦手なことで……お父様まで馬鹿にされたくないわ」

　そう言って俯く私の頭を、フィルが励ますようにポンポンと優しく叩く。

「アイラ、安心して。約束通り、僕がまた風魔法を教えてあげるよ」

「……クリスタの魔法を見ていたでしょう？　いくらフィルが風魔法使いだからって、竜巻を三つ起こすなんてできるの？」

　今日いた風魔法使いの中に、そんな技を持っている者はいなかった。十五歳であんな魔法を扱える人なんてそういない――。

「え？　できるけど」

　と、思っていたのに。

「……今なんて？」

「だから、僕ならできるよ。なんなら四つ出せる。アイラも練習すれば、クリスタよりうまくなれるよ。君はセンスがいいからね」

　よ、四つ!?　じゃあ今日フィルが授業に出ていたら、風魔法の成績はフィルがトップだったってこと!?

「私、ひとつ出すのにもヒィヒィ言ってるんだけど」

「ひとつは出せるんだね？　じゃあ何個だって同じだよ。つべこべ言わず始めようか。日が暮れちゃうよ」

　そんな簡単にできたらこんなに困っていない。

　でも、フィルの言う通りだ。うじうじして愚痴を言う時間がもったいない。

「お願いフィル。私に風魔法を教えて」

　そう言うと、フィルは強く頷いた。

　九年前と同じように、時間が許す限りフィルに魔法を教わることになった。

「魔法使いにはそれぞれ自分に合った属性がある。普通はそのひとつを磨くんだけど、アイラは五種類できるっていう特殊なタイプだ。すべての属性に同じだけの魔力を分散するのは、かなりむずかしいと思う。現に風魔法だけうまくいかないのは、そういう理由があるんじゃないかな」

　練習を始める前に、フィルが言う。

「風魔法に対する魔力のコントロールが、あまりうまくないってことよね」

「そうなるね。アイラ。過去に風魔法で魔力を暴走させたりした経験はない？」

　フィルに言われて思い返すと、一度だけそんなことがあった気がする。

　苦手を克服するのに必死で、風魔法ばかりやっていたら、魔力を暴走させものすごい暴風を発生させてしまった。魔物の身体に傷を負わせるほど、鋭い風だった。

　――あのときはお父様が、自分の魔法で私の暴風を止めてくれたから大きな被害はなかったけど。

「あるわ。それから私、風魔法を使うのが少し怖くなって……気づかないうちに、魔力を制御するくせがついてるのかも」

　元から〝風魔法が苦手〟というのが、もちろん大前提にあるが。

「得意な魔法は自信があるから、思い切りチャレンジもできるよね。だけど、苦手意識がある状態で竜巻ひとつ出せるなら大したものだよ。今のアイラにいちばん大事なのは、風魔法を好きになることだ。ほかの属性と同じように楽しむことができたなら、アイラは風魔法を完全に克服できる」

「好きになって楽しむ？」

「そう。風魔法ってすばらしいんだよ。たとえばさ――こんなこともできる」

　フィルが私の背後に立っている木に手を伸ばす。すると優しい風が吹き、緑の葉がひらひらと幾つも落ちてきた。

　その葉を風で操ると、私とフィルの周りを弧を描くように舞っていき、一枚の葉が私の頭上に落ちる。

「ね？　自在に風を操るって楽しそうに見えない？　……今のを花びらでやったら、きっともっと綺麗だよ」

　フィルは私の頭上にあった葉をつまむと、顔の横に掲げて微笑んだ。

　今のフィルの魔法は派手ではないが、難易度は上級レベルだ。小さな葉一枚一枚を最小限の風で操るには、ものすごいコントロール力が必要とされる。なにより繊細さを感じるフィルの魔法は上品で、なんというか――私好みだ。もちろん、お父様の魔法も好きだけど、威力があってとにかく派手！って感じだったから、フィルの魔法が私には新鮮だったのかもしれない。

「僕の大好きな風魔法を、アイラにも好きになってほしいんだ」

「フィル……素敵な魔法をありがとう。私、やる気が出てきた！」

「そうこなくっちゃ。意識が変われば使える魔法も変わる。次の実技は一週間後だったよね。とりあえず、アイラを馬鹿にしたやつらをぎゃふんと言わせるために、それまでみっちり竜巻を起こす練習をしようか」

「お願いします。フィル先生」

　それから一週間、放課後に毎日、フィルと風魔法の練習に励んだ。

　最初は座学中心の授業で退屈だと思っていたが、今は逆に、実技までの時間があることに助けられている。

　意識が変われば、使える魔法も変わる。

　フィルの言葉は本当で、今までできなかったことができるようになっていった。




　あれほど苦戦していたにもかかわらず、一度コツを掴んでしまえば、ほかの属性と同じように風魔法を操れるようになった。やはり魔力を制御するくせが、私の風魔法の成長を止める要因になっていたのだろう。

　今の私は、フィルのおかげで風魔法を楽しめている。二回目の実技授業の前日、、私は竜巻を四つ出せるようになった。

「すごいなアイラ。君の成長速度には毎度驚かされるよ」

　練習を終えると、フィルがうっすらと額に汗を浮かべて言った。

「ありがとう！　全部フィルのおかげよ！」

　うれしさと感謝の気持ちでいっぱいで、おもわず私はフィルに飛びついた。

「うわっ！　……はは。そんなに喜んでもらえるなら、僕も教えた甲斐があったよ。それに――」

　フィルの手が背中に回り、自分から飛びついておいて、密着感にドキッとする。

「あのころと変わらず、君はとってもがんばりやさんなんだね」

　耳元で囁かれると、フィルはもう片方の手で私の頭を撫でた。

　――お父様とグレン以外にがんばりを認めてもらえたのは初めてだ。

　胸がじんわりと熱くなり、私は泣きそうになりながら、フィルに微笑みを返した。




　その翌日。今日は一週間ぶりに、午前中に実技授業がある。今回はちゃんとフィルの姿もあった。

「よし。授業を始めるぞー」

　先生は、この前と同じくロブ先生だ。

「っと、その前にフィル・エルマン。前に出ろ。お前だけ実力テストがまだだろう」

　ロブ先生に言われ、フィルは立ち上がる。

「お前は風魔法使いだったな。今のところ、竜巻を三つ出したクリスタが風魔法のトップ成績だ。自信があるなら、もっと上級のものをやってみせてくれ」

　言いながら、期待はしていないのが見るからにわかる。興味なさそうによそ見をしている生徒たちも腹立たしい。全員今に見てなさい。フィルったら、想像の何倍もすごいんだから。

「はい。わかりました」

　フィルは自信たっぷりに返事をすると、見せつけるように竜巻を四つ出してみせた。クリスタはあっさり自分のトップを塗り替えられ、焦った顔をしている。

「終わりました」

　さわやかな笑顔でフィルは言う。

「お、おお……すごいな。お前」

　しどろもどろになっている先生を見て、私は俯いて静かに笑った。

「ちなみに、僕と同じことができる生徒がこの中にもうひとりいますよ」

　突然、フィルがそんなことを言い出した。驚いて、私はばっと顔を上げる。

「本当か？　前回全員見せてもらったが、そんなやつはいなかったぞ。……まさか、クリスタか？」

　視線がクリスタに集まるが、クリスタは自分ではないと首を横に振って答えた。

「クリスタではなく、アイラです」

「ちょ、ちょっとフィル！　急になにを――」

「せっかくできるようになったんだ。みんなに見せてあげなよ。……大好きな魔王様を、馬鹿にされたくないんだろう？」

　……ああ。フィルは私のために言っているんだ。風魔法が扱えないことでお父様を馬鹿にされ、私が悔しがっている姿を目の当たりにしたから。

　これはフィルが与えてくれた挽回のチャンス。ここで私が引き下がる理由はない。

「見苦しいな。どうせはったりだろう」

「そんなすぐにあんな大技できるようになったら、誰も苦労しないよな」

　周りはフィルの言っていることを信じようとせず、失笑している。

「……私、彼と同じ魔法が使えます。練習してできるようになりました。先生、私にもう一度風魔法を披露させてください」

　意を決して、私は自ら手を挙げた。

「まぁいいだろう。俺もお前の魔法には興味があるしな。一週間でそこまでできるようになったのなら、風魔法の成績も特別に見直してやろう！」

「ありがとうございます！」

　ロブ先生が好意的な反応を返してくれたおかげで、私は昨日の成果をみんなの前で発揮できることとなった。

「がんばれ」

　フィルが私の横を通り過ぎるときに、ぼそっと呟いた。応援してくれる人が近くにいるだけで、前よりずっと自信が満ち溢れてくる。

　私はこの一週間、練習してきた感覚を思い出しながら、竜巻を起こす魔法に意識を集中させる。すると、私の背より少し高いほどの竜巻をフィルと同じように四つ出現させることに成功した。

「おぉ！　やるじゃないかアイラ！」

　ロブ先生が前回と同じく、私に拍手を送ってくれた。その近くでフィルも満足そうな表情を浮かべている。

　魔法の名残の風を浴びながら、私の気分は爽快だった。しかし、大半の生徒はおもしろくなさそうな顔をしている。……また、魔王の子だからって言いがかりをつけられるのか。

「たった一週間でこんなに上達するなんておかしくないか？」

　ほらね。予想通りの展開に、あきれてため息が漏れた。

「魔王様に魔力をもらって、できるようにしてもらったんだろ」

　率先してクリスタを庇うのは、サイラスとバート。この前もやたらとこのふたりが出しゃばっていたわね。彼らは最初からクリスタへの好感度が高めに設定してあるらしいから、無理もないが。その点、ロブ先生はまともで助かった。

　だけど、これでよくわかった。この人たちにはなにをしても無駄。根本的な考えを見直そうとしないし、偏見の塊。

　私は最終的にフォーチュンに認められればいい。でも、人望がなければいくら魔力が強くても聖女には選んでもらえない。

　どうしたらいいのかわからないまま私は下を向き、唇を噛みしめる。これ以上強く噛めば血が出てしまいそう……そんなときだった。

「違うよ。彼女は努力してできるようになったんだ。この一週間、放課後僕が裏庭で何時間も彼女に風魔法を教えた。風魔法だけ結果を出せなかったことを、ひどく悔しがっていたから」

　心ない私への発言に、フィルが顔をしかめて言う。

「大体、魔王が人間に魔力を分け与えるなんて話、今まで聞いたことがある？　そんなことが歴史上で一度でも起こっていたなら、もっと大々的に世界中に広まっていると思うよ。少なくとも僕は幼いころから魔法を学んできて、一度もそんな話は聞いたことがない。……まさか君たちは、根も葉もない噂話だけで彼女の魔法を否定しているのか？」

「……そ、それは」

　図星をつかれ、サイラスとバートはたじろいだ。

「ひ、瞳が赤いのはどうしてだ！　人間に赤い目を持つ者はいないと言われている。禁忌と言われる闇魔法を使って、魔族にされたとしか思えない」

「え？　ああ、これはお父様の瞳があまりにもかっこいいから、魔法で色を変えてもらっただけです。そんなに疑うなら、明日はあなたのお好みの色にしてきましょうか？」

　私は食い下がってきたサイラスに淡々と答えた。

「なっ……!?　魔法で変えただけだと!?」

　私が瞳を赤にしたことが、みんなの疑念を増幅させてしまっていたのか。嫌われ者の悪役だった本来のアイラですら、序盤でここまで疎まれてはいなかった。やっと謎が解けた。

「だからそう言っているじゃありませんか。まさか〝瞳を赤くされ魔族の仲間にされた〟なんて噂話をみんな信じているのですか？　そんな簡単なことで人間を魔族にできるなら、とっくの昔からやっていると思いますが」

「そうだな。お前らより長く生きてる先生も、そんな話は聞いたことないぞー」

　口調はけだるげであるが、ロブ先生も助け船を出してくれた。

「アイラは魔王様に養子に引き取られただけで、中身は僕らと同じ人間だ。彼女と話してみればわかる。魔法が大好きで努力家な、ただの女の子なんだって。彼女の魔法が気に食わないのは、みんなが同じくらい努力していないから嫉妬しているだけだ。くだらない理由で、アイラの魔法に文句をつけるのはもうやめたらどうかな」

「……フィル」

　魔法をきちんと扱えなければお父様を馬鹿にされ、完璧にこなしたらズルだと疑われる。

　私が悪役で、この世界で〝アイラ〟として生まれた限り、こうなるのは仕方ないことだとわかっていても……やっぱりつらかった。でも、今までのつらさをかき消してくれるほどに、今のフィルの言葉がうれしくてたまらない。

　――この世界でフィルが初めてだ。私のことを孤児でも駒でも魔女でもなく、出会ったときから変わらず〝ただの女の子〟扱いしてくれたのは。

　無言のまま時は過ぎていく。誰も否定も肯定もしない。でも、生徒たちの顔色を見渡す限り、少なくともこの場にいる何名かにフィルの言葉は響いたように窺える。クリスタは……おもしろくなさそうな顔をしているけれど。

「アイラ！」

　突如、フィルが私の名前を呼んだ。

「今日の風魔法の出来は、百点満点だよ！」

　そう言って笑う姿は、どんよりした空気の中で、まるで彼の周りにだけ花が咲いているように見えた。つられるように、私もおもわず笑顔になった。

　そしてこの日を境に、周囲の私を見る目は、あきらかに変わっていくのだった――。










魔王の授業参観




　早いもので、魔法学園へ入学してから四ヶ月が経っていた。私は順調に学園生活を送っている。

　以前、魔法の実力テストの一件があってからというもの、私へのみんなの態度が変わった。私の魔法技術はズルでないとわかってもらえたようで、疎まれることも無視されることもなくなったのだ。

「アイラ様、おはようございます！」

「おはよう」

　今ではこうやって、向こうから挨拶されるほど。

「きゃー！　今日もなんて素敵なの。アイラ様！」

「美人だしかっこいいし、同じ年とは思えないほどの貫禄があるわよね」

　ゲームではありえなかった、私に憧れる生徒まで続出している。だからといって、クリスタの人気が衰えているわけではないが、私が異常に嫌われる事態はうまく回避できた。

「アイラ、おはよう」

「フィル！　おはよう」

　こうなれたのはフィルのおかげだ。フィルがいなかったら、私はまだ孤独な学園生活を送っていただろう。フィルとの出会いは私にとって、破滅回避のための重要イベントだったのかも。

「今朝も大人気だねアイラ」

「やめてよ。全然そんなことないわ」

「あるさ。まさか自分の人気に気づいてないの？　クラスでもよくアイラの話題が上がっているよ」

　私が話題にされるのは今に始まったことではない。フィルは〝いい意味でね〟と念押ししてきた。

「前まではみんな、私のこと魔女扱いしてたくせにね」

「本当のアイラを知ったから、魔女なんて言えなくなったんだよ。アイラは明るいし優しいし……今では怖がってる人なんていない。魔王様のことも、アイラのおかげでみんな好意的に捉えてきているし」

「そりゃあ、私がお父様のよさを周りに布教しまくっているもの」

　魔王も魔物も怖くない。人間の私を本当の家族のように扱ってくれる――と、十年間共に暮らしている私が言うと説得力は大きい。

「実際会えばわかるわ。お父様がどんなに素晴らしいか。見た目もハンサムだし、纏ってるオーラがそこら辺の人とは桁違いなのよねぇ」

「魔王様には僕も一目でいいから会いたいな。アイラ、今度の魔法ショーに魔王様を呼んでよ！」

　鼻高々にお父様自慢をしていると、フィルが期待を込めた眼差しをこちらに向けた。

　二ヶ月後、学園で授業参観をかねた魔法ショーが開かれるのだ。半年学園へ通い、成長したところを親族に見てもらうのが目的と言われている。

「うーん……お父様が学園に来てくれるかわからないけど、一応誘ってみるわ」

　お父様があまり外に出たがらないのは、昔から変わっていない。

「本当!?　うれしいな。やっと生の魔王様が見られる！　みんなも喜ぶと思うよ」

　まだ確定していないのに、フィルは大喜びしている。

　みんな喜ぶっていうより、最初は怯える気もするが……だが、お父様が人間に害を与える存在ではないってことをわかってもらえるいい機会だ。

　古城へ帰ったら、お父様に魔法ショーの話をしてみようっと。

「……俺が授業参観だと？」

　さっそく魔法ショーのことを伝えると、お父様は眉をひそめた。

「はい。私の魔法をお父様にもぜひ見てもらいたくて。……やっぱり、学園へは来たくないですか？」

「いや、そういうわけではないが……俺が行っても、学園の連中が恐れをなすだけだ。せっかくのショーを邪魔することになる。ショーより俺のほうが目立ってしまうだろうしな」

　さらっと自分のすごさをアピールして、お父様は目を伏せて紅茶をひとくち飲んだ。

「どうしても無理ですか？」

「お前のことを思って俺は言っているんだ。それに、アイラの魔法ならいつでも見られる」

　自分が行けば騒ぎになり、また私に変な目が向くことをお父様は気にしてくれているんだ。だとしても、私はお父様のためにも来てほしいと思った。魔王は恐怖の対象でないことを、周りにアピールできるチャンスだから。学園で楽しく過ごしている姿を見せて、安心させたいのもある。しかし、これ以上しつこく言える雰囲気でもない。

「……わかりました」

　いったん引いて、日にちが近くなった際また誘ってみよう。

「お嬢様、落ち込まないでください」

　しゅんとうなだれていると、グレンが慰めるように言う。

「差し支えなければ、私がショーを見にいってもよろしいですか？　誰も観覧者がいないのは、お嬢様も寂しいでしょう」

「えっ!?　いいの!?」

「はい。私はジェネシス様ほど世間で有名ではありませんし、耳と尻尾を隠せば、目立つような存在でもないですから」

　グレンもじゅうぶんかっこいいから、女子生徒たちから莫大な支持を受けそうだが。

「ありがとうグレン！　ぜひ見にきてほしいわ！」

　誰も来ないのはたしかに寂しいので、グレンの心遣いはありがたく受け取ることにしよう。

「……お父様も来られたら、すっごくうれしかったなぁ」

　おもわず本心が漏れる。グレンも一緒となればお父様も考えてくれるかもしれないし、最後まで望みは捨てないでおこう。お父様が来ないと、フィルも残念がる。

「ではお父様、失礼しま――」

「ちょっと待て」

　若干しょんぼりしたまま執務室から出ようとすると、お父様が私を呼び止めた。

「はい？　どうしました？」

「いや……なんというか……」

　お父様は片手で口元を覆い、言い淀んでいる。

　あ、私の最後の一言がよけいだったのかな。行かないって言っているお父様に対して、嫌味っぽくなっちゃったかも。お父様は優しいから、気にしてくれているのね。

「ごめんなさい。お父様が外に出るのが嫌いなのを知っててわがままばっかり。大丈夫です。もう誘ったりしません。お父様はなにも気にしないでくださいねっ」

　私が言うと、お父様は観念したように口を開いた。

「そんな寂しそうな顔で言われても、説得力がない。……やはり俺も行こう」

　え？　空耳じゃないよね？　今、行くって言ったよね？

「いいんですか!?　学園に来るの、嫌じゃないですか!?」

「ああ。考え直した。お前がフォーチュンに見初められるために魔法ショーの成功は必須だ。ヘマをしないよう、俺が当日見張っておく」

　そっか。フォーチュンは学園の敷地内に生息する精霊だから、魔法ショーを見るはず。ゲームでもこの魔法ショーイベントはあった。フォーチュンが初めて姿を見せたのはショーのあとだったはず。お父様の言うように、このショーで活躍できるかどうかは大事だ。

「ありがとうございますお父様！　ふたりに楽しんでもらえるよう、本番までがんばります！」

　無事にお父様を呼ぶことができ、私は一安心した。

　あとは当日まで練習あるのみ。必ず魔法ショーを成功させてみせる！




　二ヶ月後。

　ついに魔法ショーの日。ショーの準備は前日に済んでいるため、あとは本番を待つのみ。

　ショーはふだんの授業でも馴染みある校庭で行われる。中央に特設ステージが設けられており、下段、中段、上段の階段式になっている。スキルの高い魔法使いほど高い段でショーに出ることができる仕様だ。そのステージを三百六十度ぐるっと囲むように、少し離れた場所に観覧席が作られている。

　ゲームでは誰もが憧れるいちばん上の段に、クリスタがひとりだけ大抜擢された。だが、田舎の農民の娘であるクリスタは、両親が王都まで授業参観に来ることが叶わなかった。補足だけど、学園は王都から遠い出身の魔法使いは、基本的に寮生活だ。

　それでもクリスタは寂しさをいっさい見せず、笑顔で誰よりも素晴らしい魔法を披露して見にきた人々を魅了し、魔法ショーはクリスタのおかげで大成功する。そんなクリスタのひたむきな姿勢に攻略キャラたちは心打たれていたんだっけ。……この子は俺が守ってあげなきゃ、って気分に自然とさせるんだろうな。クリスタって。

　一方、同じく親族がひとりも魔法ショーへ来なかった悪役アイラは、中段でクリスタの活躍を指をくわえて見ているだけ。当然、クリスタと違って誰にも心配すらされない。同じ境遇でありながら片方だけこんな扱いだったら、アイラの性格が歪むのは当然だ。

　……とまぁ、ここまでは〝めいぷれ〟のシナリオの流れだったけれど、今からは現在の話をしようと思う。

　まず、ショーで上段に選ばれた生徒はクリスタ以外にもうひとりいる。そう、同じく五つのバッジを所持し、現段階で成績トップの私だ。ショーのラストにある大技も、ゲームではクリスタが披露していたが、今回その大役を任されたのは私だった。

　もうひとつ違うのは、お父様とグレンがショーへ来てくれること。それにより、親族が来ないのはクリスタだけになってしまったが……さっき気になって様子を窺うと、サイラスとバートを両側にはべらせて上機嫌だった。ふたりの親族とも楽しそうにおしゃべりしていたし、心配は無用そうだ。

　ショーの時間が近づいてくるにつれ、校庭にたくさんの人が集まってきた。すると突然、にぎやかだった空気がぴたりと止み、みんなの視線が一点に集中する。

「……お父様！」

　視線を辿った先にはお父様とグレンの姿が。私はすっかりお父様の壮大なオーラと存在感に慣れてしまったが、初めて生の魔王を見る人々はそうはいかない。みんな目をぱちくりさせ、口はあんぐりと開いたまま。

「アイラ。調子はどうだ」

　恐怖と好奇が合わさった眼差しを一斉に受けながら、お父様は口を開いた。

「昨日早めに寝たので、ばっちり快調です。お父様、グレン。今日は来てくれてありがとうございます。初めて見る学園はどうですか？　広くて綺麗でしょう？」

「そうですね。施設も充実していますし、お嬢様も楽しそうでなによりです。ね？　ジェネシス様」

「ああ。しかし、想像以上に人間たちの視線が煩わしいな」

「仕方ないですよ。魔王が授業参観だなんて、前代未聞ですから」

　頭を押さえ深くため息をつくお父様を、グレンが宥めた。その光景を見て私がクスクス笑っていると、周りから様々な反応が起きる。

「……なんか、こう見ると普通の家族だな」

「魔王様、めちゃくちゃかっこいい！」

「えぇ？　隣にいる人のほうが素敵じゃない？」

　いろいろ意見はあるけれど、悪い反応はないみたい。よかった。

「アイラ！」

「フィル！」

「ここにいたんだ。探したよ――って、魔王様!?」

　振り返るとフィルがいた。手を振りながらこちらへ走ってくる途中で、お父様の存在に気づき大声を上げる。

「魔王様ですよね!?　本物だ！　すごい。想像の百倍かっこいい！」

「……なんだこいつは」

　念願のお父様を前に、フィルは興奮している。反対に、お父様は冷めた顔をしていた。なんなら若干引いている。

「はっ！　すみません。僕はフィルといいます。アイラの友人です」

　ほかの誰もが遠くから眺めることしかできないお父様相手に、フィルは臆することなく気軽に挨拶をした。フィルって、心臓に毛が生えているのだろうか。

「アイラの友人だと……？」

　じぃっとフィルを睨みつけ、お父様は顔をしかめるとぷいっとそっぽを向いてしまった。

「これはこれはフィル様。初めまして。ジェネシス様の側近でアイラお嬢様の世話係をしているグレンと申します。いつもお嬢様がお世話になっております」

　グレンがお父様の前に立ち、かわりに返事をした。

「グレンさん初めまして。こちらこそ、いつもアイラにはお世話になってます」

「ジェネシス様のことならお気になさらず。照れ屋なものでして」

「へぇ！　案外、魔王様ってかわいらしいのですね」

　へらっと笑いながらフィルは言う。その瞬間、お父様の額にピキッと怒りマークが浮かんだように見えた。

「……もうすぐ本番だろう。グレン、そろそろ観覧席へ行くぞ」

　なんとか怒りを抑え、お父様はグレンに移動を促す。

「あっ！　お父様。今日はおとなしく私の魔法を見守っててくださいね」

「わかっている。騒ぎなど起こさないから心配するな」

　ふっと静かに微笑むと、お父様とグレンはその場をあとにした。

「すごいなアイラ。魔王様、君の言うことは素直に受け入れてる」

　隣でフィルが感心している。私からすると、フィルの物怖じしない性格もよっぽど感心に値するが。

「一緒にいたグレンさんも魔族なの？」

「グレンはワーウルフなの。人前に出るときは耳と尻尾を隠してるから、人間みたいに見えるわよね。お父様の次に魔力が高いって聞いたわ。あと、魔族の中でいちばんの秀才だって。なんでもこなせるし、本当に器用なのよ」

「へぇ！　……それにしても、アイラって魔王様とグレンさんのことをとてもうれしそうに話すよね。すごく好きなんだなって伝わってくるよ。……ふたりがちょっとうらやましい」

「え？　なにか言った？」

　最後にフィルがなにかを言った気がしたが、風の音で聞こえなかった。

「いいや。なんにも。さ、そろそろショーの始まりだ。ひとつ下の段から、君の魔法が成功することを祈っているよ」

「ふふ。ありがとう」

　私たちは拳をこつんと合わせると、持ち場へと急いだ。




　上段へ登ると、すでにクリスタは待機していた。

「今日はよろしくお願いしますね。アルバーンさん」

　背中合わせの状態で、クリスタが話しかけてきた。

「ええ。こちらこそ」

　返事をしてすぐに、ショーが始まった。

　まずは属性ごとに簡単な魔法から。そしてだんだんと、披露される魔法のレベルが上がっていく。私とクリスタは五種類の魔法を操るので、ほぼ休みがない状態だ。だが、希少な魔法使いである私たちの存在は、観客を大いに沸かせることになった。

　属性ごとの魔法が終われば、何種類かの属性を組み合わせた魔法で全体を賑わせていく。火が起こり、水が飛び、風が吹く。土は盛り上がりそこに稲妻が落ちる。あらゆる魔法を目にして、観客の熱気はピークへと達していた。

　――よし、ラストスパートだ。最後は私が五種類連続で魔法を披露し、装飾された花を降らせてフィナーレ。

　本来はこの役割はクリスタで、アイラが嫌がらせで魔法の発動を邪魔するのだが、そんなことは起きない。なぜならその必要がないから。

　ついに見せ場を迎え、私はステージ上で魔法を放っていく。まずは炎でステージの周りに弧を描いて……え？

　急に魔法の軌道が変わった。私の意思と関係なく、放ったファイアの魔法が観客席へと襲いかかっていく。

　どうして!?　そっちへ飛んでいったら、観客が火傷を負ってしまう！

　急いで修正しようとするが、どこからか吹いてくる強風が、火をどんどん外側へと追いやっていく。

　誰かが風魔法を使って、私の魔法を邪魔している？　いったい誰が……もしかして。

　屈んで待機しているはずのクリスタを見ると、クリスタの手から風魔法が発動されていた。私はやっと、ゲームとは逆のことが起きたと気づく。

　私がメインを獲ったから、クリスタが嫉妬して嫌がらせをしてきているんだ。

　予定と違う魔法に、生徒たちはざわついた。観客はこれもショーの一環と思っているのか逃げる気配は見せない。

　――だめ！　水魔法で火を消さないと！

　しかし、放った魔法はクリスタによりだいぶ遠くまで飛ばされてしまった。一度発動した魔法は消せない。ここから水魔法を使って、あの火に届くのか。

　ううん。迷っている暇はない。このままでは楽しいショーが、私のせいで大事件になってしまう。

　一か八か、可能性を賭けて私が水魔法を発動しようとしたそのときだった。

　観客に近づいていた火が、巨大な水鉄砲にのまれ一瞬で消えた。吹いていた暴風はやみ、代わりにあたたかな風が校庭中を吹き抜け、最終的に当初の予定通りに花を降らせた。

「……おとう、さま？」

　水が出てきた場所をよく見ると、お父様の姿があった。

　間違いない。観客席からあんなに的確で、威力ある魔法を放てるのはお父様しかいない。なにかがおかしいことに気づいて、手助けしてくれたんだ。

「はーい。サプライズ大成功！　みなさん、今のは魔王様とその娘、アイラお嬢様による粋な計らいでございます。ふたりの魔法の共同作業はいかがでしたか？」

　グレンが場を仕切るように声を上げる。うまく誤魔化そうとしてくれていることがすぐにわかった。

「なんだ、そうだったの！」

「びっくりしたが、魔王様の魔法は大胆ですごいな」

　みんなグレンの言葉をあっさりと信じて、大騒ぎになることはなかった。

「アイラ様、驚かせないでくださいよ」

「魔王様とコラボレーションするなんて聞いてないぞ」

　下の段にいる生徒たちも、これは私の考えた演出だと思い込んだみたい。

「あはは。ごめんなさい。みんなを驚かせたくて……」

　グレンのおかげで、誰からも責められることはなかった。

　フィルはなにか言いたげな顔をしてこちらを見つめているが、私は見て見ぬふりをした。……いくらフィルでも、クリスタに邪魔されたなんて言えない。目撃者は私しかいないし、証拠だってない。

　先生たちからは、危ないから事前に申告しろと注意されたものの、結果的に、魔法ショーは大成功という形で幕を閉じた。




「お父様、グレン！」

　ショーが終わり、一目散にふたりのもとへ駆けつける。

「ごめんなさい。私……ふたりに迷惑をかけて。お父様とグレンがいなかったら私はとんでもないことを……」

　涙が出るのをぐっと堪える。

「……緊急事態を対処する能力をもっと身につけろ。慌てなければ、お前の魔法でどうにかできたはずだ」

「はい。本当にごめんなさい……」

　叱られて当然だ。謝ることしかできない。

「だが、ほかの魔法は完璧だった。お前ひとりだけほかとは違うものを感じた。そこはアルバーンの名を持つ者として誇るべきだ。胸を張れ、アイラ」

「……お父様」

「そうですよお嬢様。顔を上げてください」

　愛想を尽かされたらどうしようと不安だったが、お父様もグレンも私に優しい言葉をかけてくれた。

「それにしても……さっきの妨害はあまりにもたちが悪い。俺たちがいなければ、危うくアイラが観客を魔法で傷つけたという汚名を着せられるところだった」

「お父様、妨害だと気づいていたのですか？」

「当たり前だ。お前があんなミスをするはずがない。誰がやったかもお見通しだ。……そこの女、こっちへ来い」

　お父様は近くでサイラスと話していたクリスタに声をかけた。

「えっ。私ですか……？　魔王様が、いったい私になんのご用で……？」

「いいから来い。なんの用事かは、自分でわかっているんじゃないか？」

　クリスタの顔がこわばった。お父様には、自分のした悪事がバレていると悟ったようだ。

　魔王直々に呼び出されては、いくら学園の優等生といえど、身分的に無視をするわけにはいかない。クリスタは不安げな顔をして、サイラスのもとを離れ私たちのほうへとやってきた。

「ショーのフィナーレで、自分がなにをしたかわかっているのか？」

　お父様は腕を組み、尋問するようにクリスタへ問う。

「なんのことでしょうか？　私、なにもわからな――」

「とぼけるな。お前は隠れて風魔法を発動し、アイラの魔法を妨害していただろう。俺の目を誤魔化せると思うな。いったいどういうつもりだ」

　とぼけるクリスタに、お父様はさらに詰め寄る。

「……私、なにもしていません！　変な言いがかりはやめてください！　証拠はあるんですか？」

「ほう。お前、どうあがいても認めないつもりだな」

　これだけ凄まれているのに、泣きもせず言い返せるクリスタはすごいが、開き直るのはいかがなものか。

「そんなぁ。私、本当に知らないです。……魔王様に会えてうれしかったのに、あらぬことを疑われて残念です」

　今度は突然甘ったるい声を出して泣きだした。まさかクリスタ、お父様にも色目を使うつもり？　たしかに攻略キャラではあるが、今のクリスタに攻略されるほど馬鹿な男ではない。

「気色悪い声を出すな。耳ざわりだ」

「ジェネシス様に泣き落としが効くお方はこの世でアイラお嬢様だけなので、あきらめてください」

　お父様は不快感を露わにし、グレンまで辛辣な言葉を浴びせる。

　男性にひどい態度をとられ慣れていないせいか、クリスタは衝撃を受けたようで固まった。

「これ以上話しても埒が明かないな。だがこれだけは覚えておけ。アイラに喧嘩を売るということは、俺への宣戦布告だということを」

　ギロリとお父様の赤い瞳がクリスタを捉えた。冷静に言い放ったものの、声色は怒りを含んでいた。










光の大精霊、フォーチュン




　魔法ショーから三日後。

　あれから、クリスタとは会話することがなかった。今までは授業が被ると向こうから挨拶くらいはしてきていたが、今ではそれもまったくない。お父様の牽制が効いたのだろうか。

　昼休みになり、私はひとりで学園にある薔薇園に足を運んでいた。

　薔薇園は校舎からは結構離れた場所にあるので、昼休みにわざわざここまで来る者は少ない。今日はひとりでゆっくりしたい気分だったので、咲いている薔薇を眺めながら園内を散歩することにした。

　ゲームだと魔法ショーのあとにフォーチュンがクリスタの前に姿を現すのだが、今のところクリスタがフォーチュンに会ったという情報はない。

　卒業まで約半年。聖女を目指す私としても、そろそろフォーチュンに会っておきたいというのが本音だ。もし、このまま出会うことなく学園生活を終えることになったら……破滅エンドが待っているかもしれない。

　――いや、ないない！　お父様が私を殺すなんて絶対に！　……でも、それは聖女になる可能性があるから優しくしてくれているだけで、実際なれなかったら逆上して殺されるまでいかずとも、捨てられるってパターンはなきにしもあらずよね。

　せっかく綺麗な薔薇に囲まれているというのに、考えると気分が落ちてきた。

　ため息をつき目線を下げると……なにやら怪しげな光を放っている一輪の薔薇が目に入った。

　なぜこの薔薇だけ光っているのだろう。魔法でもかけられているのかしら。

　気になってそっと手を伸ばしたその瞬間、急に薔薇がボンッと爆発する。

「きゃあっ！　な、なにっ!?」

　薔薇園に爆弾？　誰かの悪質ないたずらだろうか。そんなことを考えていると、爆発した薔薇の中から――光り輝く小さな精霊が現れた。

　金髪のくるくるな髪に白い帽子。金色と白を基調にしたジャケットに短パン。そして背中から生える透明の羽。

　間違いない。彼こそ――。

「光の大精霊、フォーチュン!?」

「だいせいかーいっ！　ボクがリーベルツ魔法学園に棲みつく大精霊、フォーチュンだよ！」

　フォーチュンはその場でくるくる回った。か、かわいい。手のひらサイズでなにもかもが愛くるしいっ……！　ぷにぷにのほっぺは柔らかそうだし、きゅるんとした丸くて大きい黒目がちな瞳もたまらない。

「キミがアイラ・アルバーンだね？」

「ええ。そうよ」

「やっと会えたよ！　ボクが姿を見せたいと思う魔法使いにさ！」

　フォーチュンはきゃっきゃと騒ぎながら、私の周りを飛び回る。同じ言葉をそっくりそのまま返したい。

「魔法ショー見させてもらったよ。今までのキミの活躍も目を見張るものがあったけど、ショーは格別だった。ボクはキミを聖女候補に認定する！」

「ほ、本当!?」

　この世界では、私が聖女候補に選ばれた。うれしさのあまり思い切りガッツポーズをする。帰ったらお父様とグレンに即報告しないと！

「いやぁ。この数十年退屈だったんだよ。なんたって、最後にボクが加護を授けたのはずいぶん前のことだからね。その相手も、何年か前に死んでしまった。早く次の聖女を見つけたかったんだけど、なかなかいなくてさ」

　私の肩に乗っかり、頬杖をつきながらフォーチュンは言った。

「その相手って、オリヴィア様のこと？」

「ご名答。だからボクが人間の前に姿を現したのは、実にオリヴィア以来になるね」

「……学生時代のオリヴィア様って、どんな方だったの？」

　気になってフォーチュンに聞いてみる。

「勤勉で純粋で人望もあって、まさに〝聖女〟の名にふさわしい子だったよ。……ああ、死ぬ前にもう一度だけ会いたかったなぁ」

　寂しそうにフォーチュンは呟いた。

　そんな素敵な女性だったのに、大人になって王との恋に溺れ病んでしまったことを、フォーチュンは知っているのだろうか。知らないのなら、綺麗な思い出のままでいさせてあげようと私は思った。

「聖女候補のアイラに、ボクの力のことを説明しておくね。ボクから光の加護を受けると、キミは光魔法が使えるようになる。選ばれた者しか使えない特別な魔法さ」

　光魔法。お父様たち魔族が使える特別な魔法、闇魔法に匹敵する唯一の魔法。けがを治したり、祈りを捧げたり……その特殊な力は、魔王の魔力さえ封印できる。

「光魔法は決して自分のためだけに使う力じゃない。世のため人のために、この力を使える人材を、ボクは探しているんだ」

　そんなすごい魔法が使えるようになれば、私利私欲に走りたくなる者も必ずいるだろう。フォーチュンは、人間のそういった汚い欲望をすべて見抜き、聖女候補から外しているんだ。少なくとも今の私は、フォーチュンに加護を与えてもいいかも？くらいには思われているってことか。

「キミがその器となりうる人間か、卒業までの残りの日々で見定めさせてもらおう。……ちなみに、今のところもうひとり聖女候補はいるからね。油断は禁物だよ。アイラ」

　もうひとり――絶対にクリスタのことだ。私だけが候補に選ばれたんじゃないと知り、私の中で落胆と焦りの気持ちが湧いてきた。

「じゃあねアイラ！　また会いにくるよ！　今日は初めましての挨拶をしにきただけだからさ」

「えっ、フォ、フォーチュン!?」

　次に瞬きをしたあとには、もうフォーチュンの姿はどこにもなかった。光る薔薇があった箇所には、普通の薔薇が咲いているだけ。

　出会えた喜びをかみしめる時間もくれないまま、嵐のようにフォーチュンは去っていった。あまりに一瞬のことで、夢でも見ていたのではないかと思えてくる。

　……ゲームでもフォーチュンは気まぐれに現れていたし、またひょこっと姿を見せてくれるわよね。

　すると、昼休み終了のチャイムが鳴り響いた。

　いけない。午後はロブ先生の特別授業だから急がないと。

「またね。フォーチュン」

　静かになった薔薇園で囁くと、私は薔薇園をあとにした。




　今日の特別授業の場は温室だと聞き、私は温室へ向かった。

　特別授業というのは、先生が個人的に企画した授業のことで、内容は魔法とは全然関係ないこともある。……ロブ先生、ああ見えて趣味が花なのよね。今日の特別授業は、場所的に花に関するものと予想する。

　ギリギリで温室に到着すると、フィルが私を見つけて手招きしてきた。特別授業も実技と同じで、二組合同で受けることになっている。

「アイラ、昼休みどこ行ってたの？　一緒にランチしたかったのに」

「ごめん。今日はひとりでいたい気分だったの。あ、それにね、実はものすごい出来事が――」

「授業始めるぞー」

　フィルにフォーチュンに会ったことを報告しようとしたら、ロブ先生がやってきた。

「アイラ、ものすごいことって？」

「ふふ。授業が終わったら教えるわね。フィルもびっくりするわよ」

　私は人差し指を口元にあて、悪戯っぽくウインクをした。

「……っ。仕方ないな。今のアイラがかわいかったから、授業が終わるまでいい子で待ってるよ」

　頬を少し赤らめて、フィルは言った。……ていうか今、さりげなくかわいいって言った？

　急に鼓動が早くなる。横目でちらりとフィルを見るが、まっすぐに前を向き平然としている。かわいいなんて、フィルにとってはなにげない一言だったのかも。ひとりでドキドキして、なんだか恥ずかしい。

「今日の授業はフラワーアレンジメントだ。温室にある好きな花や植物を使って、時間内で作品を作り上げろ。魔法の成績とは関係ないが、センスのあるやつは俺の好感度を上げられるぞー。がんばって作れ」

　先生の冗談交じりな言葉に、温室に笑い声が響く。

　フラワーアレンジメントか。ちょっと楽しそう。

「うわぁ。僕、こういったもののセンスが皆無なんだよな。アイラは？」

「うーん。小さいころグレンと何度か遊びでやったことがあるくらい。でも結構楽しかったわ。そうだ！　私が一緒に花を選んであげる」

「ありがとう。助かるよ」

　私はフィルと一緒に花選びを開始した。広い温室をぐるっと回り、気に入った花をかごに入れていく。フィルはどれを見ても「かわいい！」とか「綺麗！」しか言わないので、私が勝手に選んでおいた。どれも同じに見えるのだろう。

「うん。これくらいあればじゅうぶんね」

　花でいっぱいになったかごを持って、私たちは用意された別の教室へ向かった。そこでフラワーアレンジメントを作るのだ。

　フィルと雑談しながら教室へ入ると、待ってましたと言わんばかりに、数名の生徒が私の周りに集まってきた。

「アイラ様！　大精霊、フォーチュンに会ったというのは本当ですか!?」

「えっ……」

　誰にも言っていない、しかもついさっき起きたばかりのことがもうバレている。驚きで喉がヒュッと鳴った。

　案の定、教室内はざわつき始め、みんな私の返答を待ち構えている。

「ど、どうしてその話を」

「ってことは、事実なのですね!?　この子が薔薇園で見えない相手と話しているアイラ様を見たと言っていて、そんなのフォーチュンしかいないと我々は思ったのです」

「すみませんアイラ様。盗み見するようなことをしてしまい……でも、たしかにあのとき聞こえたんです。アイラ様が〝フォーチュン〟って言ったの」

　目撃者と思われる女子生徒が、気まずそうに言った。

　……薔薇園には誰もいないと思っていたのに、ほかにも人がいたなんて。

　フォーチュンに会ったことはいずれ広まると思っていたが、こんな早いタイミングで学園中に知れ渡るのは本意ではなかった。

「アイラ。まさか、授業前に言おうとしてたものすごいことって……」

　フィルはすべてを察したみたい。私も観念して、無言で頷いた。

「すごい！　私たちの代で聖女候補が出るなんて！」

「なぁ、フォーチュンってどんな精霊なんだ!?」

　次々と私の前に人が押し寄せ、質問攻めにあう。授業などみんなそっちのけだ。ロブ先生はまだ温室にいるようで、注意する大人もこの場にいない。

「静かにしろ！」

　だが、騒がしい空気は誰かの一言により静まり返る。声がしたほうを見ると、サイラスとバート、そしてクリスタの姿があった。あの威圧的な声の主はバートで間違いない。

「授業中だぞ。それに、お前たちは思いやりってものがないのか？」

　サイラスが生徒たちを睨みつける。お前が言うな、とつっこみたくなるが、事を無駄に荒立てるのはよそう。というか、あいかわらずこのふたりはクリスタ親衛隊をやっているのね。

「クリスタ、元気を出せ」

　バートが今にも泣きそうなクリスタを心配そうに見つめている。クリスタは我慢できなかったのか、両手で顔を覆い肩を震わせ泣き出した。

　入学当初、聖女候補とみんなから持て囃されていたのは私でなくクリスタだ。それなのにふたを開けてみれば、魔女だのズルだの、前評判最悪だった私がショーではフィナーレを任され、挙句クリスタより先にフォーチュンと会ってしまった。

　その事実にみんなも同情したのか、教室は一気に〝クリスタかわいそうムード〟に。

「みんな期待してくれていたのにごめんなさい。私みたいな庶民は、聖女に選ばれるわけないんだわ……」

　あ、この感じ。半年前の実力テストを思い出す。クリスタって都合が悪くなると身分の話を持ち出すのよね。クリスタはそう言うことで、周りに〝結局、魔王の子は特別なんだ〟って考えを刷り込もうとしているのだ。……私だって養子に引き取られただけで、もとは孤児だっていうのに。

　その後もクリスタは被害者ぶって周りの同情をひき続けた。これじゃあ、フォーチュンに会った私が悪いみたいじゃないか。サイラスとバートが聞こえるようにちくちくと嫌味を言ってくるが、こんな茶番に付き合っていられない。決していいとは言えない居心地の中で、私がフラワーアレンジメントを作ろうとしたときだった。

「いたっ！」

　腕に鋭い痛みが走った。なにかに刺されたような切り傷があり、血が滲んでいる。

「ああ、すまない。薔薇のとげが当たってしまったようだ」

　見上げるとサイラスが立っていた。サイラスは謝る気などないように鼻で笑い、私を刺したであろう薔薇を片手にクリスタのところへ戻っていく。

　クリスタが泣いているのに、終始無視を貫いた私が気に食わなかったのだろうか。

　ゲームではあんなに優しくて王子のようなサイラスが、今や悪役みたいなことをしてくるのだから、人って環境によって性格がものすごく変わるんだな。それと……今日は薔薇が爆発したり、とげに刺されたり、薔薇に縁がある日ね。

「アイラ、大丈夫!?」

　のんきにそんなことを考えていると、フィルが立ち上がり私の腕を掴んだ。

「え？　大丈夫よ。そこまで痛くないし、全然我慢できるわ」

「だめだよ。血が出てる。きちんと消毒しないと……！」

　フィルはそのまま私の腕を引っ張って、教室から出ていった。

「フィル、どこに行くの？」

「保健室だよ」

「大げさだってば。こんな小さな傷、放っといても治るわ。私なら平気だから戻りましょ――」

「アイラからしたら小さな傷だったとしても、僕が放っておけないんだよ！」

　めずらしくフィルが声を荒らげ、私は驚いて無言になった。

「……ご、ごめん。大きな声出して」

　はっとして、フィルは謝った。

「ううん。ありがとう。私のこと、心配してくれたんだよね？」

「……うん。あいつらにも言い返したかったけど、アイラがなにも言わないなら黙っていようって。だけど傷をつけるなんてやりすぎだし、これ以上あの教室にアイラをいさせられなかった。……よけいなお世話だったかな」

「そんなことないわ。私を私以上に心配してくれる人がいるなんて、すごくうれしいもの」

　フィルの手をそっと握って微笑むと、フィルは眉を下げたまま、困ったように笑い返してくれた。

　ひとりだったら毅然としていられなかった。私が悪口を言われたり嫌がらせを受けたりしても大丈夫なのは、フィルが隣にいてくれるからだ。……クリスタもゲームでアイラにいじめられていたとき、攻略キャラに同じ感情を抱いていたんだろうな。

「……傷、見せてもらっていい？」

　フィルは傷がついたほうの手を取ると、傷口をよく見るため顔を近づけた。

「たいしたことないでしょう？」

「傷は浅いけど、だからといってサイラスがしたことは許されないよ。……僕がアイラを守れなかったせいだ」

　申し訳なさそうに、フィルが傷口の周辺に触れた。最初は普通の感触だったが、フィルが触れている部分が次第に温かくなるような気がした。

　体温が高いので熱でもあるのかと聞こうとしたら、フィルが目を丸くして傷口を見ている。

「……えっ」

　つられて私も刺された腕を見ると――驚くことに、傷口が綺麗さっぱり消えていたのだ。

「フィル、これってどういうこと？」

「いや、僕もわからない。傷口を見ていたら勝手に塞がっていったんだ」

　何度確認しても、サイラスにつけられた傷はどこにもない。傷を治すことができるなんて、そんな魔法は光魔法以外ありえない。だけど、ふたりのうちどちらも魔法を発動していなければ、そもそも光魔法が使えるわけもない。

「フォーチュンに出会ったことが、なにか関係あるのかな？」

　心当たりがあるとしたらそれ以外になく、私はフィルに言った。

「わからないけど……もしかしたらフォーチュンが見えないところで治してくれたとか？」

　うーん、とふたりで首を傾げるが、答えは出ない。傷が治ったことはふたりの秘密にして、私たちは教室へと戻った。




　古城へ戻ると、ちょうど広間にお父様の姿があった。この時間だと、グレンは夕食の準備をしているころだろう。

「お父様！　ご報告があります！」

　私はフォーチュンに会ったことを、真っ先にお父様に言おうと決めていた。

「どうした？　帰ってくるなり騒がしいな」

「騒がしくもなります！　お父様、私、今日フォーチュンに会うことができました！」

　お父様は目を見開いた。

「……そうか。フォーチュンに会うことができたんだな」

「はい。今の段階ではまだ聖女〝候補〟ですけど……絶対に認められて、聖女になってみせますねっ！」

　意気込みを見せると、お父様は急に黙り込んだ。

　――あれ。思っていた反応と違う。もっと喜んで、褒めてくれると思っていたのに。

　お父様は神妙な面持ちのまま、口を閉ざし続ける。

「……お父様？　あの、なにか不都合でもありました？」

　様子を窺いつつ声をかけると、お父様はやっと重い口を開いてくれた。

「今さらなんだと思われるかもしれないが、俺の正直な気持ちをこれから話す。アイラ――お前はもう、聖女になれなくたっていい」

「えっ!?」

　耳を疑うような言葉だった。だって、お父様の口からは絶対に出ないであろう言葉だったから。

「聖女になれなくていいってどういうことですか？　お父様は、私を聖女にするために養子に引き取って、魔法のレッスンをさせたのでしょう」

「そうだ。いや、そうだった。だが今は違う。……俺がどうしてお前を聖女にしたいのか、理由を言ったことはなかったな。お前にとって気分のいい話ではないが、聞いてくれるだろうか」

　そう言われたら、知っていたとしても頷くほかない。

　そして、お父様は話し始めた。自分の過去の話を。オリヴィアに騙され魔力を奪われたこと。魔力を取り戻すために聖女が必要なこと。魔力を取り戻せたら人間たちへの復讐を企てていたことも。

　まさかお父様から真実を話してもらえるときが来るとは思っておらず、私は別の意味で驚きだった。

「俺はお前と過ごしていくうちに変わってしまった。二度と人間を信用しないと決めていたのに、そんな決断はお前を前にたやすく崩れていった。……アイラのことを、もう駒とは思っていない。今は――大切な娘だと思っている」

「……！」

　私を睨み、蔑み、罵声を浴びせていたお父様が、大切な娘だと言ってくれた。

　お父様の気持ちが言霊に乗って直接身体に伝わってくるように、じーんと胸が熱くなってくる。お父様は、改心していたのだ。

「だが、俺がお前にひどい態度をとったことは事実だ。もしかするとお前は〝聖女になったら自由にしてやる〟という約束のためにがんばってきたのかもしれない。俺は今になって、お前を手放すことが恐ろしくなった」

「お父様……」

「聖女になれなくてもいい。魔力を封印されたままでも、俺はお前と魔物たちとここで穏やかな日々を続けられたらそれでいい」

　だから、古城から出ていかないでほしいとお父様は言った。

　自分のなくした魔力を投げ捨ててまで、私を選んでくれたのだ。

「ふふ。私、自由になったとしてもお父様のそばにいるって決めてましたよ。だって好きにしていいって言いましたよね？　だったら、ここでみんなと暮らすことが私の幸せですから」

「……アイラ」

「安心してくださいお父様。聖女になれてもなれなくても、私はお父様のそばにいます。……だから、私が聖女になることをあきらめないでください。お父様、本当に魔力が封印されたままでいいんですか？　それにこの先別の聖女が現れて、魔王を封印しようなんてことになったら困ります」

　私が言うと、お父様はむずかしい顔をした。

「たしかにそれはそうだ。魔力が万全なら聖女にたやすく倒されることはないが、今の状態だと危ない。それにもうひとつ――懸念していることがある」

「もうひとつ？」

　お父様は頷くと、私が知らないうちに最近森で起きているおかしな動きについて教えてくれた。

「今まで森にいる魔物たちは、俺の指示を聞いて人間を襲わず、この森で静かに暮らしていた。それが、最近やけに血の気が多くてな……森の外に出ようとする魔物がちらほらいるようだ」

「魔物が森の外に？」

「ああ。そのたび俺やグレンが阻止しているが、どんどん動きが大胆になってきている。なにか嫌なことが起こりそうだ」

　お父様自身は、もうリーベルツを襲い、支配下に置いたりしようという考えはない。きっとそのお父様の考えをよく思わない魔物たちがいるとのこと。

　人間と魔物は本来対立関係にある存在。中には戦闘を好む魔物だっている。今の均衡状態が気に入らず、魔力の少ないお父様を魔王の座から降ろし、人間との対立関係を望んでいるのではないか……と、グレンは推測しているみたい。

「私が学園に通っているあいだに、そんなことが起きていたなんて」

　最近古城付近に魔物がいないなとは薄々感じていたが、たまたまだと思っていた。思い返せば、いちばん仲良くしていたスモモも、うるさい声で出迎えをしてくれていたカラスも一ヶ月は見ていない。

「魔物が結束してかかってくれば、今の俺では必ず勝てるとは限らない。最悪の事態が起きたとき、アイラやリーベルツの人間を俺の手で守れるのだろうか。魔物が人々を襲えば、お前まで人間たちから嫌われてしまう」

　自分が仲間から襲われるかもしれないのに、こんなときまでお父様は私のことを心配してくれている。私はどうにか、お父様の力になりたいと強く思った。

「お父様、私が絶対にお父様の魔力を解放します。お父様が人間を襲わないって言葉、私は信じます。魔力が解放されれば、魔物たちもお父様に逆らおうなんて思わないでしょう？」

「ああ。俺が完全に力を取り戻せば、敵うやつはいないからな」

「だったらやっぱり私が聖女になるしかないです。暴れてる魔物たちは私も一緒に説得しますから、あと少し待っててください。必ずフォーチュンから加護を授かります」

　胸に手を当て、お父様の不安を取り除くように、私は自信満々に笑ってみせる。

「……わかった。ならば俺は、俺の娘の言葉を信じよう」

　お父様は観念したようにそう言うと、私の頭をくしゃりと撫でた。










それぞれの絆




　一ヶ月後。

【アイラ、こっちこっち】

　登校中、学園の玄関近くで私を呼ぶ声が聞こえた。

　辺りを見渡しても誰もいない。しかし確実に声は聞こえる。

【こっちだってば！】

　右側からひと際大きな声が聞こえそちらへ歩み寄ると、ひとけのない木の陰に光の玉のようなものが浮かんでいた。

「……フォーチュン？」

「ご名答！」

　ぽんっと光の玉はフォーチュンへと姿を変える。フォーチュンに会うのは薔薇園以来だ。

「久しぶりアイラ！　魔法の勉強、がんばってるみたいだね」

「久しぶり。ええ、聖女になるため日々努力はしているつもりよ。それより、こんな朝からどうしたの？」

「ああ、キミに報告したいことがあってさ。昨日の放課後、もうひとりの聖女候補、クリスタに会ってきたんだ」

　フォーチュンがついにクリスタと接触した!?　……これからクリスタと聖女を奪い合うことになるのか。フォーチュンはそれを伝えに現れた――と、思っていたが。

「結果、彼女は候補にすらならなかったよ。ボクの目にも狂いはあったんだなって、昨日の夜はへこんだなぁ」

　フォーチュンは、クリスタに会ったうえで彼女を候補外にしたと言うのだ。

「どうして!?　クリスタは私と違う天才タイプだし、みんなからの人気だって……」

「どんなに魔力が高く人気があっても、聖女には向いていない。ボクに言わせてみれば、あの子がアイラに勝ってるところはひとつもない。……本人も本当はそのことに気づいてるんじゃないかな？　あの子の心の中、嫉妬と欲にまみれてたもん」

　嫉妬と欲――ゲームのアイラと同じだ。心に汚れた部分があれば、フォーチュンから加護はもらえない。

「だからさアイラ！　現時点で聖女候補はキミだけになったよ。これまでも聖女候補は出ていたんだけど、僕が直接姿を現すほどの子はずっといなくてさ。この先キミほどの魔法使いはそうそう現れると思えないし、期待しているからね。もうちょっとだけ様子見させてもらうよ」

　それはどれくらいだろう。私としても、お父様のために一刻も早く聖女になりたいのだけど。しかし焦る気持ちが強くなれば、心が欲に支配される。そういうところをフォーチュンは絶対に見逃さない。

「わかったわ。必ずあなたの期待に応えてみせる。……あ、私、フォーチュンに聞きたいことがあって」

「なーに？」

「薔薇園で会った日、私の腕の傷を光魔法で治してくれたりした？」

　急に傷が癒えた出来事を思い出し、フォーチュンに聞いてみた。

「ボクが？　ううん。アイラに会ったあと、眠たくなって寝ちゃったし」

　きょとんとした顔のフォーチュンを見て、本当に身に覚えがないのだなと悟った。フォーチュンの魔法ではなかったようだ。

「ふわ～あ。なんかまた眠くなってきちゃった。アイラも早く行かないと遅刻しちゃうよ」

「あっ！　そうだった。それじゃあまたね。フォーチュン」

「うん。おやすみぃ」

　眠たげに目をこすりながら、フォーチュンは消えていった。

　急ぎ足で教室へ向かうと、廊下でクリスタが生徒たちに囲まれていた。

「私はもう無理だと思っていたから、突然現れてびっくりしたの。フォーチュン、とってもかわいい精霊だったわ」

　自慢げにフォーチュンに会ったことを話している。周りから持ち上げられ、クリスタは満足そうだ。

「アルバーンさんのあとに私の前に現れるって、どういう意味なのかしらね？」

「それは言うまでもない。彼女は聖女候補から外されたのだろう。そして、本命のクリスタの前に現れたんだ」

　私が近くにいることに気づいてか気づいてないのか、クリスタとサイラスはみんなの前で勝手なことを述べている。この様子だと、自分が聖女候補から外されていることは知らないのだろう。……言ったらめんどくさそうだし、放置しておこうっと。

　クリスタの周りに群がる生徒たちをかき分けながら教室へ入ると、その瞬間、ガシャン！と大きな音が響いた。反射的に耳を塞ぎ目を閉じる。ガラスが落ちる音がしてそっと目を開けると、教室の窓ガラスがいくつか割れていた。

　――いったいなにが起きているの？

「み、見て。あれ……」

　隣でへたり込んでいる生徒が、窓の向こう側を指差しながら震える声で言う。窓の外の中庭にいたのはスモモと同じ魔物、ガルムだ。数は少ないが、成長したガルムなので一匹ずつの身体が大きい。

【緊急事態発生。校内に魔物襲来。急いで外へ避難せよ】

　校内放送と緊急用のサイレンが鳴り響く。狭い建物内で魔物に襲われると逃げ場がない。せめて広い外へ逃げろということか。

　でも、どうして魔物たちが学園に？　お父様の指示を破ったの？

　よく見ると、一緒に過ごしてきたスモモの姿もあった。スモモが私を――人間を襲うなんて考えられない。しかし、スモモを含むガルムたちは窓から教室へ侵入すると、鋭い牙を見せ威嚇してきた。

　みんな逃げ出しているのに、目の前で起こっていることが信じられなくて足が動かない。

「アイラ！　なにしてるんだ！　ここは危ない！」

　後ろからフィルの声がした。フィルは無理矢理私の身体を起こすと、私を連れて外へ逃げようとする。

「……フィル、私はここで魔物と戦うから、動けなくなってる子を連れて避難して」

　私は握られていた手を振りほどいた。外へ逃げたって、魔物たちはきっと襲ってくる。お父様が助けに来る保証もない。私は人間だが、幼いころからずっと魔族と一緒に過ごしてきた。言わばこれは、私の身内が起こした事件といってもいい。だから、この場は私がどうにかする。幸いにも、私が対抗できないほどの強い魔物はここにはいない。

「……わかった。でも、危なくなったらすぐに逃げてくれ。僕はみんなの避難を確認したらここへ戻ってくる。君のことが心配だからね」

「ありがとう。フィル」

　言わずとも、私の思いをくみ取ってくれたのか、フィルはあっさりと引き下がってくれた。

　生徒たちがいなくなれば、思い切り戦闘用の魔法が使える。しかし魔物相手に魔法を使うなんて、仲間を傷つけるようなことはできることならしたくはない。ちゃんと話してみたら、やめてくれるかもしれない。

「スモモもほかのみんなも、どうしちゃったの？　こんなことしたって意味ないわ。お父様に怒られるわよ」

　グルルと喉を鳴らすガルムたちに声をかけてみるが、私の声が届いているようには思えなかった。いつも呼ぶとしっぽを振って、うれしそうにこちらへ飛びついてきたスモモも、その面影をなくしている。

「こんなことやめて森へ帰――」

　私の言葉を遮るように、一体のガルムがこちらへ飛びついてきた。

　焦ってファイアの魔法を発動しようとすると、横から同じ魔法が発動され、私より先に魔物を捕らえた。

「……クリスタ？」

　攻撃を放ったのは、驚くことにクリスタだった。

「なにしてるの!?　早く逃げないと……」

「魔物相手にひとりではたいへんでしょう？　私もお手伝いするわ。私たちふたりがいれば、これくらいの魔物ならどうにかなると思う。戦闘魔法も授業で習ったばかりだしね。それに……あなたひとりに活躍されて、フォーチュンからの株を上げられても困るもの」

　周りに人がいないからか、クリスタは見たこともない腹黒い表情を見せた。善意の協力でなく、自身の株上げのためにここに残ったのね。

　そこからは、私とクリスタ対魔物の戦闘が始まった。致命傷を与えないようできるだけ威力の低い魔法を使う私とは逆に、クリスタは大胆な広範囲魔法で魔物を一掃していく。結果、十分もかからず決着はつき、ほとんどの魔物をクリスタが倒した。魔物たちは動けなくなる前に、傷を負った身体のまま逃走していった。

「……スモモ！　どうしてこんなこと」

　いちばん仲の良かったスモモは、わずかにこちらを振り返る。しかしすぐに、教室の外へと飛び出していった。




「さすがクリスタだ！　身を挺して魔物と戦うなんて！」

　クリスタと校庭へ移動すると、クリスタのおかげで危機を免れたとみんなが口々に言った。私たちが魔物と戦っていた様子が、校庭からぼんやりだが確認できたようだ。

「聖女候補として当然のことをしただけ。でも、どうして魔物が襲ってきたのかしら……まさか、アルバーンさんの仕業じゃあないわよね？」

「……なにが言いたいの？」

　魔物が学園を襲ったことにより、私はまたあらぬ疑惑の目を向けられた。

　――みんな、私が魔物を呼んだと思っているの？

「おいお前たち！　王都のほかの場所でも魔物が発生しているようだ！　現在騎士が応戦している。落ち着くまで、みんなは校舎に避難していろ！」

　慌てた様子で、ロブ先生が駆けつけた。……ほかでも魔物が？　お父様が言っていた最悪の事態が起こる予感がして、私は身震いする。

　全員校舎へ避難との命令が出たので、校庭にいた生徒たちは玄関へと引き返した。しかし私が校舎へ入ろうとすると、それを拒むように生徒たちが私に白い目を向ける。

「……やっぱりおかしいと思わないか？　急にこんなことが起きるなんて。仕組まれたとしか思えない」

「ああ。今魔族側の人間をこっち側に入れたくはないな」

　サイラスとバートが門番のように私の前に立ちはだかる。中へ入るなと言いたいのだろう。

「私はなにも知らない！　本当よ」

「うーん。それを証明できたらいいんだけど……。アルバーンさん、さっきの戦闘でも手を抜いていましたよね？　私より魔力が高いのに、魔物への攻撃を躊躇してましたよね？」

「それは……」

　みんなの前で、クリスタが私を陥れるような発言をする。

「そもそもアルバーンさんが魔族じゃないって証拠もないけど、人間って証拠もないですよね？」

「私が魔族だったら聖女候補には選ばれないはずよ。それは私が人間っていう証拠になるわ」

「なんだかその話も怪しくなってきました。本当にフォーチュンに会ったのですか？」

　こんな状況で、魔王の娘である私の立場が弱いことを知りながら、クリスタは私を容赦なく責め立ててくる。フォーチュンに会ったこと自体を嘘だと主張してきたのだ。

　私はクリスタみたいにフォーチュンとのことをぺらぺらと周りに話したりしなかった。それが逆に仇となり、私は信用を失っていく。

「とにかく、魔族と深い関わりがある以上お前を学園へは入れさせられない。これは生徒総員の意思だ。……お前は人間じゃない！」

　サイラスにはっきり告げられると、脳内に前世の記憶がフラッシュバックする。

　あった。こんなシーン。クリスタをいじめすぎたアイラは周りから嫌われ孤立して――人間扱いすらしてもらえない。ここまでがんばったのに、シナリオに逆らって、うまくいくよう振る舞ってきたのに。結局、どうあがいてもこうなる運命なのか。

「……っ」

　たまらなくなって、私はその場から逃げ出した。

「アイラ！」

　フィルの声がした。だけど私は振り返らず、そのまま走り続けた。

「アイラ！　待って！」

　遠く離れた薔薇園の入口にさしかかったあたりで、私の腕をフィルが掴んだ。息を切らしたまま、私たちはふたりともその場に立ち止まる。

「やっと捕まえた。ねぇアイラ、だいじょう――」

　私の顔を覗き込むと、フィルは言葉をなくした。たぶん、私が泣いていたからだろう。裏庭で魔法の練習をしたときに弱みこそ見せたが、涙を見せたことは今まで一度もなかった。だが、今回は自分でも溢れ出るものを我慢できなかった。

　フィルに連れられるがまま、ふたりで薔薇園のベンチに腰かける。

「……落ち着いた？」

「……うん。ごめん。こんな情けないところ見せて」

　落ち着きを取り戻し、ぐすっと鼻をすする。

「アイラ。暇つぶしに僕の話を聞いてくれる？　つまらなかったら、右から左に流してもいいからさ」

「フィルの話……？」

　思えば、フィル自身の話を聞くのは初めてな気がする。

「僕の家は王家にもゆかりのある伯爵家なんだけど、僕だけ本当の家族じゃないんだ。僕は本物の両親の顔も知らない。どこかの貴族と妾とのあいだに生まれた子供だったらしくて、生まれてすぐ今の家に養子に出された。貴族の世界ではめずらしいことじゃないんだけど。……ちょっとだけ、アイラの境遇と似てるだろう？」

　そうだったんだ。私、フィルの家のことなんてなにも知らなかった。出会ったときから育ちがよさそうで、高価な生地の服を着ていたから、それなりに身分が高いとは思っていたけれど。

「家では妾の子と疎まれて、義理の両親にも兄弟にも、のけものにされる。幼い僕はつらくて毎日泣いてたよ。そんなある日――魔王様が孤児院から養子を引き取ったって話を耳にしたんだ。僕はその子にすごく興味があった。どんな子だろうって単純な興味と、僕の気持ちがわかるんじゃないかなって勝手な期待をしてたんだ。そして九年前、森で初めて君に会うことができた」

「……フィルはお父様や魔物が気になって、古城に来たって言ってなかった？」

「それは半分本当。騎士団にあこがれているのも本当さ。でも……いちばんは、君を一目見たかった。あの日君に会えたことは、僕の人生最大の幸運だったよ。世間でかわいそうだとか、さんざん言われていた女の子は、森の中で楽しそうに過ごしていた。その姿は強くてたくましくて……僕は勇気をもらったんだ。泣いてばかりじゃいけない、この子みたいに前向きに生きていこうって」

　九年前のあの日、笑顔の裏側でフィルは孤独を感じ、つらい思いをしていたなんて想像もできなかった。

「風魔法だって、そこまで本気で極めるつもりなんてなかった。僕はなにをしてもだめだと思い込んでいた。けど、僕が魔法を教えたら君はとても喜んでくれた。また教えてって言ってくれた。……その約束があったから、僕は風魔法と真剣に向き合うことにしたんだ」

　たしかに、ゲームでは五種類の属性すべてクリスタが成績トップだった。でも今は、風魔法だけでいうと私とフィルが同率トップの成績で、クリスタはその次だ。フィルはゲームでは突出した能力もなくただのモブ的存在だったけれど、私との出会いがフィルの運命を変えることになったんだ。……もしゲームのアイラが幼いころフィルと出会っていたとしても、魔王に怯えて暮らしていたアイラでは、フィルを変えることはできなかったろう。だからゲームで、フィルはアイラの味方として登場しなかったのかもしれない。

「つまりさ、なにが言いたいかっていうと、僕はアイラに感謝してる。この学園でまた会えたときは心臓が飛び出るほどうれしかった。僕は君の魔法が大好きだ。君の魔法は力強くて、でもどこか優しくて、見てるこっちが元気をもらえる。前も言ったけど、君は僕と同じ、魔法が大好きなただの女の子だよ」

「……赤い目で、魔族の味方をする私のことをそう言ってくれるのは、国中でフィルだけでしょうね」

　フィルの瞳があまりにもまっすぐで、私はうまい返しがわからずに誤魔化すように笑った。

　すると、フィルは私の両肩を掴み、強引に自分のほうへ向き合わせる。

「もしアイラが魔族になったって、僕はこうやって君の隣にいる。それに君の赤い瞳は――とても綺麗だ」

　さぁっと風が吹き抜け、私とフィルの前髪を揺らした。前髪の隙間から見える翡翠の瞳は、まるで昔の私を見ているようだった。

「あ、ありがとう……ちょっと肩が痛いかも」

「え？　あっ！　ごめんっ……」

　急に恥ずかしさを感じ、私はフィルから視線を逸らす。フィルは慌てて両手を離した。ちらりとフィルを見ると頬がうっすらと赤く染まっている。それを見ると、私までまた照れくさくなった。

「フィル、話してくれてありがとう。うれしかった。そんなふうに思ってもらえて」

「ううん。いつか話そうって思っていたから」

「……私、フィルのこと信用してる。よかったら、私の話も聞いてくれるかな」

　自分の生い立ちや思いを真正面からぶつけてくれたフィルにだったら、話していいかもしれない。どちらにせよ、私ひとりで考えるには限界だった。現状を変えるためになにをしたらいいのか、私はフィルに救いの手を求めようと決めた。フィルのことは信じられると思ったからだ。

「実は今、お父様の魔力は前の聖女によって封印されていて――」

　私は魔族側の機密情報を、フィルに話した。お父様は人間へ攻撃する意思はないこと、しかし魔族たちの考えの相違で権力争いが勃発し、魔物たちが勝手に暴れ始めたこと。魔力を封印されているせいで、お父様も争いを止められるかわからないこと。

「私が聖女になりたい理由は、お父様の魔力を解放させるためなの。それは人間たちからしたら脅威かもしれない。だけどお父様はその力で国を襲ったりしない。もし魔物がこれ以上暴れて人間側に大きな被害が出たとき、お父様が味方だったら止められる。聖女の力を使って、私が魔物も人間も守る。……お父様は絶対、人間を傷つけるようなことはしない。信じて」

「……そんなことが起きていたのか。うん。僕は信じるよ。魔王様のアイラを見る目は、僕と同じだったからね」

　フィルと一緒？　フィルも私のこと、愛娘のように感じているのかしら？って、今はそんなことを考えている場合ではない。

「だいたい、力関係でいえば人間は魔族には劣るんだ。唯一の対抗手段として光魔法があるけど、それも聖女しか使えない。このまま魔王様が王座を奪い取られ、リーベルツが魔族に支配されることになったら……ねぇアイラ。このこと、フォーチュンには？」

「言ってないわ。初めて人に話したの。内密にしておくべき話だったから」

「そうか。でもフォーチュンは強い味方になると思うんだ。最悪の事態が起こる前にフォーチュンに相談するのはアリだと僕は思うけど……」

　フィルの後押しもあり、私はフォーチュンにも相談することにした。だけど、どうやったら会えるのかがわからない。何度か名前を呼んでみるが、フォーチュンが現れる気配はない。もしかしたら、まだ寝ているのかも。

「だめ。向こうから来てくれない限り、フォーチュンには会えないんだわ」

「そっか。フォーチュンは選ばれし者の前にしか現れないって言うし、僕がいるから出てこられないのかもしれないな」

「私、明日朝早く登校してフォーチュンに呼びかけてみるわ。無事会えたら、フィルに報告しにいく」

「うん。なにもできなくて歯がゆいけど……忘れないで、僕はアイラの味方だってこと。僕にできることがあれば言ってほしい。なんでもするから」

　誰もいない薔薇園で、私たちは強く頷き合った。




　その後、王都に出現した魔物たちは撤退し、被害はほとんどなかったという報告が入った。割れた窓ガラスの被害も大きなものではなく、その日のうちに修復された。念のため学園は緊急閉鎖となり、生徒たちは家へ帰ることを余儀なくされた。




　森へ戻ると、やけに周りは静かだった。

　いつもより重たく感じる扉を開くと、また広間にお父様の姿があった。

「……アイラか」

「お父様、今日の出来事はいったい……」

　私が聞くと、お父様は頭を抱え大きなため息をついた。

「いよいよ魔物たちが本格的に動き出したみたいだ。今の俺を王として気に食わないやつらが〝反乱軍〟を作って、王都を襲った。直前までおかしな動きはなかったのに……。こっちに情報が入ったころには、もう手遅れだった。グレンがすぐ対応してくれたおかげで被害は最小で済んだようだが……次はどうなるか。一度でも人間を襲えば、国王との条約を破ったことになる。向こうも黙ってはいないだろう」

　グレンが王都まで出向き、魔物たちの回収やその他の後始末をしているようだ。

　お父様は精神的に追い込まれているのか、あんなに大きな身体が今はとても小さく見える。

「どこかにこうなるよう仕組んだ黒幕がいる。反乱軍のボスを見つけ出し、そいつを止めるしかない」

「お父様を王座から降ろすよう、周りにけしかけた黒幕がいるってことですか？」

　お父様はなにも言わずに頷いた。

「……人間に裏切られ、次は同士に裏切られるとはな。情けない」

　まるで自分を嘲笑うように、お父様はぽつりと消えそうな声で呟いた。

　このままだと、お父様自身も消えていきそうな気がして、私はおもわずお父様をそっと抱きしめた。

「アイラ……？」

「大丈夫です。なにがあっても私は――私だけは、絶対にあなたを裏切りませんから」

　腕の中にお父様のぬくもりを感じる。どこかに行ってしまわないよう、抱きしめる腕に力を込めた。

　最初は破滅エンドを逃れるために親交を深めただけだった。だけど、お父様が私を駒でなく娘と思ってくれたように、今は私も、お父様のことを本物の父親であり家族だと思っている。

「ああ……ありがとう」

　自分が孤独でないことをお互い確かめ合うように、灯りのない薄暗い広間で私たちは抱き合った。そこにはたしかに、親子の絆があった。




＊　＊　＊




（side フィル）

　アイラと会話し屋敷へ戻ってから、僕はずっともやもやしていた。

　――まさか魔王様の力が封印されていて、そのせいで魔族たちのあいだで権力争いが起こっているなんて。

　僕にその話を打ち明けてくれたときのアイラの思いつめた表情が、頭にこびりついて今も離れない。アイラにとって、魔族は自分を育ててくれた家族。身内で裏切りが起きたのだとしたら、やるせなさでいっぱいだろう。そのうえ今日こんなことが起きて、学園内でも冷遇されて……。アイラはなにも悪くないのに。どうしてアイラばかりが、いつも悪者のような扱いをされるのだろう。この世界は、どうかしているんじゃないかと思う。

　なにかしてあげたいのに、なにもできない自分に腹が立って仕方がなかった。せっかく僕を信頼して相談してくれたのに。僕はアイラに、救いの手を差し伸べることもできない。

　自分のどうしようもなく無力な両手を見つめる。僕が光魔法を使えたら、すぐに魔王様の封印を解いてあげるのに。優しい光で、アイラを包み込んであげるのに。

　しかし、じっとしてはいられなかった。せめてフォーチュンとアイラを無事に会わせる手助けくらいはできないだろうか。

　気づいたら身体が先に動いていて、学園に向かって走り出していた。時刻は深夜二時過ぎの真夜中だ。屋敷の人間はみんな寝ていて誰も僕が抜け出したことに気づいていない。もっとも、気づいたところで心配もしないだろう。

　学園の正門には見張りがいたので、僕は裏口へと回った。

　薔薇園のほうまで行けば、うまく周りに生えている木を使って塀を越えられるかもしれない。予想は当たり、僕はなんとか学園内に侵入することができた。

　真っ暗な薔薇園は、昼間とはまったく雰囲気が違う。綺麗なようで……どこか不気味だ。

　男の僕の前にフォーチュンが現れる確率など、限りなくゼロに近い。

　でも、現れずとも声は届くかもしれない。フォーチュンは学園の敷地内に棲みつく精霊だ。今だって、必ずどこかに生息している。

「フォーチュン、いるなら返事をしなくてもいいから聞いてくれ。アイラが君に助けを求めている。手を貸してあげてほしいんだ」

　誰もいない薔薇園で、僕はひとりフォーチュンに声をかけ続ける。

　朝、アイラは学園に来るはずだ。そのとき絶対に会えるよう、僕が先にお願いしておくんだ。

「――よ」

　すると、曲がり角で誰かの話し声が聞こえ、僕はサッと身を潜めた。

　声がするほうをそっと覗いてみると、見慣れたクラスメイトがいた。……あれはクリスタだ。

　驚いて声が出そうになったが、慌てて自分の口を塞ぐ。

　……どうしてクリスタがこんな時間に学園にいるんだ？

　クリスタは寮生活をしているから、学園までの距離は近い。だとしても、今この場にいるのはおかしい。クリスタも僕みたいに、なにか目的があって来ているのか？　それに、誰かと話しているってことはひとりではない？

　僕は物音を立てないよう気を付けながら、こっそりと会話を聞くことにした。

「はい。全部言われた通りにしました。でも魔物襲撃のタイミングは細かく教えておいてくださいよ。びっくりしたじゃないですかぁ。私がフォーチュンに会えたら一気に作戦を実行するとは言ってましたけど」

　――なにを言っているんだ？　クリスタは、今日の襲撃のことを少なからず事前に知っていた？　だとしたら大問題だ。あんな冷静に魔物を退治できたのは、裏があったなんて。

　作戦っていうのはなんの話だ。これから、もっと大きな事件を起こそうと？

　話し相手の姿は闇に消えほとんど見えない。距離があるので声もまったく聞こえず、誰か把握するのは不可能だ。

「フォーチュンに初めて会ったときも、言われた通りにしましたよ。〝リーベルツに悪の手が伸びているから、夜ひとりで薔薇園に来たときに詳細を聞いてほしい〟って。フォーチュンは私を聖女候補から外すって言ってきたから、頼みを聞いてくれないと思ったけど、私の渾身の演技でなんとか首を縦に振らせることができました」

　クリスタは聖女候補から外されていた？　今朝、あんなに自分が本命だと言っていたのに？

　腹黒そうな子だなとは薄々感じていたが、ここまでとは。

　僕に話を聞かれているとは知らずに、クリスタは楽しそうに話を続ける。

「長いこと人間と話をしていないみたいだから、大精霊も警戒心が薄れちゃったんですかね？　……こんなあっさり――様にやられるなんて」

　最後だけ声が小さく、名前が聞き取れない。フォーチュンが誰かにやられたって……。

「っ！」

　クリスタの目線の先に、薔薇に埋もれて倒れているとても小さな人影が見えた。傷だらけで意識を失い、羽が変な方向へ曲がっている。……間違いない。あれが大精霊、フォーチュンだ。なぜあんなひどい目に遭っているんだ。

　アイラの懸念していたことが本当に起きるとしたら、フォーチュンがいないと絶対に人間は勝てない。僕が助け出さないと！

　いつ動き出そうかタイミングを見計らっていると、突然、背後に何者かの気配を感じた。

　それは、振り返る間もない一瞬の出来事だった。

「うっ……！」

　ものすごい衝撃を背中に受け、僕はその場に倒れ込む。

　容赦なく首根っこを掴まれ、今度は仰向けにされ腹部を強打された。あまりの痛みに、血反吐が出そうになった。

「きゃあっ！　ど、どうしてこいつがいるのよ！　どうしよう。見られていたなんて……」

「大丈夫。フォーチュンと同じく、半日以上は意識を戻さないはず。……面倒だし、どこかに転がしておけばいい。どうせ今日には、すべて終わるのだから」

　どこかで聞いたことのある声がした。顔を見る前に、意識が薄れていく。

　狭まる視界の中で最後に見えたのは、真っ暗な空に浮かぶ、恐ろしいほど綺麗な満月だった。










黒幕の正体




　次の日。

　フォーチュンに会うため早めに学園へ行こうとすると、城の前に思いがけない人物の姿があった。

「……ディック団長？」

　団長さんこと、ディック団長だ。

　騎士団の人たちとは、今も半年に一度交流をとっていた。ちょうど前回会ってから半年ほど経っているが、こんな朝早くにひとりでなんの用だろう。

「アイラ様。ご無沙汰しております」

「いえ。こちらこそ。……今日はおひとりですか？」

「はい。昨日学園で物騒なことが起きましたので、しばらくのあいだ騎士団が護衛につくことになりました。臨時休校するかどうかは、現在検討中とのことです」

　私の護衛のために、こんな朝早くから待機していたってこと？

　私たちが住む古城は王都からも距離がある。そのため私は学園へ行くときはお父様の使うワープ魔法で登下校をしている。お父様の魔力を込めた特殊な石を使って、森から学園入口までを繋いでもらっているのだ。

　この話は以前ディック団長にもしたはず。私に登下校の護衛など必要ないし、ここまで来る手間のほうがかかったろうに。

「私は少し森を下るだけなので、ほかのご令嬢たちを護衛したほうがいいと思います」

「……そうですね。でも、せめて今日は目的地までご一緒させてください」

　若干の違和感があったが、私は早く学園へ行きたい気持ちが勝り、ディック団長の護衛の申し入れを受け入れた。

　ものの数分歩き、石の効果が発動する地点に到着した。

「ありがとうございました。じゃあ、私はここで――っ！」

　お礼を言いポケットから石を取り出そうとしたその瞬間、背後から私の首に衝撃が走った。

「……アイラ様。どうかお許しください。こうするしかなかったのです」

　ディック団長の悲しそうな声が微かに聞こえる。そのまま視界は狭まっていき、私の意識は途切れた。




「んっ……」

　目が覚めると、私は後ろに回した両手首に手錠をかけられ拘束されていた。辺りを見回すと、とても豪華な室内の両壁に、大勢の兵士がずらりと待機している。私はすぐに、ここが王宮だと気づいた。

「目が覚めたか。アイラ・アルバーン」

　真正面の階段の先には玉座があり、偉そうにその席に座っている男が私を見下ろす。……あれがオリヴィアと恋仲にあった国王か。厳格そうな、髭の生えたダンディなおじさんといった感じだが、整った顔をしているので若いころは相当イケメンだったのだろう。それでも、お父様のほうが絶対かっこいいけれど。

　その国王の後ろには、私から気まずそうに目を逸らすディック団長の姿があった。

　――私は騙されたのか。だけど最後のあの言葉……団長は、きっと王令に逆らえなかったんだ。

「この状況はどういうことですか？　なぜ私が捕らわれているのでしょうか」

「昨日約束を破り魔物が暴れだしたのは、お前たち魔族の仕業だろう！　お前は人間といっても、魔王ジェネシスに育てられた娘だ。魔物側の人間を野放しにするわけにはいかない。……お前には、人質になってもらう」

「私が人質？」

　お父様とグレンは捕まっていないということだろうか。王宮にいる気配はないし、ふたりが私のように、簡単に誰かに捕まるはずがない。

「そうだ。今日起きたら、ジェネシスから手紙が届いていた。内容は本日未明より、王都を襲撃するというものだ。これは我々への裏切りであり、宣戦布告であると受け取った」

「お父様が!?　嘘です。お父様が王都を襲うなんてありえません！」

「じゃあ昨日の騒動はなんだ！　奴らは十数年大人しくすることで我々を欺き、ずっと国を襲撃する機会を窺っていたんだろう！」

　それは――たしかにそうだったかもしれない。でも今は違う。

「アイラといったな。知っている情報をすべて話せ。そうすれば、お前だけは助けてやろう」

「私はなにも知りません。襲撃予告だって……誰かに仕組まれてるんです！　お父様は人間との争いを望んでいません。このまま森で平和に暮らすことを、いちばんに考えているのです！　人間への理解だってあります。騎士団の方々は、そのことを知っていますよね!?」

　助けを求めるように、ディック団長やともに森で遊んだ騎士たちに訴えかける。だが、誰も私と目を合わせてはくれない。昨日の裏切りは、長年かけて築き上げた騎士団との関係さえ、一瞬で壊してしまったのか。

「……そういえば、とある人間からの密告でこんな情報を手に入れたぞ。お前の義父であるジェネシスは、完全体ではないらしいな」

「ど、どうしてそのこと――」

　言いかけて慌てて口をつぐむが、国王はにやにやとした笑みを浮かべた。

　人間からの密告って……私、フィルにしかこの話はしていないのに。

「先代の聖女、オリヴィアはよくやってくれたものだ。力不足の魔王なら、リーベルツの軍事力すべてを以ってかかれば倒せるかもしれん。それにお前はジェネシスからひどくかわいがられているようだな。お前を殺すと脅せば、ジェネシスはどう動くのか楽しみだ」

「……それが、私を捕まえたいちばんの目的だったのですね」

「先に喧嘩を売ったのはお前たちだ。今日で忌々しい魔族との決着をつけてやる！　この国に、王はふたりも必要ない。……この娘を地下牢に入れておけ」

　国王が言うと、近くにいた兵士が私を抱えた。地下に連れていくために。

「やめてください！　お父様と争わないで！　お願いします！」

　最後まで必死に訴えたが、その声は国王に届くことはなかった。抵抗も虚しく、私は寒く冷たい地下牢に閉じ込められてしまった。

　この展開、少し時期は早いけれど、ゲームの終盤で起きるイベントにそっくりだ。

　魔王が王都に襲撃予告をし、リーベルツは大騒ぎ。クリスタや攻略キャラたちは、魔法で街の人々や学園の生徒を救いながら魔物に立ち向かうが、いくら力を奪われてるといえど魔王に勝つ術は見当たらなかった。

　絶体絶命のとき、クリスタはフォーチュンから光の加護をもらい、封印を解けと襲いかかってくる魔王を攻略対象と共に退治する――という流れだ。

　ちなみにこのときに、加護を受けられなかったアイラは「役立たず！」と魔王によって殺されてしまう。アイラを見せしめにして、魔王という超越した存在の恐怖を人間へ植え付けたのだ。

　初めてこのシーンを見たときはあっさりアイラが死ぬことと、アイラは完全に魔族側の敵だと思っていたので、魔王がアイラに手を下したことにはすごく驚かされたものだ。

　――でも、この世界のお父様は改心し、争う気なんてなかった。襲撃予告をするなんて絶対におかしい。昨日言っていた〝黒幕〟が、お父様を装って手紙を出したんだ。

　今、王都はどうなってる？　学園は？　お父様は？　グレンやほかの魔物たちは？

　気になることがあまりにも多すぎるのに、なにもわからないのがつらい。どちらにせよ、このままじゃ争いが始まる。どうにかしてここから出ないと。

　しかし、重い手錠を外せる術も、牢屋から逃げ出す術もない。手を拘束されていたら、魔法をうまく扱うこともできない。無理矢理手錠を外そうと手首を動かすが、鉄にこすれて痛いだけだ。

「あぁぁぁーーーっ！　ここから出してーーっ！」

　なにもできないことに焦りが募り、私は大声を上げた。

「おいお前、うるさ――」

　見張りの兵士がびくっと肩を跳ねさせ私に注意すると――突然その兵士が倒れた。

「……え？」

　まさか私、声で人を攻撃できる才能でもあったのだろうか。なんてことを思っていると、倒れた兵士の向こう側に焦った様子のグレンが立っていた。

「お嬢様。今朝は油断してひとりで登校させてしまい申し訳ございません。ジェネシス様の命令によりお嬢様を助けにきました。ご無事でなによりです」

「グレン！　グレンも無事だったのね！」

「はい。今扉を開けて、手錠を外してさしあげます」

　どうやって？　鍵でも持っているのだろうか。

　とりあえず待機していると、グレンの身体がみるみるうちに大きくなり、獣の毛で覆われていく。全身の毛はふさふさで、足や手は大きくて、長い爪は鋭く尖っている。服は着たまま二足歩行で、身体つきはたくましくがっしりとしている。人間の見た目要素がほとんどなくなり、ほぼ狼となったその姿はまさに、完全体のワーウルフといえた。

「こ、これがグレンの獣化した姿なのね。やっと見られたわ」

「まさかこんな緊急事態中に初お披露目になるとは思いませんでした。昨晩、満月で助かりましたね。運がよかったです。……まぁ、この姿にならずとも牢くらい開けられますが、こっちのほうが逃げ足は速いので」

　獣化しても、言葉はそのまま話せるようだ。

　グレンは牢屋の格子を力ずくで広げ、ぽっかりと開いた大きな隙間から中へ侵入してきた。

「……グレンって案外やり方がワイルドなのね。十年一緒にいたけど知らなかったわ」

「一応私も人間よりは遥かに超人なので。こんな私はお嫌いですか？」

「ううん。すっごくかっこいい！」

「ありがたきお言葉です」

　そう言って、グレンは私の手錠もあっという間に破壊した。鉄の塊など、ワーウルフの前ではただのおもちゃだ。

　手錠のしめつけから解放された私は、グレンに現状を聞くことにした。

「ねぇ、なにが起こっているの？　お父様は!?　反乱軍のボスは誰かわかったの!?」

「話はあとです。このままここでもたもたしていると、兵士に狙われてしまいます。ジェネシス様は、現在魔物が多く集まっている学園にいます。被害を最小限に抑えてくれているはずなので、急いでそちらへ向かいましょう！」

「また学園が襲われているの!?」

「はい。あの建物は王都の真ん中に建てられていて見せしめになりますし、魔法使いは魔物にとっても厄介ですからね。加えて今日は騎士団が学園の護衛についている。厄介者を一気に始末したいという、黒幕の意向ではないでしょうか」

　グレンはひょいっと私を抱え地下牢を駆け上がると、上に待機していた見張りに突進し軽く気絶させ、そのまま窓を割って外へ逃走した。人間では出せないものすごいスピードに、目が回りそうになる。

　王宮から学園まではそれほど遠くなく、グレンの足の速さもあり早急に到着することができた。学園ではあちこちで魔物と兵士や魔法使いがやり合っている。フィルやクリスタ、サイラスにバートなど、見知った生徒の姿は確認できずにいたが、校庭にいるお父様はすぐに見つけることができた。

　お父様は魔物と人間、互いの前線に魔法でシールドを張り、どちらにも危害を加えず守ろうとしている。だが、お父様のその行為は両者ともをイラつかせているようだった。次第に攻撃の矛先はお父様へと向き始めている。お父様に戦闘意欲がないことを逆手にとっているのだ。

「お父様！」

「アイラ！　……グレン！」

　大きな声で呼びかけると、お父様がこちらを振り返った。

　私は抱えられていたグレンの腕からすり抜けると、お父様のほうへ走ろうとした。しかし、足を踏み出した瞬間、急に後ろに引き戻され、そのまま動けないよう身体を拘束された。突然のことに驚いて振り向くと、そこにはすでに獣化を解き、いつもの姿に戻ったグレンがいた。

「おっと。今ジェネシス様のところへ行かれるのは困ります。アイラお嬢様は、貴重な人質なんですから」

「……グレン？」

　人質って――なぜグレンが国王と同じことを言うの？　グレンは私たちの味方でしょう？

「……お前が黒幕か。グレン」

　お父様は自分に襲いかかる兵士と魔物を強大な風魔法で払いのけると、怖い顔でこちらを睨みつけた。

「グレンが黒幕って……う、嘘でしょう？　ね、グレン。手を離して……」

「すみませんお嬢様。それはできません。ジェネシス様の弱点であるお嬢様を引き渡したら、ここまでうまくいった私の計画が台無しになるじゃあないですか」

　いつもと変わらない優しい笑みが、とても恐ろしいものに映った。

「外がどうなっているか、情報収集は今まですべてお前に任せていた。俺はお前を誰よりも信頼していた。それが俺の最大のミスだったことに、今ようやく気づいた。……おかしいと思ったんだ。こうなるまで、頭の切れるお前が周りの変化や陰謀に気づかないはずがない。俺を欺き、人間を欺き、手下の魔物たちを利用した。どうしてこんなことをしたんだ。俺への忠誠は、最初から嘘だったのか」

　怒りや悲しみ、虚しさなどのあらゆる感情が一気に込み上げているのか、お父様の声色はわずかに震えていた。

　未だに信じられない。誰よりもお父様のそばにいて、誰よりもお父様を慕っていたグレンが黒幕だなんて。

「……あなたのことは本気で尊敬していました。誰よりも強く、誰よりも気高く、どうあがいても敵わない存在。私はそんなあなただからこそ、数えきれない年月お仕えしてきたのです。オリヴィアなどというくだらない女に夢中になっていたときは絶望しましたが、裏切られ復讐の炎を燃やしていたジェネシス様を見て、これはリーベルツを支配するための過程にすぎなかったのだと私は納得しました。しかし――その復讐の駒だったはずのお嬢様によっていとも簡単に、あなたはその炎を消してしまった。私は、恐怖と強さで人々を屈服させるあなたが見たかったのです」

　グレンの動機を聞いて、私ははっとした。

　強く気高く、恐怖と強さで人々を屈服させる最恐の魔王。グレンが慕っていた魔王像は、ゲームのジェネシスそのものだった。

　私がそうなることを回避したせいで、グレンを悪い意味で覚醒させてしまったのだ。この世界でラスボスの位置にあたるのが、私でもお父様でもないとしたら……。

「私はリーベルツの支配をあきらめません。人間と仲良しごっこを続けるなんて正気じゃない。なんのために、私たちは魔族として生まれたのか。人間より強い力を得て生まれながら、なぜ弱者と同等の立場にいなくてはならないのか。……今日ここで人間たちを制圧し、リーベルツを魔族が支配する国にするのです」

「その理想の国を作るために、俺のような魔王は邪魔だということか」

「そうですね。今の弱いあなたは、もう魔王とは呼べません」

　ふたりが話している隙を狙って攻撃をしかける兵士や魔法使いを、グレンが火や雷などのいくつもの魔法でねじ伏せていく。グレンはお父様の次に強い魔人。恐怖で人間たちの足はすくみ、逃げる者も多くいた。魔物はグレンの邪魔をしないように大人しくしている。よって、争いは一時休戦状態となった。

　――今のグレンとお父様、どっちが強いのか私にもわからない。今までグレンが魔法を使っているところや、本気を出したところを見たことがないから比べようがない。

「アイラを解放しろ。グレン。邪魔なのは俺なんだろう」

「それは聞けないお願いですね。お嬢様には、きちんと人質としての役割を果たしてもらわないと」

　それほど力が入っているように思えないのに、もがこうとしてもぴくりとも身体が動かせない。

　このままお父様がやられたらどうしよう。やられなくても、もう引き返せない。でもグレンを、魔物たちを止めないと……！

　お父様の奪われた魔力を戻すことができたら――お父様が完全体になれば、誰しもを黙らせることができる。私も光魔法が使えるようになって、争いは止められる。

「フォーチュン、どこにいるの！　姿を見せて！」

　グレンに捕まったまま、私は叫んだ。不幸中の幸い、ここは学園だ。フォーチュンがどこかでこの危機的状況を見ている。

「……それは、そこで寝ている精霊のことですか？」

　グレンの視線の先を辿ると、校庭の隅で倒れているフォーチュンと――フィルの姿があった。ふたりともぼろぼろだ。

「あの精霊なら邪魔になると思って先に対処しておきました。大精霊というわりに戦闘向きではないようですね。獣化した私にやられたせいで、姿を消す気力も残っていないようですよ」

「なんでフィルも一緒にいるの……」

「ああ。私があの精霊を襲ったとき、なぜか彼も現場にいたんですよ。邪魔だったので一緒に始末しておこうかと。お嬢様の友人なのに、申し訳ないことをしてしまいました」

　申し訳ないと思っていたら、あんなに傷だらけにならないはずだ。フィルがフォーチュンを助けたということは、密告をした人間はフィルではない？　それじゃあ、いったい誰？

「残念でしたねお嬢様。今聖女が現れては、私たち魔族にとって大迷惑なのです。賢いお嬢様なら、おわかりいただけますよね」

　理解できても、理解したくないことはある。私はグレンを睨みつけることしかできない。

「グレン様！」

　聞き慣れた甘ったるい声が校庭に響いた。声のほうを見ると、クリスタがいた。

「私、あなたの言う通りにしたわ！　だから早く例の薬をちょうだい！　加護がなくたって、誰にも負けない魔法使いにしてくれるのでしょう!?　私がいちばんになれる！」

「薬？　クリスタ、あなたなんの話をしているの？」

「彼が約束してくれたの！　言うことを聞けば薬をくれるって」

　クリスタは、グレンがとある薬を自分にくれると言ったので、フォーチュンをおびき寄せグレンに受け渡すことに協力し、魔王の魔力が弱まっていることを密告したという。魔力のことは、グレンがクリスタに教えたのだろう。薬が欲しくて焦っているのか、隠すことなく自白した。とは言っても、周りの人たちが逃げていなくなり、この話を聞いているのはほぼ私たちしかいないが。

「クリスタ、自分がなにをしたかわかっているの？　神聖なる大精霊にこんなこと……フィルまで巻き込むなんて……」

　グレンはクリスタがフォーチュンに会えるのを見越していたってこと？　まさか、あのとき――。

　私は自分がフォーチュンに会ったときのことを思い出した。私はグレンに〝もうひとり聖女候補がいる〟という話をその夜にしていたのだ。名前も聞かれていた。グレンはそのとき、クリスタを利用してフォーチュンを始末することを思いついたんだ。

「だって、フォーチュンは私には光の加護を授けることはできないって！　そんなのおかしい！　どうして私があんたに負けるのよ！」

　クリスタは、自分が聖女候補外だということを知っていたのか。いつからだろう。もし最初からなら、みんなに嘘をついていたことになる。でも今となっては、もうどうでもいいことだ。

「小さいころから私よりすごい魔法使いなんていなかったのに。薬を飲めば、私はフォーチュンの加護がなくたって、あんたよりすごい魔法使いになれるのよ！　そうよね？　グレン様」

「ええ。なれますとも。でも、人間のままなれるとは言っていませんよ」

「えっ？」

　興奮で赤くなっていたクリスタの顔が、一気に青ざめていく。

「これは人間を魔物化させる薬ですからね。まだ試作品ですけど」

　グレンがポケットからごそごそと、小瓶に入った紫色の液体をした、怪しげな薬を取り出した。

「魔物化なんて聞いてないわ。私を騙したのね……！」

「あなたのことはうまく利用させていただきました。魔法ショーで会ったときから、いい駒になるなぁと目をつけていたのですよ。そもそもこの薬を飲ませる対象は、端はなからあなたではなくアイラお嬢様です。私はアイラお嬢様を殺したくはないですから」

「私に薬を……？」

「はい。お嬢様、〝こっち側〟に来る覚悟はおありですか？」

　薬を片手に、にこりとグレンは微笑んだ。

　それからグレンは薬の説明を始めた。グレンは禁断の薬を闇ルートを介して入手しており、それは人間を魔物化できる効力があった。

　……ゲームでアイラがラスボスになった原因は、この薬を飲んだせいだったんじゃ？　今回のクリスタと同じく、誰にも負けない魔力が手に入るなどと言って騙されたとしたら、ありえない話ではない。知らないところで、ゲームでもグレンは卑劣な行動をしていたのかも。さすが、悪役側なだけある。

「これを飲んで正式に魔族になれば、仲間になったお嬢様のことは傷つけません」

「だめだ！」

　今まで黙って話を聞いていたお父様が、ついに口を開いた。

「アイラは人間だ。それにその薬の存在は俺だって知っている。闇魔法を研究している人間のカルト教団が、影でこそこそ開発している魔物化の薬。まだ完成とは程遠い。身体が薬と適合しなければ、アイラは人間の姿を失い、自我をも失う」

「適合する可能性だってあります。アイラお嬢様が魔物になれば、念願の本当の家族になれるではありませんか。ふたりそろって、私の手下にしてさしあげますよ」

「お前の下につく気はない。それに人間のアイラとだって、本当の家族になれる」

　揺るがない瞳で告げるお父様に、グレンはあきれた顔をする。

「まだそんな甘いことを言って……人間と魔族は何百、いや何千年も前から敵対してきた種族。家族ごっこはできても家族になどなれない。オリヴィアのときに学んだでしょう。なのにどうしてこんなに腑抜けてしまったのか……すべて、お嬢様のせいですかね」

　グレンは私を拘束する腕に力を込める。

「や、やめて、グレン……苦しいよ……」

　泣きそうな声で訴えると、腕の力が急に弱まった。

「……グレン？」

　苦しみから解放され、驚きつつグレンを見つめると、グレンははっとした顔をした。

　すると、慌てたように再び腕の力が強まっていく。首を絞められ、うまく呼吸ができず、空気を求めるように自然と口が開いた。グレンはその隙をついて、私に薬を飲ませようとした。

「やめろ！」

　お父様が叫ぶ。

「ジェネシス様が大事なのは人間じゃない。アイラお嬢様だけ。アイラお嬢様がこちら側に来れば、人間を守る理由などなくなるでしょう？」

「わ、私は魔物になったって……人間を大切に思う気持ちは変わらないわ……！　あなたの思い通りになんかさせない……！」

「それは自我が保てればの話です」

　さっきの話が本当なら、私は薬に適合しなければただの化け物となる。大事な人のことはなにもかも忘れて。

「絶対にそんなことはさせない」

　お父様の身体から、怒りで魔力が溢れ出ている。ものすごい威圧感と殺意のこもった瞳に、グレンが息を呑むのがわかった。

「……無駄ですよ。あなたが指先ひとつ動かした瞬間、私は薬をお嬢様の口に流し込みます。ただ、交換条件を出します。ジェネシス様が代わりにこの薬を飲むなら、お嬢様のことは解放します」

「俺が、薬を？」

「はい。これは魔物化の薬なので、魔族が飲んでもたいした効果はありません。安心してください」

　だったらなおさら、お父様に飲ませる意味がわからない。

「飲まなければ、お嬢様の命はありませんよ？」

「痛っ！」

　鋭い爪を頬に突き立てられ、一筋の真っ赤な血が涙のように頬をつたった。

「ふざけるな！　これ以上アイラに指一本触れるな！」

「では、飲んでくださいますか？　飲まないのなら、次はこの爪を眼球に突き立てますけど」

「……わかった。言うことを聞く。薬を渡せ」

　お父様は私が傷つかないように、グレンの要求を呑んだ。グレンは小瓶をお父様に向かって投げる。お父様はそれを拾うと、ゆっくりと蓋を開けた。

　――なにかおかしい。本当に、あの薬を飲んでお父様は平気なの？

　思い返せば、ゲームでラスボスとして終盤に登場するお父様は、魔力を封印されているにもかかわらず異様に強かった。それに姿も人型でなかった気がしてきた。……まさか、この薬を飲んだからじゃ……。

　とてつもなく嫌な予感がする。

　今わかった。グレンの真の狙いは、魔王の座を乗っ取ることじゃない。

　お父様を魔王として覚醒させ、完全に復活させること。

「お父様！　飲んだらだめ！」

　しかし、すでにお父様が持つ瓶の中身は空っぽだった。

「う……あぁぁぁぁ！」

　薬を飲んだお父様は苦しそうなうめき声を上げ、胸を押さえて膝をつく。そしてドス黒い煙のようなものが、お父様の身体を取り囲んでいった。










赤い瞳（side ジェネシス）




　アイラに薬を飲ませるわけにはいかない。アイラをこれ以上傷つけるわけには――。

「これは魔物化の薬なので、魔族が飲んでもたいした効果はありません。安心してください」

　グレンの言葉を信じてなどいなかった。だが、愛する娘に得体の知れない薬を飲ませるよりは自分が飲んだほうが何倍もマシだと思った。

　薬を飲んだ瞬間、心臓が今までにないくらいドクンと大きく脈打ったかと思うと、胸を思い切り締め付けるような痛みが走った。

　心臓が熱い。じわじわと侵食されるように身体全体に熱さと痛みが広がっていき、俺は堪えきれずに声を上げて膝をつく。

「お父様！　大丈夫ですか！　お父様！」

　アイラが俺を心配する声が聞こえる。しかし、返事をすることができない。

　薬を飲み朦朧としてくる意識の中で、俺はグレンの真の目的に気づいてしまった。

　グレンは光の加護以外で俺の封印を解く方法をずっと探していた。光の加護は封印を解けるが、逆に言えば魔王を退治することも、俺の残された力を封印することもできる。万能すぎるがゆえに、使う者の意思次第で俺は天国にも地獄にも行ける状態だった。

　グレンは、そんな危ない手段に賭けるより、確実に俺を本来の魔王に戻したかったのだ。俺の生まれ持った強大な魔力は誰にも真似ができない。代々魔王の座を受け継いだアルバーン家の血筋の者のみが、魔王にふさわしい魔力をその身体に宿しているのだ。魔族側からすれば、俺がいなくなると不利でしかない。

　グレンは最初から、俺を王座から引きずり落とすことなど考えていなかった。言ってしまえば、逆なのだ。

「……お前は、俺を魔王として完成させたかったんだな」

　すべてを悟った俺の言い方に、グレンは一瞬驚いたあと、満足げに笑った。

「さすがジェネシス様。そうです。この魔物化の薬は、いわば本来の魔力を増幅させる薬。もともとの魔力が強大であれば強大であるほど効果は倍増します。そこそこ魔力のある人間が飲めば魔物化し、魔物が飲めば何段階か上の魔物に変化し、私ぐらいの魔人が飲めば、ジェネシス様の今くらいの力は得るでしょう。そんな薬を魔王に飲ませることができれば……あなたは無敵の存在となる」

「だろうな。だがそれと引き換えに――俺は自身の魔力に身も心も支配され、自我を失い人ならざるものに姿を変えるだろう」

　自分でもコントロールしきれないほどの魔力を暴走させると、俺たち魔族は自分でも見たことのない形態に変化するという言い伝えがある。薬に適合できず、人の心と形をなくした俺は、グレンの望んだ悪の魔王として覚醒し人々を――いや、世界をも破滅に導く。

「お嬢様のためなら、あなたは薬を飲むと思っていました。でも安心してください。覚醒したあなたがどんな姿であっても、私たち魔族一同はお仕えし続けますから。私たち魔族の時代を、ジェネシス様が築き上げてください」

　先ほどまで悪態をついていたとは思えない物言いだ。グレンは俺の覚醒を、今か今かと待ちわびているのだろう。……頼む。俺の身体よ、耐え切ってくれ。自分の魔力に支配されてたまるか。

　――ドクン！

　そのとき、またもや心臓が大きく脈打った。同時にすさまじい痛みが走る。

「うぅ……う、ああああ！」

　俺が苦しみに悶え声を上げると、数少ないこの場に残っていた人間たちは恐ろしさを感じたのか、次々と逃げていった。

「お父様がお父様じゃなくなるですって？　そんなこと許されない。……クリスタ！　フォーチュンを起こして！　そして加護を授かるのよ。今ならまだ間に合うかもしれない。お願い、私たちを助けて……！」

　倒れている少年とフォーチュンの近くにいた女に、アイラが叫んだ。

「む、無理よ！　私は加護の対象じゃないって言ったのは、この精霊よ！」

「今は緊急事態よ。フォーチュンもわかってくれるわ！　あなたしかいないの！」

「そんなの自分でやればいいでしょう！　私だって、こんな大事になるなんて聞いてない！　これ以上こんなところにいると、巻き込まれて死んでしまうわ。あんな気味悪く呻いてるやつと戦うなんてまっぴらごめんよ」

　そう叫ぶと、女はひとりで逃げていく。

　たしかに、フォーチュンの光魔法があれば、今ならまだ俺の暴走を止められる可能性がある。魔力はまた封印されてしまうが、覚醒して化け物になるよりずっといい。そもそもこのままでは、リーベルツは俺の手で壊されてしまう。

「さあ、もうすぐリーベルツはジェネシス陛下の――我々魔族のものとなるのです！」

　グレンが恍惚とした顔で両手を広げて空を仰げば、魔物たちも歓喜の声を上げた。

　その瞬間、拘束から解放されたアイラが一目散に俺のもとへ走ってくる。グレンは今さらなにもできないと判断したのか、俺たちの邪魔をすることはなかった。

「お父様、大丈夫!?　お父様」

　泣きそうな声が、かすかに俺の耳に届いた。こんなに近くにいるのに、表情もぼやけて見える。大丈夫と言いたいが――どうやら無理そうだ。油断したら闇に呑まれ、意識を持っていかれそうな狭間の中でアイラに言う。

「俺を殺せアイラ。まだ自我を保てている間に」

「……え？」

　もう少しだけなら、まだ魔力を制御できる。意識を保っていられる。

「お前ならできる。聖女になって俺を倒し、魔王を倒した英雄となるんだ。そうすれば、もう誰もお前を化け物なんて言いやしない」

　どんどん自分がおかしくなっていく感覚の中で、俺は魔力を封印するくらいではだめだと悟った。あの薬を飲んだ時点で、俺の運命は決まっていたのだ。覚醒して魔王として生きるか、アイラの父親として死ぬかの二択しかない。だとしたら、俺は――。

「なにを言っているの。お父様も一緒に救われるんです。一緒じゃなきゃだめです！」

「無理だ。自我を失えば……俺はもう元には戻れない。魔族と人間の戦争が始まってしまう。お前を傷つける前に、俺を殺してくれ」

　王が同じ国にふたりいる場合、どちらかを倒せば、倒されたほうは負けとなる。魔王の俺が敗北すれば、魔物たちがこれ以上人間を襲うことはない。魔族はリーベルツから手を引き、ほかのところへ住処を移すだろう。

「そんな……ほかにも方法は……」

「時間がない。俺も、残念ながらそろそろ限界だ。だから……」

　最後の力を振り絞り、魔力をなんとか制御して、俺はフォーチュンと少年を自分たちのもとに転移させた。あとはフォーチュンを起こし、アイラを聖女にさせる。……その前に、大事なことがあった。

「アイラ、お前の目の色を元に戻してやる。俺がいなくなったら、もう変えてやれない。お前は赤い瞳のまま一生生きることになる。赤い瞳は魔王アルバーン家の末裔の証。今後の人生に悪影響を与える。……すぐ終わらせるから、おとなしく――」

「嫌よ！　絶対に嫌。私、お父様と同じ色がいいから赤にしたの。戻してなんて頼んでない。……この赤い瞳が、私がお父様の娘だった証だもの」

「……アイラ」

　俺が翡翠色に戻そうとしたアイラの瞳から、大粒の涙が零れ落ちた。アイラのためを思っての行為だったが、アイラは頑なに拒み続けた。

「ん……あれ、アイラ!?」

　すると、転移させた少年が目を覚まし、上半身を起こした。続いて、横で倒れていたフォーチュンも目を覚ます。

「うぅ……大ピンチだった。まさかボクがワーウルフにやられるなんて。ていうか、かなりまずい状況みたいだね」

　一瞬で、フォーチュンは状況を大体理解したようだ。

「くっ！　邪魔をするな！　大精霊！」

　フォーチュンが目を覚ましたことをまずいと思ったのか、グレンは遠くから魔法を放ってくる。しかし、周りには結界が張られていて、グレンの攻撃を跳ね返した。

「念のため起きてすぐ結界を張っておいてよかったよ。昨晩は油断したけど、もうしないからね」

　フォーチュンのおかげで、グレンはアイラたちに手出しはできない。このチャンスを逃すわけにはいかない。

「アイラ、なにが起こってるんだ!?　僕も急に襲われて……そこから記憶がない。魔王様はどうなってる？　なんか黒いものが身体から出てるけど……」

「お父様は私の代わりに魔物化の薬を飲まされて、魔力が暴走しかけてるの！　このままじゃ、お父様がお父様じゃなくなってしまう。お父様が望まぬとも、国が滅ぼされてしまう。フィル、どうしよう。私、どうしたらいいの」

　助けを求めるように、アイラは少年にしがみついた。どうすればいいかは、先ほど教えてやっただろう。

「どうするもなにも、この国のピンチを救うのはキミだよ、アイラ。ボクの結界もいつまで持つかわからない。魔王が暴走する前に、キミが魔王を退治するんだ！」

　もう声を発する気力もない俺のかわりに、フォーチュンがすべてを代弁してくれた。

「今からキミに光の加護を授ける。――汝よ、その光を解き放て！」

　まばゆい光が目を掠める。加護を授かったアイラの全身は、俺から放出されるドス黒いものとは正反対に、煌びやかに輝いていた。

「魔王を完全に倒せるのは聖女の光魔法だけ。アイラ、人々の命はキミに託されているんだ。ほかの魔法を扱うのと同じように、光魔法だって扱えるはずだ！」

「……無理よ。私はずっと聖女になりたかったけど、それはお父様を倒すためじゃない。お父様を救うためだった。……私にはできない」

「なにを言ってるんだアイラ。このままだと、魔王だって苦しめることになるんだよ！　キミのお父さんは世界の破滅なんて望んでいないんだろう？　だったら、ここで終わりにしてあげるべきだ。……ボクは戦闘ができない。誰かに力を分ける以外の能力はほとんどない。加えて聖女となる器はほかにいない。だから、キミがやるしかないんだ」

　フォーチュンがなにを言っても、アイラは首を横に振るだけだった。

　俺は這いつくばってアイラに近づくと、涙で濡れた頬に手を伸ばした。

「……おとう、さま」

　あまりに光が眩しくて顔は直視できないが、赤い瞳だけははっきりと見える。

『私の目を、おとうさまと同じ赤色にしてください！』

　思えば、アイラを見る目が大きく変わったのは、お前が俺にそう言ってきたときだった。

　当時のアイラの笑顔を思い出せば、走馬灯のように、アイラとの記憶が頭の中を駆け巡る。

　初めて会ったときは、俺に怯え震えていた。翡翠の瞳が気に食わなかったが、魔力は群を抜いていた。

　こいつを脅し最強の魔法使いに育て上げ、封印を解かせれば、聖女なんて邪魔な存在は殺してしまおうと思っていた。

　人間を信じるな。こいつは駒で、娘というのは肩書だけの見知らぬ孤児。愛情を捧げるなどありえない。

　それなのに、お前は俺の心の中に悪気もなく踏み込んできて、俺を変えていった。予想外な言葉や行動には振り回されたが、魔法に関してはストイックで、目を見張る成長だった。

　グレンや魔物たちとも仲良くなり、なぜか俺はお前のせいで、騎士団と孤児院の連中と無駄に関わりを持つようになった。だが、それも思ったより悪くない時間だった。

　あっという間にお前は成長したが、笑顔や中身は変わらずに、いつも俺のためにがんばってくれていた。

　アイラは――薄暗い森に差し込んだ、一筋の光だったのだ。

　ひどいことを言って悪かった。たいへんな思いをさせて悪かった。

　俺の娘になったせいで、お前はつらい思いをしたはずだ。それなのに、俺の前ではいつも笑ってくれていた。俺はその笑顔を、一生かけて守ろうと思った。俺がお前を傷つけた償いとして。

　……だが、どうやらそれも無理そうだ。

　今だって、お前がしたくないことをさせようとしていることはわかっている。こんなに娘を泣かせて、俺は最低な父親だったろう。それでも――。

「アイラ……俺の娘になってくれて、ありがとう」

　もう、お前がどんな顔をしているかも、俺がきちんと言葉を紡げているかもわからない。

　身体がいうことをきかない。断片的な意識の中、俺はアイラに父親として最後の言葉を贈る。

「お前は俺の誇りで……宝物だ」

　俺の手に、アイラが流した涙の感触がした。その瞬間、俺の意識は完全に途切れた。










奇跡の光




　私の頬に触れていたお父様の手が、力なくするりと落ちていく。

「……お父様？」

　横たわったお父様の身体は黒い闇に呑まれていき、どんどんとその闇は膨張していった。

　後ろからグレンや魔物たちが喜ぶ声が聞こえる。……お父様は魔力の暴走を制御できず、覚醒してしまったのだ。

「お父様っ！　お父様ぁ！」

　何度呼びかけても返事はない。そして大きな闇の中から、黒い蛇の怪物のような姿をしたお父様が現れた。真っ黒で大きな身体についた鱗、大きな口から覗く凶暴な牙。赤い瞳はギョロリとこちらを見下し、その姿は以前のお父様からは程遠かった。

「なんだこれは……まるで神話に出てくる怪物、バジリスクじゃないか」

　後ずさりながら、フィルが呟いた。

　この姿は見たことがある。間違いなく、ゲームで登場した魔王の最終形態だ。生で見ると、スチル絵とは比べ物にならないほど恐怖を感じた。

　私はその場から動かず、お父様を見上げながらひたすら声をかけ続ける。

「お父様、私です！　アイラです！」

　しかし、お父様はもう私のことがわからない。大きな雄たけびを上げると、私に向かって片腕を振りかざしてきた。

「危ないっ！」

　間一髪のところを、フィルに助けられる。

「ああ、まずいよ。今のでボクの結界魔法も破壊されちゃった！　学園が崩壊するのも時間の問題だ。……アイラ！　悲しいのはわかる。でも見て。もうあれは、アイラが大好きなお父様じゃあないんだ！」

　フォーチュンに言われお父様を見ると、校舎や温室、薔薇園などの施設を次々に破壊しにかかっている。学園内に身を潜めていた人たちは悲鳴を上げ逃げまどう。

　――結局、ゲームの展開と同じになった。

　お父様がラスボスになって、聖女が倒す以外はバッドエンド。

　このまま私がなにもしなければ、魔族が勝利し人間が全滅という、最悪のエンディングになる。

　お父様も……望まぬ姿に変えられたまま、一生生き続けることになるの？

「……私が、お父様を止めないと……でも……」

　果たして私に、それができるのか。

　クリスタのようにヒロインチートもない。共に戦う攻略キャラもいない。

　なにより、私はお父様を家族として深く愛してしまった。そんな相手に躊躇なく手を下せるのか。

　しかし、御託を並べている余地などない。私がこうしているあいだに、国や人々の死へのカウントダウンが始まっている。

　――やるしかない。

　覚悟を決めるが、手の震えが止まらない。

「アイラ、一緒に魔王様を取り戻そう」

　フィルの手が、私の震えを止めるようにそっと重なった。

「え……？　フィル、取り戻すって？」

「アイラから感じる優しい光、初めてのはずなのに……なんだか僕も知っている。僕の中にもある気がするんだ」

「なにを言って――」

　すると、重なったフィルの手からも、私と同じ光が放たれた。光は倍増し、私たちの周りを大きく照らす。――どうしてフィルから？　この光は、フォーチュンからもらった加護の光のはず。フィルが持っているはずがない。

　なにが起こっているのかわからず驚く私に、フィルは言う。

「倒すんじゃない。魔王様の意識を呼び戻そう。そうすれば、魔王様は元に戻る。光魔法は奇跡を起こせる魔法だ」

「奇跡を起こせる魔法……」

　もし、そうだとしたら、お父様を元に戻せる？

　私の光魔法だけでは奇跡が起こせなくても、フィルと一緒なら――。

「うん。やってみよう。一緒に」

　私たちは手を繋ぎ、その光をお父様へとかざした。すると、すべてを包み込むような優しくあたたかい光が広がっていく。

　お父様の身体から放たれる黒い闇のようなものは、きっと身体に閉じ込めておけないあらゆる魔力たちだ。

　何度もその闇に押し負かされそうになるが、私たちはあきらめずに光を灯し続ける。

（大好きなお父様、たったひとりの私のお父様、戻ってきて）

（さっき、泣いててちゃんと言えなかったけれど……）

　光を通じ、お父様の意識に語りかけると、大きな光はお父様から湧き出る闇を次第に封じていく。

「ア……イラ……？」

　自我をなくしたはずのお父様が、私の名前を呼ぶ声がした。

「私のお父様になってくれてありがとう。これからも娘でいさせてください。魔王、ジェネシス・アルバーン」

　最後は声に出して名前を呼んだ。

　光は一層強く輝きを放ち、お父様を取り囲む大きな闇を飲み込んでいく。

　目を開けているのもたいへんなほどの光。だけど私は、決して目を閉じなかった。この光がどうなるか、きちんと最後まで見ていたかったから。

　闇は光に吸収され、怪物の姿も消えていた。それと同時に、光もだんだんと小さくなっていく。残ったまばゆい光の中から現れたのは――怪物じゃない、私の大好きな、いつものお父様だった。

　目を閉じて倒れているお父様に駆け寄り抱き起こすと、私はその身体を強く抱きしめる。光のあたたかさが残っているのか、お父様の身体はぽかぽかとしていた。

　心臓に耳を当てると、脈打つ音がする。ああ、お父様はちゃんと生きている。

「……アイラ？」

　力ない声が頭上から聞こえた。うっすらと開かれた瞳には、私の姿がきちんと映し出されている。

「おかえりなさい。お父様」

　そう言って笑いかければ、控えめな微笑みが返ってきた。

「……そんな馬鹿な。薬を使い覚醒した魔王でさえ、光の加護の聖女には敵わないというのか!?　やはり私が甘かったのか。お嬢様を、きちんと始末していれば……」

　グレンにとって、お父様が元に戻るのは計算外だったようだ。力なくその場に崩れ落ち、頭を抱えうなだれている。魔物たちは、魔王に歯向かったツケを恐れているのか、怯えたように萎縮していた。

「闇に包まれなにも感じない世界で、お前の声が聞こえた。そうしたら、光が見えたんだ。……アイラ、お前が俺を助けてくれたんだな」

　ゲームでは、ラスボスを光魔法で倒すエンディングしかなく、救うことはなかった。どうして今回、いっさいお父様の身体を傷つけず救うことができたのか。

　それは、私にもフィルにも〝魔王を守りたい〟という気持ちしかなかったから。その気持ちはあたたかな光を通じ、お父様を闇から救った……のかもしれない。

「私だけじゃない。私を聖女にしてくれたフォーチュンもいて、フィルも一緒にいてくれたから、奇跡が起こせたんだと思います」

「そうだよ！　これはものすごい奇跡だ！」

　フォーチュンが私の肩からひょこっと顔を出した。

「正直話すと、ワーウルフにかなり傷つけられたせいで、ボクの魔力は全部回復できていなかったんだ。そのせいで、アイラに力をじゅうぶんに分けてあげられなかった。いわば、中途半端な聖女の状態だった。それなのに、ここまでの光を発動できたのは……フィル！　キミのおかげだよ！」

「僕が？」

　フォーチュンに指をさされると、フィルは首を傾げる。なぜフィルも光を発動できたのか、本人もわかっていないみたい。

「……なるほどな。お前、オリヴィアの息子だろう？　初めて会ったときにすぐにわかった。面影があったからな」

「えぇっ!?　フィルが!?」

　お父様は納得したように頷いた。

　言われてみれば――たしかに、どことなくオリヴィアに似ている。全然気づかなかった。

　お父様は、フィルは王とオリヴィアの隠し子だったため、光魔法を使える才能を持っていたんじゃないかと言う。

「その可能性はあるね。聖女の能力は遺伝しないけれど、稀に少しだけ血にその能力が混ざり遺伝することもある。その力は聖女のように万能ではないし、自らの意思で発動もできないけど……奇跡を起こす手助けにはなったようだね」

　フォーチュンの話を聞いて、私は特別授業のときの出来事を思い出した。あのとき傷が治ったのは……フィルが無意識に、光魔法を発動したからではないだろうか。

「間接的ではあるが、オリヴィアに助けられる日が来るとはな。……皮肉なものだ」

　今は亡き、かつて愛したオリヴィアを思い出すように、お父様は失笑した。

「僕が王の隠し子だっていうのは、以前屋敷で義父が話しているのを聞いてなんとなくそうなのかなって思っていたんだけど……僕の本当の母親も、すごい人だったんだなぁ。でも、そのおかげでアイラの手助けができたなら、オリヴィア様には感謝しないとね」

　ひとごとみたいにフィルは感心している。あんな危険な目に遭ったのに、あっけらかんと笑うフィルを見て、私まで自然と笑みがこぼれた。

「くそっ！」

　悔しがるグレンの声と同時に、魔法で作られた雷の槍が飛んできた。だが、お父様はそれよりさらに何倍も強大な雷の槍を一瞬で発動し、グレンの槍はいとも簡単に粉々に砕け散っていく。

「グレン。感謝しよう。お前のおかげで魔力は完全に復活したようだ」

　冷静な口調で、お父様は言う。薬を飲んだことで、お父様の封印されていた魔力も長い眠りから覚めたようだ。

「だとしても――お前たちも、こんな人間みたいに成り下がった王は嫌でしょう!?」

　グレンは背後で群れている魔物たちを振り返り、再度暴れるよう指示する。

「どうして。なぜ誰も動かないんですか」

　覚醒したお父様から、ふだんとは違うものすごいオーラが発せられている。魔物たちもそのことに気づいているのだろう。魔物たちは、力を取り戻したお父様が相手では自分たちに勝ち目がないことをわかっているようで、グレンの言うことを聞こうとはしなかった。

　唇を噛みしめ膝をつくグレンに、お父様が近づいていく。

「……ジェネシス様、私を殺すおつもりですか？」

　目の前に立ちはだかるお父様を見上げながら、グレンは震える声で呟いた。声色とは裏腹にその表情は、すでに覚悟を決めているようにも見えた。

「悪かった。俺がふがいない王だったせいで、お前を――いや、お前たちをここまで追いつめてしまった」

　しかし、お父様の口から出たのは罵声でも非難でもなく、謝罪の言葉だった。

「俺はアイラとともに過ごした十年の間に、人の心を知ってしまった。種族が違うだけでいがみ合うことの意味がわからなくなっていったんだ。力でねじ伏せることが、本当に魔族の正義なのかも。……だが、それは俺の独りよがりな考えで、お前たちにはなんの関係もないことだった。あれほど復讐を誓い、散々お前たちを付き合わせたのに、それを独断でやめてしまった。俺にはグレンを責める権利はない」

「な、なにを言っているんですか。私は自分の目的のために、覚醒を望まぬあなたに無理矢理薬を飲ませた。本来ならば、あなたは今その姿でここに立っていられなかったのですよ」

「わかっている。だが、現に今俺はここにいる。……それにお前は、俺が化け物になっても見捨てる気などなかったのだろう？」

　グレンは黙り込んだ。

「俺はお前たちを許す。俺は――できることなら、今の生活を、お前たちとずっと続けていきたい。お前たちが納得いかず、魔王にふさわしくないと言うならば、そのときはこの座を降りてもいい」

　お父様の言葉には、半端な覚悟で言っているとは到底思えないような重みがあった。

「私は、許してもらえるのですか？　こんなことをしたというのに」

「ああ。内部で争いごとなんて、これ以上は面倒だ」

　戸惑うグレンに、お父様は苦笑する。

「……あれだけの強さと威厳を見せつけられて、またジェネシス様に歯向かう者などいないでしょう。この十年であまりにも変わっていくあなたに、私は追いつけなかったんです。世界一の権力者になれる可能性のあるジェネシス様が、それをずっと目的としていたジェネシス様が、本当にただ平凡に暮らす日々を望んでいるのかわからなかった」

「……グレン」

「しかし、魔王の座を降りてもいいと言うほどの覚悟があるとわかり、やっと納得できました。あなたが決めたことに、もう誰も文句は言わないでしょう。……もともと、私が魔物たちをふっかけてことを大きくしただけで、責任はすべて私にあります」

　お父様に許されたことで、グレンは自分で自分を責め始めた。

「……もう終わったことだ。お前は、今の俺を許してくれるのか」

「私は……」

　グレンはそれ以上、なにも言わない。

「許しても許さなくても、どっちにしてもグレンは家族だからこれからも一緒にいてもらわなくちゃ困るわ」

「……お嬢様」

「グレンのやり方は最低だったと思う。でも、あれはグレンなりに魔族を守るためだったのよね。私やお父様が人間たちと仲良くなることで、いつお父様の魔力の件がバレるかわからなかった。お父様の力が弱まっているのをいいことに人間たちに裏切られることを懸念していたんじゃない？」

　そう言うと、グレンの眉がぴくりと動いた。どうやら私の考えは当たっていたみたいだ。

「私が聖女になって、お父様を助ける保証だってなかった。……どんな手段を使っても、やられる前にやるしかなかった。違う？」

　私はグレンのそばに歩み寄り、そっと手を握る。握り返してはくれないが、解かれもしない。

「グレンとお父様のこの十年間での違いは、相手を信用できるようになったかどうか。グレンはお父様を、魔族のみんなを守りたいあまり、ほかの人を信用できなかった。それが、こんな結果を招いてしまった。……全部、私の勝手な妄想だけど」

「ジェネシス様といいお嬢様といい、どれだけお人よしなんですか？　たとえそうだったとしても、私はあなたを殺そうとしたのですよ」

「でも殺さなかった。いくらでも殺すチャンスはあったでしょ？　精霊のフォーチュンは無理でも、フィルのことは殺せたじゃない。だけどギリギリのところで止めていた。グレンは結局、完全な悪役には向いてなかったのよ！　ゲームでもそんな雰囲気なかったし、なんならルートによっては人間側について――」

　あっ！　まずい。こんな話をしても伝わるはずないのに。

　すぐさま片手で口を塞ぐ。案の定、グレンやほかのみんなの頭上にハテナマークが浮かんでいるのが見えた。うぅ……シリアスな空気を一瞬にしてぶち壊しちゃったわ。

「とにかく！　グレンもいつか時が経てば、お父様の考えに納得がいく日が来るかも。お父様が変わったみたいに。今すぐじゃなくてもいい。だから、これからも今まで通り一緒にいてよ。これは魔王の娘命令だからね」

　私はグレンの前にしゃがみ込み、目線を合わせた。幼いころ、いつもグレンが私にしてくれたように。

「あ、いくらなんでもなにもお咎めなしってのは甘いから、私のお願いをいくつか聞いてもらうって形で今回の件を収めるのはどう？　お父様、それでもいいですか？」

「……好きにしろ。まったくお前は、口を挟む隙すら与えない」

　腕を組みながら、お父様はあきれたように笑う。

「ひとつは、二度とあんな薬を誰かに飲ませないこと。危険すぎるもの」

　今でも開発されてると思うだけでぞっとする。お父様のあんな姿はもう見たくない。

「……わかりました。そもそも、あの薬はさっき使ったひとつしかありませんでしたから、その心配はいりませんよ。私が本気を出せば、カルト教団などどうにでもできますしね」

　グレン、裏でいったいなにをしているのだろう。気になるけど、聞かないほうがいい気がする。そっとしておこう。

「もうひとつは、私がいた孤児院のお手伝いを定期的にしてあげること、なんてどうかな？　もちろんボランティアでね。いろんな人間と過ごして、人間を知って――今回のことを償ってもらえたらなって」

　カミラ先生もグレンがお気に入りのようだし、人手が増えると助かるだろう。あの孤児院が、グレンが人間を信用できるようになるきっかけになればいいなと思った。

「孤児院の手伝いですか……了承いたしました」

　その意図に気づいているかは知らないが、グレンはあっさりと受け入れた。

「そして最後。これは重要なことよ。十年間、私がずーっとグレンに感じていた、たったひとつの不満なの」

「私への不満、ですか？」

　思い当る節がないのか、なにを言われるのか予想もつかないといった表情だ。

「私ね――本当は紅茶よりココアが好きなの！　いつもグレンはいろんな味の紅茶を淹れてくれるけど、これからは甘いココアがいいわ。だからね、今日から私のためにおいしいココアを淹れてくれる？」

　私が言うと、グレンは驚いた顔をしたあと、声を上げて笑いだした。

「ふっ……ははは！　……私へのお咎めはココアより甘いと思うのですが、お嬢様はそれでよろしいのですか？」

「ええ。やっと言えてすっきりした」

「……さすがジェネシス様を変えたお方。敵いませんね」

　グレンの顔は、いつもの優しい笑顔に戻っていた。そしてここでやっと、グレンは手を握り返してくれた。そのまま私の手を引いてグレンは立ち上がると、深く頭を下げる。

「このたびの件、申し訳ございませんでした。救われたこの命は、次こそ主君のために尽くし続けると誓います」

　顔を上げ、お父様と目を合わせて頷き合う様子を見て、私も安心した。魔物たちもふたりが和解したことを祝福するように、こちらへと飛び出してきた。当然もう、殺気は感じられなかった。

「うーん。なんか魔族側もいろいろとたいへんなんだってことがわかったよ。ま、魔王が悪さをしないなら、しばらくはリーベルツも平穏だねっ！　なにかあったとしてもアイラとフィルがいるし」

　フォーチュンが頭の後ろで手を組みながら、私のそばに来て言った。私たちはこの世界では悪役だったから。……でも、フォーチュンのおかげで私は聖女になれて、最悪の事態も免れた。

「ありがとうフォーチュン。あなたからもらった光の加護、決して悪いように使わないと約束するわ。あと、ごめんなさい。こっちの事情で傷つけてしまって……」

「終わりよければすべてよし！　ボクが傷ついたのはキミのせいじゃあないしね。あのグレンってやつ、ボクはそう簡単には許さないよ。アイラ、ボクの代わりにあいつの頭にアッツアツのココアをぶっかけといて！」

「……がんばってみるわ」

　思ったより制裁が甘くて、私と変わらないなぁなんて思ったのは内緒だ。

「それじゃあ、ボクは姿を消すよ！　本来、聖女の前にしか現れない存在だからさ」

「そういえばそうだった。落ち着いたら、また学園で会いましょうね」

　フォーチュンは大きく頷くと、私の頬に軽めのキスをした。

「あー！　な、なにしているんだ。フォーチュン！」

　その様子を見ていたフィルが驚き声を上げると、フォーチュンは「えへへ」と舌を出し、悪戯っぽい笑みを見せて消えていった。

「お取込み中のところよろしいですか！　魔王様」

　すると、校庭にディック団長が現れた。

「国王がお呼びです。我々とご同行願います」

　そのひとことで、一気に現実に引き戻される。

　魔族側的には大団円！って感じのいい雰囲気を醸し出していたが、なにもよくないのだ。グレンが起こした事件は、国を滅ぼすほどの大事件。国王と交わしていた約束を破ったのだ。

「……ああ。わかった」

　お父様はそれだけ言うと、おとなしくディック団長のほうへ歩みだした。

「待って！　私も一緒に行きます」

「……いいでしょう。では、アイラお嬢様もご一緒に」

　ディック団長の許可を得て、私は王宮までお父様と同行することになった。

「待ってください。今回の件に関しての処罰なら、すべて私が――」

「グレン。ここは責任者である俺の役目だ。お前は下がっていろ」

「……わかりました」

　お父様にきつく言われると、グレンも引き下がるほかない。

　――もしかしてお父様、すべての責任をひとりで背負おうとしているの？

　言ってしまえば、お父様だって被害者だ。だが、事件を起こした首謀者は内部の者。

　これからどうなってしまうのか。不安で心臓が飛び出そうになりながら、グレンとフィルを校庭に残し、私たちは王宮へ向かった。




　王宮へ着くと、今朝捕らえられたときと同じ場所へ連行される。

　玉座でふんぞり返っている国王の姿にデジャヴを感じつつ、私とお父様は黙って国王が口を開くのを待った。

　抵抗しないと思われているのか、拘束などはなにもされていない。

「魔王ジェネシス。今回は派手に暴れてくれたようだな。報告によると魔物が暴れたせいで王都の四分の一が荒れ果て、学園も一部壊滅していると聞いた。……幸いにも、死者はひとりも出ていないが」

　よかった。誰も犠牲が出なかったことに、私は胸を撫でおろした。

「争いをしない、というのが、俺とお前が交わした約束だったな。破られた以上、もうこの国には置いておけない。今すぐ森から出ていってくれ。これでリーベルツも恐怖に怯えなくて済む。二度とリーベルツに足を踏み入れるな」

　国王から言い渡された処罰は、国外追放だった。今回の件に人間の非はないからか、やけに強気な態度だ。

「そこの娘も一緒に出ていけ。お前のことは信用なら――」

「待ってください陛下。アイラ様は先ほどの事件で光の大精霊フォーチュンから加護を授かり、聖女として覚醒しております」

　黙っていたディック団長が手を挙げて、横槍を入れた。

「な、なんだと!?　聞いていないぞ!?　なにかの間違いじゃないのか!?」

「たしかにこの目で確認いたしました。……ほかに何名も騎士団に目撃者はおります。恥ずかしながら、我々はなにもできず見ているだけでした。リーベルツの崩壊を防いだ英雄は、間違いなくそこにいる聖女、アイラ様なのです」

「……ディック団長」

　今の団長は、今朝会った様子のおかしい団長とは違った。いつも森で会う、正直でまっすぐな、騎士としての誇りを持った団長だ。

「聖女は国にとってもありがたき存在。追放などして、本当にいいのでしょうか？」

「聖女となったら話は別だ。アイラ嬢は国に残り、魔族は出ていけばいい」

　そうきたか。

　お父様やみんなが一緒でないと嫌だというセリフが喉元まで込み上げたが、なんとか飲み込む。それは私欲になるからだ。フォーチュンがくれた力は、決して独占してはいけない。

　でも、お父様と離れ離れになるなんて絶対に嫌だ。一緒にいられないのなら、私にとっては破滅を逃れてもバッドエンドと変わらない。

　お父様はこうなることがわかっていたのか、なにも発言しない。不安げな私の視線を直接受け取らないようにか、ついには瞳を閉じてしまう。

「いいえ。私は反対です。魔王様は、争っている人間と魔物をどちらも傷つかないように守ってくれていました。魔王様は、人間と戦争をする気がないのだと私はすぐに感じ取りました。死者がひとりも出なかったのは、魔王様がいたからです。原因はどうあれ、結果、私たちはそこにいるふたりに助けられたのです」

「ディック！　お前はさっきからどっちの味方なんだ！」

　しびれを切らした国王が、ひじ掛けに拳を打ち付け声を荒らげた。

「私は真実を言っているのみ。そして私の意見は、現場へ駆けつけた騎士団全員の総意であります」

「つまりお前たちは、今回の罪を見逃せと言っているのか……？　そもそも、あいつらがいなければ今回の事件は起きなかったんだぞ！」

「国王。お前は俺の魔力を封印した聖女、オリヴィアを知っているか？」

　沈黙を貫いていたお父様が、不意に口を開いた。

「……そんなの、国民全員が知っているだろう。急になんの話をしだすんだ」

　オリヴィアの名前が出た瞬間、国王から今までの威厳が消えた。

「今回のことは、俺の魔力が完全ならばそもそも起こりえない事件だった。俺は十二年前、お互い干渉しないという条約を結んでいたにもかかわらずオリヴィアに心を弄ばれ、裏切られ魔力を半分以上封印された。……なぜ俺があの女に魔力を奪われたのか知っているか？」

「そんなこと、私が知るはずないだろう」

「あの女はこう言っていた。〝魔お王れに支配されることを恐れた愛する人のために、わざと俺に近づき光の加護の力で魔力を封印した。すべてあの人のため〟だと。……オリヴィアが勝手に取った行動だとしても、最初に俺に喧嘩を売ったのは人間側であるということも忘れないでおくことだな」

　私は気づいた。お父様は今までただ黙っていたわけではない。この話をするタイミングを待っていたのだ。

「……オリヴィアめ、勝手なことを」

「にしても〝愛するあの人〟とは誰だろうな？　心当たりはないか？　言ってしまえば、今回の事件を起こしたすべての元凶はそいつにあると言っても過言ではない。今思えばあの女は相当病んでいた。〝愛する人〟に身も心もぼろぼろにされたんだろう。崇めるべき存在である聖女を弄んで、自ら死を選ぶくらい追いつめる人間がこの国に――」

「も、もうその話はいい！」

　その場にいた人たちがざわつき始め、国王は焦り始めた。

　オリヴィアの死は事故死と思われていたため、自殺したなんて話は、世間では知られていなかったからだ。

「お前の言いたいことはわかった。今回のことは、こちら側にも多少なりとも非があった。お前と、そこの娘が国を救ってくれたことも事実だ。……騒ぎはこちらでどうにか処理する」

　これ以上お父様に話を続けさせると、自分がオリヴィアと愛人関係にあったことをバラされると勘づいたようだ。今回の騒ぎの根源が自分にあったと知られたら、立場が変わってしまう。

「では、俺たちへの処罰はなしってことでいいだろうか。それと、できればこれからも森の古城で暮らしたいのだが。改めて、争いごとをしないという約束を結ばせてほしい。この要求を呑んでくれるなら、このあとすぐさま王都と学園を修復する」

「修復だと？　何日――いや、何ヶ月かはかかるのに、なにを言っているんだ」

「問題ない。魔力が完全に戻った今、修復などたやすいことだ。……知っているだろう？　俺はひとりで国をも滅ぼす魔力を持っているんだぞ。逆のことくらいできる」

　もはや恐ろしいのか、たくましいのか、どっちかわからない。

「……わかった。要求を呑もう。今後二度と、お前たちと争いがないことを願うばかりだ」

「俺たちの存在をマイナスに考えるな。リーベルツのバックに魔王がいると知れば、誰もこの国に手出しはしないだろう」

「それはそうだが――そんなことを公表してもいいのか？」

「好きにすればいい。タイミングは任せる。なにかあれば、俺はこの国の戦力になってやる」

　騎士団から、わぁっと歓喜の声が上がった。魔王が戦力になったら、リーベルツは無敵と言っていい。

　今までは同じ国内にいても、魔族と人間は一線を引いていた。お父様の襲撃を恐れ、貢物を送って媚びるような関係だった。そんな相手から〝戦力になる〟と言われ、国王も驚愕している。

「そろそろいいか？　修復に向かいたいのだが」

「あ、ああ……。これからもよろしく頼む。魔王、ジェネシス・アルバーン」

　お父様はふっと小さく微笑むと、私の腕を掴み王宮から出ていった。

「ふふ。お父様ったらすごい。あんなに口がうまいなんて」

「グレンの隣にいたら、嫌でも人を言いくるめる能力が身につく」

　嫌味に聞こえるが、お父様なりに褒めているようにも思う。

「でもこれで望み通り、変わらない日々を送れますね」

「ああ。そうだな」

　目を細め、古城のある遠い森を眺めるお父様。私はそっと手を伸ばし、お父様の手を握った。

「……アイラ？」

「今日は久しぶりに、幼いころみたいに手を繋いでくれますか？　お父様」

　とは言っても、照れ屋なお父様は、幼少期もほとんど繋いでくれたことはなかったけれど。今だったら、こんなわがままも許してもらえる気がした。

「……王都を歩いていたら、人間たちに見られるぞ」

「かまいません。それとも……お父様は、私と手を繋いで人前に出ることは、恥さらしとでも言うのですか？」

　必殺、うるうる上目遣い攻撃をしてみる。

「そ、そうは言っていない。……仕方ない。だが、五分だけだ」

　私が何歳になったって、お父様はこの技には弱いみたい。

　観念して、ぎこちなく握り返してきたお父様の手を私は強く握り直す。

　そして五分を過ぎても、その手を決して離してはあげなかった。










エピローグ




　反乱軍が起こした大事件から数日後。

　リーベルツでの立場が危ぶまれた魔族だったが、お父様がうまく国王と話をつけられたことにより、無事にまた森で暮らせることとなった。

　ただ、さすがに人間たちと深めてきた信頼はゼロになったと思われたが――まさかの展開を迎えることに。

　まず、ディック団長が国王に訴えたように、覚醒するまでのあいだ争いを制御してくれていたのはお父様だったこと、最大のピンチを救ったのは、聖女になった私だったことが評価されたのだ。

　学園で事件の一部始終を見ていた者たちはほかにもおり、私がいなければ国が崩壊していたと主張してくれた。フィルと一緒にお父様に立ち向かったことから、私は事件を起こした側とは無関係だったと判断したみたい。

　事件は国王により、魔王と国王のあいだに行き違いがあり、人間を攻撃しようとした一部の魔族と、それを止めようとした魔族同士で衝突が起き、人間を巻き込む結果になってしまった。だが、人間側も魔王に損害を与えてしまったので、どちらにも非がある――と、国民には報告された。言っていた通り、うまく処理してくれたようだ。損害っていうのは、魔力を奪ってしまったことを指しているのだと思う。

　もちろん、納得いかない国民たちもいた。でも、お父様のとある行動でみんななにも言わなくなった。

　まず、規格外な魔力で崩壊した場所をものの数分ですべて修復したこと。私はお父様の魔力がどれだけすごいかを知っていたので、のんきにお菓子を食べながらその様子を眺めていたが、初めて見た者たちは度肝を抜かれたようだ。

　続いて――最恐と呼ばれる魔王が、国民に頭を下げて謝罪したこと。無言で頭を下げただけだったが、思いを伝えるにはじゅうぶんすぎる行為だった。その後、国王からリーベルツの軍事力に魔王が加わってくれることまで発表されれば、誰も文句は言うまい。

　敵だと恐ろしく震えあがる存在だが、味方になると心強い、それがお父様。私は十年前、ひとりでその恐怖と心強さを味わったから知っている。

　一方私はというと、加護を授かりオリヴィア以来初の〝聖女〟として立場が一変し、国に崇められる存在となった。

　人というのは肩書でこうまで反応が変わるのかと実感し、驚きつつも怖さも感じた。

　卒業まではまだ時間があるので、学生兼聖女となるが、卒業後は聖女として国を守り、人々を助ける日々が待っている。ちなみに基本、聖女は王宮勤めになるようだ。それを知って、私は大喜びした。ディック団長と九年前にした、剣術を教えてもらうという約束を果たせるからだ。魔法剣を使える聖女か……うん。文句なしにかっこいいわ。

　思えば、オリヴィアは王宮勤めになった際に国王といい感じになっちゃったのよね。ま、私はこれからも変わらず魔王の子だし、手を出してくる者はいないだろう。

　加護を授かることもなく、挙句私欲のためにフォーチュンを犠牲にしたクリスタはというと……。

　暴露話が聞かれていないのをいいことに、自分に都合のいいように話をすり替えていた。

　怪しい薬を飲まされそうになった私を助けるため薬を飲むことを名乗り出たが、拒否されたと。ギリギリまで聖女になるか悩み、魔王と戦おうと思ったが、自分が聖女になったら魔王を確実に退治し、私を悲しませることになったので身を引いた――というのが彼女の思いついたシナリオらしい。

　馬鹿なサイラスとバートは疑うことなく騙されている。周囲を欺きながら今度はその悲劇のヒロイン感を売りに人気を得ようとしているクリスタを見ていると、たくましすぎて笑ってしまい、本当のことを言う気も失せた。

　本来のヒロインとしての役目はなにひとつ果たせていないが、彼女は彼女でヒロインという縛りがなくなったこの先の人生を、あの図太い性格で楽しく謳歌できる気がした。




〝めいぷれ〟のエンディングは、ラスボスを倒し平和を手に入れた記念に、王都で盛大なパーティーが開かれる場面から始まる。

　クリスタは国を守った英雄として名誉を手に入れ、攻略対象のキャラと結ばれる。そしてエンドロールが流れる――というもの。

　なんと今日が、そのエンディングを迎えるパーティーの日だ。ただ、それは魔族と人間が完全和解した記念のものであり、英雄とされるのはクリスタでなく、聖女となった私。

「うぅ……どうしよう。みんなの前で演説しろって言われても言うことがないわ」

「適当になにか言えば大丈夫ですよ。みんななにを言っても勝手に感動してくださいますから」

　王宮の控室で緊張している私に、グレンがホットココアを淹れてくれた。事件後、毒舌に拍車がかかったように思うが、こっちがグレンの本性なのかも。

「うん。アイラなら大丈夫だよ！　そうだ。不安なら魔王様の魔法で景気づけでもしてもらったらどう？」

　フィルが後ろから私の肩に手を置いて、顔を覗き込んできた。フィルも私と一緒に国を救った英雄として表彰されるのだ。

　国王はもちろん、フィルが自分とオリヴィアの子供だということに気づいていた。控室へ来る前に顔を合わせていたが、フィルに挨拶されたときの国王の目の泳ぎっぷりといったら……。

　勝手に不倫して子供は分家へ追いやるなんて。フィルをつらい目に遭わせたことに文句のひとつでも言ってやりたかったが、当の本人がなにも知らないふりをしてあげていたので、私はその大人な対応を尊重することにした。

「……お前、勝手に俺を巻き込むな」

　自分の偉大な魔力を〝景気づけに〟なんて言われたことはないだろう。お父様にそんな軽口を叩けるのはフィルくらいだ。オリヴィアが死してなお、お父様は彼女が残した存在に奇しくも振り回される結果となった。

「だってアイラをいちばん笑顔にできるのって、今のところ魔王様じゃないですか」

　不貞腐れながらフィルが言う。

「今のところっていうのが気に食わないな」

　お父様は眉間に皺を寄せ、睨みをきかせた。

「ふたりとも、お嬢様が困っていますよ。ジェネシス様、少しくらいいいじゃないですか。寒い中外で待っている王都の民も退屈でしょうし、なにか魔法のサプライズを贈ってあげてはいかがです？」

「……丸ごと壊滅させようとしたやつの言葉とは思えないな」

　私もお父様に同感だ。だけど、ふと思ったことがある。

　学園に入学してからは結局、シナリオ通りにイベントが発生していた。展開や内容に違いはあれど、イベント自体を避けることは不可能だった。やはりここは〝めいぷれ〟の世界で、ゲーム中はそのシナリオの強制力とやらが世界の均衡のために働いていたのかも。だとしたら、必ず誰かがラスボスを覚醒させなければならない運命だったのだ。私がお父様を改心させたことで、グレンがそういう役回りになったのだとしたら、私はグレンを責めきれなかった。シナリオ強制力が切れたからこそ、あの日やけにあっさりと負けを認め、今や国民を思いやる発言まで飛び出すくらい優しい性格に戻っているのでは……。幼いころからずっと私に向けてくれた笑顔も、優しさも、きっと本物のはず。

「お父様、ぜひ、私の緊張をほぐしてもらっていいですか？」

　フィルの突拍子もない提案に、私はとりあえず乗ることにした。緊張しているのは事実だし、グレンが言ったように外にいるみんなを思ったのもある。

「仕方ない。だが、これはほかの誰でもない、アイラのためだ」

　重い腰を上げながら、お父様は最後の部分を強調して言った。

「言われなくてもわかってますよ」

　グレンとフィルの声が重なって、私はおもわず噴き出した。

　お父様が控室の窓を開けると、聖女の演説を待つ人々がたくさん集まっていた。ここは高い場所にある部屋なので、お父様の姿は見えない。

　お父様が両手を空にかざし、魔法を発動する。すると、リーベルツの冬空に、虹色の雪が降り始めた。

　突然の、しかもただの雪じゃない。色とりどりの雪に、外から驚きと感嘆の声が聞こえた。

「これは素晴らしい。昔のジェネシス様なら、人々が一瞬で凍りつくような大雪を降らせたでしょうに」

「いちいち嫌味なやつだな」

「とんでもない。私はそんなジェネシス様が大好きでしたから。……でも、こんな綺麗な雪を降らせるあなたも、今の私なら好きになれる気がします」

「……そうか」

　グレンとお父様の会話を聞いて、私がにやにやしてしまった。このふたりなら、事件も乗り越えて今度こそ本物の絆で強く結ばれるはず。私はそう確信した。

　もっと近くで雪を見たくて窓際に立つと、フィルが私の隣にやってきた。

「綺麗だね。さすが魔王様だ。属性なんか関係なしって感じだね」

「うん。……ねぇ、フィル」

「ん？　なに？」

　フィルは外の景色から、私へと目線を移した。

「私、ちゃんとフィルにお礼を言ってなかったから。……ありがとう。私、フィルがいなかったら聖女になれてなかった。お父様のことも救えなかった」

「あれはアイラの力だよ。僕はあっけなくそこのグレンさんにやられちゃったし、最後に運よく、母親が残してくれた力が役立っただけで――」

「ううん。そんなことない。それに、私がお礼を言っているのはこの前のことだけじゃないよ。今までずっと、フィルがそばにいてくれたからがんばれた。風魔法を克服できたのも、学園が楽しくなったのも……全部、フィルのおかげだよ。ありがとう。いつも私を助けてくれて」

　フィルが私に感謝してくれていたのと同じくらい、私はフィルに感謝していた。そのことをずっと伝えたかった。フィルにはいつも思いを伝えてもらってばかりで、私は返せていなかったから。

「これからも、私と一緒にいてくれる？」

　そう言うと、フィルは何度も首を縦に振って頷いた。

「も、もちろんだよ！」

「ふふっ。よかった」

　微笑んで、もう一度窓の外に目をやると、不意に手を握られる。

「……フィル？」

　さっきより一歩近づいた距離にフィルがいる。その瞳は、少し視線を逸らせば綺麗な雪があるにもかかわらず、ただ私だけをはっきりと捉えていた。

「僕、ずっとアイラのことが――」

　フィルがそう口にした瞬間、私たちの間に凄まじい強風が吹いた。

　あまりの風圧に目を閉じる。次に目を開けたら、視界いっぱいにお父様の背中が広がっていた。繋がれていた手は、いつの間にかほどかれていた。

「俺の娘に告白したければ、まずは俺に認められることだな」

　挑発するようなお父様の声が聞こえた。

「……何年かかってもあきらめませんよ」

「望むところだ」

　ふたりの声は聞こえるが、表情を見ることはできない。バチバチに睨み合っているのだろうか。それとも、笑っているのだろうか。その答えは……あとで向こう側で笑っているグレンに教えてもらおう。

　フィルがなにを言いたいのかはわかっていた。だって――私もフィルが好きだから。いつかお父様に認められて、今度は私の手を離さないで、そのまま連れ去ってほしいな……なんて。淡い期待を胸に抱くけれど、今はまだ大丈夫。

「お父様も、私のために雪を降らせてくれてありがとう」

　だって私も、全然お父様離れできそうにないんだもの。

　気を引くために背中をつつくと、お父様が私のほうを振り返った。

「ああ。お前が願うなら、この先も全部俺が叶えてやる」

　世界でたったふたりだけの、同じ色の瞳で見つめ合いながら、私たちは心を通わせる。

　血の繋がりも種族をも超えた私たちの関係は、誰にも切らせることはできない。

　……ゲームは終わる。明日から、シナリオに縛られない人生が始まる。誰も知らないアイラの日々が。

　これがやっとの思いで手に入れた、悪役たちのハッピーエンド。

　破滅を乗り越えた先に広がる無限の未来を想像しながら、窓の外にそっと手を伸ばす。手のひらに落ちた魔法の雪は、いつかの光のようにあたたかかった。
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あとがき




　初めまして。こんにちは。瑞希ちこです。

　このたびは今作をお読みいただき、ありがとうございます！　アイラとジェネシスの悪役親子の物語、楽しんでいただけましたでしょうか？

　本を出版させていただくのは、今回が五回目なのですが……実は今作が、今まででいちばんプロットを考えるのに苦戦しました。最初に考えていたものだと黒幕は別人だったり、フィルがクールだったりと、全然違う感じの展開になっていたのですが、自分的にしっくりこず、何度も修正してこの物語ができあがりました。プロットのオーケーが出たときは、ものすごくホッとしたのを覚えています。

　アイラとジェネシスの親子の話がメインなのですが、それだけではなくアイラはフィルと甘酸っぱい青春を過ごしたり、グレンや魔物と森での生活を存分に楽しんだりと、いろんなシーンが書けてとても楽しかったです。どちらかというと私は恋愛ものを書くほうが得意なので、フィルとアイラのシーンは悩まずスラスラ書けました。

　現時点でのアイラはまだフィルとの恋愛より「お父様！」という感じですし、ジェネシスもフィルに大事な娘をそう簡単に渡さないでしょう。今後、もう少し大人になればなにか進展があるかも？　みなさんの中でも、こんなふうにいろんな未来を想像してもらえたらなと思います。ちなみに私がアイラだったら、身近にあんなにイケメンで優しい父親と執事がいたら、恋愛に対するハードルがかなり高くなってしまうと思います（笑）

　最後にお礼を。

　イラストを担当してくださった花染なぎさ様。素敵すぎるイラストを本当にありがとうございます！　花染様に担当していただくと知ってから、ずっと完成を楽しみにしておりました。ラフ画の時点でにやにやが止まりませんでした……。

　編集担当の須藤様。いろいろとたいへんお世話になりました。須藤様のアドバイスに何度助けられたかわかりません。細かいところまで気にしてくださり、ありがとうございました。グレンのことをすごく気に入ってくれて、とてもうれしかったです。

　読者様。ここまで読んでいただきありがとうございます。まだいろいろと我慢が続くご時世ですが、本を読むことでみなさまが笑顔になる瞬間が一秒でも多くなったら幸いです。みなさまにも、奇跡が起きる光の加護が届きますように。

瑞みず希きちこ
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